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此の本をお讀み 下さる 

〇んあい せう C くみん* しよくん 

I 親愛なる小國民諸君に-- 

■〇ん * い せ VC. くみん *->上く. <• 

親愛なる小國民諸君！ 

そぅ呼ぶだけで、私は何とも云えぬ、明るい氣持ちになるのです。 

せまい、この書齊から、私は日屯全國に、それは、秋の空の輝やかしい星の齡に、 
まんべんなく、生活してゐる、諸君の生き—-とした姿を思ひ浮かべてゐるのです。 

t ち む & や生 うみべ はつらつ 乙上くん そんざい お & とき 1C つ®又ぜんたい ゐだい ち^& 

町に•村に、山に、海邊に、潑剌たる諸君の存在を思ふ時、日本全體が偉大なる力 
の塊に見えてくるのです。 

私は、この諸君を思ひ浮べながら一生懸命で、ィタリ rf 語を書きました。 

V 、 諸君の、知父さんや、知兄さんが、日本の尊い使命の爲に «'< 寒® l ? si の mL ! 一 


命を捧げて戰つてゐます。東洋平和の土臺石となつて、尊い血を流してゐます。 
『我々は、この戰に生命を捨てょぅ』 

けつ乙ん . C たくこたち と-5にい こ、ろなか 

そぅ決心する、私達のお父さんや、知兄さんは心の中で 

あと こど，〇たら りつぱ 

『この後は、子供達が立派にやつてくれる J 

かんが やす し 

かぅ考へながら、安んじて死んでゆくのです。 

『後を頼むぞ-しつか”やつて吳れ J 

こ4.せんじや -5 乙欠くん はつ 

そぅいふ聲が、戰場のすみみ\から、諸君に、發せられてゐるのです。 

その通5!眞の東徉平和の樹立といふ尊い日本の使命を、なしとげるのは齡 m 
役目となつてゐるのです。 

私達は、私達のなつかしい、知 i さんや、知. af ; さんの! T ぃ t の- LZ に、赋やかしい 

と5やうえい A ん へい?? 

東洋永遠の平和をぅちたて ゞ ゆかなければならないのです。 

諸君の責任は重いのです。 


の 


諸君の使命は尊いのです。 

三千年來の、どの時代の祖先ょリも、諸君は輝やかしい歴史をつくることが出來るの 
です。 

新ぎは、口本の、どの時代に產れたょでも、今產まれた事が幸一 i であるのです。 
產れ甲斐があつたといふものです。 

いくら一生懸命に奉公申上げても、とても、しつくされない光榮です。 

私は限 5なく、 諸ぎ を、 祝福- t ' る氣持ちで、心が一ぱいです。 

諸君は、全力をあげて、この光氣に報ひなければな力ません。この光榮に，報ゆるこ 
との出來る人間にならなければな々ません。 

そぅした諸君のために.私はィタリー物語を書きました。 . 

尊い使命を果たせる、血とな々、肉とならせやぅために•この本を#きました。 

私く’も一生懸命で窖きました。諸君の一人、一人の顔を，思ひ浮かべながら書きま 

三 


Fl—• 

した。 

この#は、 ィタ リーの事を知らせるのが目的で書いたのではないのです。諸君を、 
が派な的本人にするために書いたのです。 

一生懸命に讀んで下さい。 

まごころをもつて讀んで下さい。 

そして立派な日本人になつてデさい。 

獻くが、■と、 S の、*? i 1 * にょって、磬に日 il の S が、なしとげられるの 
を Mt ひながら、この本を諸君の手もとに送 j と V けます。 

—— 父兄、併に敎師の方へ！ 

私達が子供でぁつた時代と、今の時代は、すつか々樣子が、變つてし . i ひました。 
私達が讀んできた、讀物 は、 その儘今の子供に讀ましただけでは不十分になつて來 


士した。 

子供の讀物は、子供の魂の糧です。今まで S 物は、この魂の實體 を(4*つ言と 國 
んでゐ ませんで した。 抽象的な魂が目標で あ夕ました0 

しがし、 この魂こそは、日本民族の魂でなければならなかつた答です〇大和魂で 
す。 

日本の使命を果たす魂です。 

東洋全土を抱擁して、天皇陛下の御聖 業に 翼賛し 奉る魂です。 正しい世界を樹立する 
魂です。魂の糧とは、實 にこの 魂の 糧といふ謂でなければ な々ません。 

そした 讀物は、 今の 子供の 周圍にあま力貧困で あると いはなければ な々ません。 
私は子供の讀物が、 もつと''^ 研究され なければならない と 思つてゐるのです。 
私は、 そした 願の もとに、 本書を 書きました。少年期から靑年期を目標に*いた も 
めです。從來の讀物ょ々 は、 內容 も、表現も，程度がたかくなつて—す。私は理解 

五 


よりも、咸銘に重きを知きました Q 從來の讀物は、あまりに子供をあまやかしすきて 
ゐます。 

語句な ども •かなり難解なものを使用いたしました。それは語句の解釋よりは、そ 
.の響を、たつとんだからであ5ます。 

語句としてよ5 も、 私は、こど、ばとして、或は形象體として、使用してゐます。 

+要は未曾有の時局に、聖業を翼賛し奉る子供を思つて書いたものであ力ます。 

武漢三鎭陷落を目捷にひかへて 
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物語 


タリーはお友達 


荏原二郞著 


い* じんろゐ おほ 


t ごと 


V** 


かふがひ 


今、人類は大きな仕事をなしとげヤうとしてゐます。今までの人間がとても考もつ 

りつぱ たふとこごと 

かなかつたやうな、立派な尊い仕事をなしとげやうとしてゐます。 . 

和和な*正しい人間の世淑をつくらうとしてゐるのです"日本の皇軍が支那に派遣 
されて、果敢な活動をつづけてゐるのがそれです。 

正しい道に邪魔だてする者をこらし、迷つてゐる者を導くための戰爭です。だから 


せん a .-5 tt せいせふ 上 

こんどの戰爭の事を聖戰と呼んでゐます。 

しかし、"世の？には JF -? しぃ i の"繁ぃに1らな A ^ が" f のです。に S ふとな 

で たふと乙め W * お わた乙たち fjvlc 

か--^出られないのと知なじです。それだけに、この尊い使命を帶びた私達は心をし 

な X . UX . くろ こと で 

めてかからなければな$ません。たとへ何年かからうとも、どんな苦しい事に出あふ 

けつ とち -5 

とも、決して途中でくぢけてはならないのです。 

わたしたち たいせつ つとめ 

私達が どうしても やつてゆかなければならない、大切な務なのです。 

"世の¥には鄉らなぃ"んゃ、 i ったがか5ではなぃのです。虹しぃ S ± AT ず一 S 
にも判つて來ます。 

11い11 f に、もうすでに知友達が出來てゐます。一緒になつて、世の中を正しく、 

9つば たの くに 

立派にうちたててゆかうといふ賴もしい國です。 

それだけ安へばもう知判々でせう。伊太利ですね、皆さんに知なじみの深い、ム 
ソリー ー— と 安ふ方が政治を とつて ゐる伊太利です。 


ク 


m 丨ロッパに日本の二倍程もある大きさの地中海と云ふ內海があります。その地中 
海に島國ではないが、丁度長靴のやぅな恰好をして、突出てゐる半島があ$ますね、 

ィタリ— 乙 i ぐに ィタ リ— につ&ん うみぐ fc 

それが伊太利です。ほとんど島國であるやぅな伊太利は、日本と知なじやぅな海 H で 
す。それから氣候の様子もたいへんよく日本に似てゐるし、火山や、地震の多い事も 
似てゐます。 

それよ$も、もつと大事な S は人の樣子や考へ 方、 禮儀の正しい>事、愛國心に燃え 

てん につ ぼんじん fc 

てゐる黏など、たいへんに日本人に似てゐます。 

こや、 しん み ひたへ めだ 4 

よく 寫眞に見るムッソリニ—なども額がひろくて、眼玉がギョロッとしてゐますが 

とうや -5 じ X ; 

どこか東徉人らしいではありませんか。 

，太# IJ'I の人達も、それは^-日本を尊敬してゐるのです。世界中で一番日本人をよ 
く知つてゐるし、尊敬してゐるものは伊太利です。 

n 本と伊太乳はずつ.と昔、日本が戰國時代とデつた時代から、ぼ係があぅます。そ 


ころ fco yA だいみや -5 たち つ炉6だ 丨 lcs : - x じふ-«い々- -5 

の頃の日—本の大名達が、はる^-と口 —マまで私使を出してゐます。日本人が西洋に 

(«» つかひ Jf . すがた い i 2 

一 TT つたはじめであ9ませう。その^使の繪姿が今でも口 —マに殘つてゐると云ふ事で 


す。 


ic つぼ X .せ炉いちう せう#*い 

それから日本を世界中に紹介したのも、マル 


い じふ，. 

ボ —- P と云つてィタリ—人です 


丁度支那に元と云ふ國があつて、日本に攻めて來たことがありました。 

これが絜な1|>、この齡には$5?の对褽も髮のために‘んぐに£8ら 

と40*し&40 のち と-5«5けんぶふき い 

れてしまひました。 マルコ •ボーロがこの時支那に來てゐて後に『東方見聞記』と云 
ふ書1を起，にかへつてから書きました。その書物の中に日本の事を『ヂパン グ』と 
云つて、たいへん立派な國であると紹介したのです。 

は、この 1 .ぎんで、^拍に 51 派な"|:!とダふ献がぁるのかと^から& 
しく思つたのです。 

5てゅくと£ 14 とヂ盔はなか/\紙^|ぃとゴふ@が? 2 ぅ。 1 ;で一 


番仲ょしの國伊太利！この伊太利と日本がお互に手をと P あつて立派な世の中をつ 
く々あげょぅとしてゐるのです。 

そこで、この知友達の國伊太利と云ふのはどんな國であるかと云ふことを、私達が 
知つておくことも大切な事ですね〃お友達の國ですから是非知つて知かなくてはいけ 
ません。 

では、これからこの伊太利の私話を一緒に調べて、一體どんな國であるかを研究い 
たすことにしませぅ。 

二、ロー マの 興起 
1狼の乳で育った英雄 

今のィタリ|は、3丨0ッパでも、そんな大きな國ではあ5ません〇 

五 


むしろ"イギリス や、フランスの方が、 イタリ I よりも意張つてゐます。領地など 

も、 イギリス や、 フランスとくらべれば、とてもくら 
ベ ものに なりません。 

それでも イタリ— は、 

一今に見てゐろ ！ J 
と、一生懸命です。今のイタ 



V . —をひきゐてゐる ムツ 

こくみん 


ソリーー— は、 ょくイタリ I 國民に1?かつて、 

11 is-i は、我心の祖先の偉業を思へ！」 

と'、.はげましてゐます。 

ョ ID ツバでは、祖先のくらべつくらをしたらど G 
の國でもイタにはかなはないでせぅ。 

私のイタリ f は*? i £5 になつて^國されたものですが、ずつと昔、今から二千五六百 



野 も 対1 s »* c なりますが、イタリ|から興つた國にローマと云ふ國があります。 

觀祗のイタリ|のが%が。|マと安ひますが、これは昔の。|マの國名が殘つたも 
のです。〇丨マと s v へば誰だつて知つてゐるでせう。このローマがイタリーの古い時 
1:の話になるのです。 

纪 M tt な k 史を持っ國民程幸福なものはあリません。 

b pf 繫の齡” P を 1 ベてみて、っくぐ と" 1! ぃ 1! 4 の Si と、 S I! 4 

の斬航に赋船しないではいられなくなるのです。 

ヒ * 二 れ &t こくみ A かたみ お*® 

むごたら しい祖知ヤ、かんばしくない歷史をもつ國民はどんなに肩身がせまい思ひ 
で生きてゐるのでせう。 

こくみふ ちぃ く 1 C げん5た あが1»い9 

イタ リ.-國民が、小さな國にな.つて、しかも元氣一ぱいに、起ち上らうと云ふ意氣 
に！！えてゐるのは 口 — マとふ歴史を遠い昔にもつことが出來たからです。 

D — マは、 ixfl 4齡を紀一した私ぃ、大きな國でした。 V 、西洋で使ってゐる文字 


を 4 丨マ字と 云ふ程に文化も發達した國でした。 

この P 丨マの國を 建てた ロムレスと 云ふ人におもしろい傳說があります。 

把'京に住んでゐる人や，東京に來たことのある者は日比谷公園に妙な銅像があつた 
ことに氣がついたでせぅ。 

未だ、東京を知らない人でも寫眞などできつと、知つてゐるに違ひないと思ひます。 
11人の男の子が一匹の狼の4乳を吸つてゐるところの不思議な銅像です。 

1 C つ，ふ 含 1 V -5 ふる でんせつ ど •っ ざづ 

これはィタリ—から R 本に寄 M -. されたもので、ィタリ—の古い傳說を銅像にしたも 
のです。 

この ttA s の子«!の中の一人がロムルスと云ひま.す。ロムルスは、この銅像にょつて 
わかる樣に、狼の知乳を呑んで育つた子供です。牛乳や山羊の乳を呑む者はあ$ま 
すが、狼の知乳を呑むのは一寸めづらしい事でせぅ。 

金太郞は、熊や猿を相手に育つたと云はれてゐます。 


a ムルスは、狼の乳を呑んで、狼にょつて育てられたのです。 

狼のお乳を呑んでゐるもう一人の子供は TJ ムルスのぁ勒 i レムスです 〇*齡 とといつて 

ふた9> ふ fc ご こヒ 

も二人は双子であつたとの事です。 

ィタリーの中程にさら-^と流れるチべル河と云ふ川があ$ます。 

このガのほと々に美しい七つの丘があ5ます。 

この丘の上にアルパ•ロンガと云ふ國があつたのです。このアルパ•ロンガの王樣 
アムリゥスと云ふ者は、兄のく位をうばつて王樣とな々、兄一族の者を皆ひどい目にあ 
はせてしまひました。 

丁度その頃ロムルスと レムスは 生れたばか々の赤坊ラで.したが、 レ生かして知いて は^ I 
きくなつて何をするかわからないと考 へて、チべル 河に 沈めて しまふこと にいた しま 
した。 

ところが 王の命令を うけて、チべル 河に.沈めに レ 行った 家賊達は、 む 無航紀なこ子 «!• を於 


t づ ころ お6 かは Osa > ttlcv 

に沈めて殺ろしてしまふのは、あま5にもかはいそぅに思つて、こつそ5と川下の方 
へ籃にのせたまま流してや^'ました。 

€された双子はやがて，川岸にぅち上げられ牝狼に拾はれて、^5の中に育つてゐたと 
云ふのです。 

かぅして狼の乳に育つた王子はやがて附近の丘に羊飼ひをしてゐたフアゥスッル 
スと云ふ者にすくはれ名も J 3 ムルスとレムスとつけられたのです。 

二人の子供は羊飼ひの子としてだに成長して來ました。 

しかし、生れは どことなく 違つて、氣品は自然に備は5、性質は勇敢で、頗る 强く 
な々、たちまちの中に仲間から頭に私されました。 

ある時、仲間の羊飼ひ達辻王樣の家來達と戰をして、 たくさん 捕へられて しま ひ 

おとづと w たとら .〇う5へ と3-やう 

ました"弟のレムスも亦捕へられて王の前にひきだされました。その時レムスの樣 
子が氣高く、とても普通の人と も 思はれなかつたので、王は不思議に思つて、 くは し 


く素性を調べさせました。そして始めて前の王様の實の孫であることが明らかになつ' 
たのです" 

一方 P ムルスは、仲間がたくさん捕へられたときいて、更に仲間の者共をかりあつ 
め、突如宮殿に攻め寄せました。それがあま々に急であつたために、油斷をしてゐた 
王様の r 來達はたちまちに敗北して、遂に王樣もその場で殺されてしまひました。 

そこで Q ムルス、レムスの兄弟は、久しく日陰の身となつてゐた祖父さんを押した 
てて王の位につけ、自分たちはチべル河の河畔に、新しい國を建てることにな々まし 
た。 

かぅして、01マの國は美しいチべル河のほと5七つの丘の上に、英10ムルスに 
ょつて.打ち建てられました。 

ぉ轉ゲ乳に t つたロムルスは、男敢な六肱であ々ました 。 P — マと國が名づけられた 
のは0ムルスの名をとつたものであります。 


あた 


，.•い で炉 く k :* ひ く 1 C おほ 

これから、次第に近くの國を平らげて仕、國を大きくして ゆき、 新らしく降®;して 
ローマ人になつた人達も.一緒に仲ょく助け合つて■これょ5先からたいへん强く® 
んであつたギリシャまでもに报させてしまひました。 


なか 


口 —マ人は强いばか5でなく、世の中を治めてゆくのも、たいへんすぐれてゐ まし 


た。 

始の D — マは小さい國でしたから、だん-'—に新しく征服されて、 pf マ人になる 
者の數がましてくると、後には口|マ人ょ{も，それ等の人達の救が多くなつてきま 
す。 

もと-^ の 0— マ 人は貴族と云つて、高い階級に屬し、新たらしく P 丨マ 人になつ 
た人達は平民になつたのです。 

それでも平民はょく貴族と協力一致して、國のために働いたのです。 

最初のぅちは平民の中には貴族のやぅに摩らくなれないので、不平に思ふ者もぁつ 


たのですが，それ等の人達に el マ人はかういふ話をして聞かせました。 

私もしろいお話であるばか$でなく、世の中のしくみを上手に說明したものでもあ 
5ます0 

昔、人の til がまだ一つにまとまらないで、手や足や04、舌、辦などが、乳別^(の時 
があ々ました。 

こんな者どもは、胃が體の眞中にゐて、別に何も働かないで、御馳走ばか5もらひ 
ほかのものはただ働くだけで.うまいものは皆胃にとられてしまふのを非常に不平に 
思ひました。 

ことにその中でも手と足とが一番不平に思つて，他のもの達と相談いたしました。 
『諸君！どうも我々はつまらない身分ではないか、 

つらい仕事や、嫌な事はみんな、我々がや夕、うまいものをたべるのは遊んでゐ 
る WJ 袋一人である。馬鹿^!•しい事である。 

一三 




これからは一つ、足は食事の場所にゆくことをやめ、手は食べ物を口に入れるこ 
とをやめ、齒や舌は食べ物をこなすことをやめ、喉は呑みこむことをやめ皆で胃袋 
を苦しめてやらうではないか』 

『それはいい』 

『それはいい』 

と、それからは、食事のしらせがあつても、足は步るいて食堂に行くことをやめ、手 
は決して食べ物を口にもつて行かうとしなくな5ました。 

ところが胃袋も飢袅てきましたが、同時に手も足も、その他のものも皆飢袅てきま 
した。 

そのままでつづけると、皆總だほれになりそうになりました。 

そこで胃袋は始めて、自分の役目を說いてきかせ、他のものも始めてわかつたと云 
ふ^ f す。 


かうした考違ひはょく，私達も起しやすいものです。 

队 論 P — マ人は平民に手 や 足となつて働いて貰ひました が、 胃のやうに、うまい も 
のを_.1>人じぬにするのではなく•手や足の方にも、それ^-にわけてや^'ましたので 
世の中はょく治ま及ました。盛になつてゆきました。 

どんな1敵があらはれても、國中が一つのからだの樣に協力一致して戰つたもので 
すからぐん-—國力が伸びてゆきました。 

fQ ® で sliII ぃぁ4せん。了マの1!の*!がどんな SS 2 を P し 
ていつたかを.次々に話してゆくことにしませう。 

2 戰爭部隊 

ローマ が盛になつてくれば、當然ここに衝突しなければならない大國がありました。 
それはギジシヤとの爭です。 


I 六 

ギリシャは"口 —マより一足さきに、榮えた國です。 

ぶふくわ す、 こく yJ -. くは くに な*» 

文化 も 進んでいるし、 國力も 張つてゐた國です。 インクの中にアテネインクや、 •フ 
-フトン インクな どあ5ますが、そういふのは ギリシャの pfrl の 名や、 學表の^ 4 をつ けた 
ものです。 

それよ々も四年に一度づつやるオリン.ヒック MI 技を知らない A ? はないでせう。 この 
競技は、近頃新しく始まつたものであるが、秋 f しこれはもう二七〇〇骑も:卜、ギジ 

じん £ n 

シャ人がやつてゐたのを眞似してはじめたものです。 

ころ U い£ fcx ,& 

.その頃のオリンビック競技は、今のよ^，も、もつ と人费が あ^,、 そしてもつと^,- 
力をいれてやつたものです。 

ぽんえ&かみ 3¢ い こ 5 とう9>*- 

ギリシャで一番偉い神樣がゼゥスと云ふのですが、その頃ゼゥスをまつる一等立派 

みや 

なお宮がオリンビャにあつたのです。 

そのォリンビャで、この fffil を知®^しょうとして、ギリシャ A ? が齡め舞|1|齡 


がォリンビック競技です。そのほかに、彫刻でも建象、詩、 h 啟 - 製祗、すべて、 料 
の時代で も-とても 及びもつかぬ程進んでゐたものです。 Mii & l もたいへん齡 くもつて 
ゐて、ィタリ f の 一部 もギリシャの 植民 脈になつてゐました。 

今や將に起らぅとしてゐる質實剛健な p I マ人がこの！^对譽をぎてて知くわけはあ 
々ません。 

しかし一ギリシャです。® si - ■と：霜 g か1 51 をしてきてゐる、歡 

S はぅはふ あたら V つ tc ぶき 

爭の方法 も、 新しい立派な武器 もたくさんあるギリシャです。 

ィタリ f にあるギリシャの植民地は、だん-^-と p I マに知かされてきましたから 
本 K< ギリシャに 抵ぎ もとめました。そこでその tls の$?#!ビ p スは g ちに好^1を輕ゐて 
ィタリ f 半島に上陸してきました。 

あらゅる文明の利器をもつ三萬五千の老尤斷ギリシャ軍と、. g 船 p f マ軍が一だ对齡 
戰をするといふのです。 

一七 


一八 

兩國 にと つての關原の合戰です。 

新興ローマが^さへられてしまふか、ギジシャを^しのけて 、 n f マが進んでゆく 
かの4です。ローマ人も强いのですが、しかしギリシャ隊の中には、その頃の世界を， 
ふるへ上がらせた長槍密集隊があ5ます。 

殊に 13 —マ人をびつく5させたのは戰象部隊であ$ました。 

告のタンク隊です。 

じん せ と -5 や -5 せん ば ふ 

これは*キリシャ人がべルシャゃィンドを攻めたときに、おぼえてきた東洋の戰法で • 
す。 

S な懸&一 S に、 SS に S II S を MS して、 1 L- てきたのですから、 
流石勇猛^敢なローマ人も手が出せません。 

f 衝が 0 — マ人は象といふ動物を知らなかつたのです。 

巨大な體軀をした牛だと思つてゐたのです。 


この歡のながい^-は、グズしてゐれば人間をふみつぶす、鼻でまき上げる、目 

令やく！：' A て くだ 

茶苦茶にあばれまはる。まつたくの手の下しやうがあ5ませんでした 

あいこく せい•しふ WO じん 40よこく ち た、炉 I 

しかし愛國の精神に燃える口 I マ人は擧國一致よく戰ひました 

g 口 i .^? l. 1 isv ?:il_fi&?lsi5ff^* 

せう。 

11^—っくムげる| ? 1"の靈には磬||なところがぁ|す。 

ローマと ビ D ス王と一激戰をした後、捕虜を交換するために ファ ブリチウスと云ふ 
If ; 土が p I マから使者として.ヒ P スの陣中に送くられました。 

ファブ-チゥス.は*木 SS のょ— II 氣も t 、® 断の51も齡く、^の S しぃひんと 
して評判のたかかつた人です。 . 

わ -5 お& , 

ピロス王はフアブリチウスをためしてやらうと思つて、たくさんのごちそうをした 

おく©.:^の く ほんこく S 

あとで、めづらしいたからものをいろ-—と贈物として吳れました。本國から持つて 


きたものや、東洋印度の方面のたからものを山のように贈物したのであ々ます。しか 
しフアブリ チウスは少しも喜ぶ風もなく、みんなかへしてしまひました。 

よくじつ §2 *<ふ4く ^.げ^ほ 3 

そこで翌日は ファ プリチウスの勇氣をためしてみようとして、幔幕の蔭に大きな象 
.を 一船しのばせておきました。 ファ プリチウスが入つてくる や、 いなや突然幕を開か 
せました OEI ^ I は忽ち現がて、!の大きな鼻で、彼の頭をパタンと叩いたのです。 

たいぜんじじゃく わら 

けれどもファプリ チウスは、泰然自若、につ こ 5と笑つて、 

「封よ、，の§^もぢの@も、われく 口 を g かすには1、かる 
からう」 

と、 Ik つたので、流石のビ〇ス王も深く感心し、捕虜全部を無條件で引渡したといふ 
數です。 

口 I マ人はたいへんに日本の武士に似てゐるではあ力ませんか。 

かうしたローマ人は、どんな窮地に陷つても決して屁服しませんでした。 


負ければ、いよ—志をかたくし、敵の戰爭のしかたや、武器を研究して、あくま 
で戰ふ。堅忍持久の國民であ々ました。 

ギリシャは、ながい事、口 —マとにらみあつてゐたが、なか-'—に降服してこない 
のでいよ/ \ pl マの周圍の國と同盟を結び、一擧に知しつぶしてやらうと、決心し 
ました。 

しかし、その頃は& 丨マ でもすつか々、ギリシャ軍と戰ふ方法を案出してあつて、 
勇敢に防ぎたたかつたものですから、なか^-に思ふようにかたづきませんでした。 

そこでギリシャは例の戰象部隊をくりだして 、 D f マ軍を困らせてやらうとしたの 
です。 

卩丨マの方だつて、そう幾度も戰象に惱まされる答がありません。 

戰象部隊が第一線に現はれると、 ct - マ軍は待つてゐましたと、矢を雨のやうに射 
かけたので、大きな針鼠が出來上がつてしまひました。 


これ ぞう はなさき つ 

之を象の鼻先に突きつけてきました。 

さぁ S たのは 1 i です。 iiir Ii が对きらひ、ひ火をみ見ると、裳£1に"|ぃ入って 
目茶苦茶にあばれだしました。あばれだした象は始末がわるい。ギリシャ g は齡ビが 

ぶ/,はう せんぞうぶたい きず 

分の方の戰象部隊のために、さん^に傷づけられてしまひました。 

な* f や〇みつ、しふたい たい をく： g 乂 はう4 i ふ 

長槍密集隊に對しては、側面からはさみぅ •& •にする方法をもつてしたので、さすが 
のビ D ス王も南 ィタ リャのデンタッスに大敗して本國に逃げかへつてしまひました。 

かぅしてチべル河のほと5の田舍町から起つた cf マは、ゲや大國ギリシャをぎち 
破つて、ィタリ f 半島の大部分を征 m < してしまひました。 

SIS を8って一こに A l '\ f ? の y にしみた S 家は - S 繫な繫 r のために tl 
ぼされてしまひました。 

うつく ぶんくわ 40づ だい あいこ <■ •しせい S ゐなか i ち 

美しい文化を築いた大ギリシャであ5ましたが、愛國の至誠に然ゅる田舍 RI - の p — 


マのさには勝てなかつたのです。何十倍と云ふ領地と、進んだ武器を持つてゐた- 
ギリシャ も、 D — マに對して勝つことが出來ませんでした。 

配い I といふことは決して、1<ほきな領地と進んだ武器と、たくさんの軍隊をもつて 
ゐることのみではありません。 

断威のががしつか^'してゐて、どんな祀嫩にもうちかつてゆく堅忍持久の力が强い 
かどうかといふことです。 

『おごるは M しからず』といふょうに、立派な対化を產んだ頃のギリシャ人の心 
はだん-^ と 弱つてきました。 

一 *?は.&ひの ょうな 勢で伸びてきた ロー マですからたま^'ません。 

一た ま $もなくギリシャは 打ち破られてしまひました。 


三、伸びゆく 口丨マ 

1海の女王 カルタゴ 

伸びゆくものは、あらゆる難關を突破してゆかなければなり-ません。 

あらゆる難關を越えて、つき進んでゆく*?だけが，伸びて ゆく のです。 

どんな場合でも、困難なしに發展していつたためしはあ$ません。 

ちゃ -5 ど 1C つ! y ふ せか の 

丁度日本が、いま、世界にむかつて、伸びやうとしてゐる斯なのです。肥 断 0〇私は 
朝日のさし昇る勢で發展しょうとしてゐます。したがつて、^ I しみ$、節 g は、 t ? 

.ぜん 

然やつてくるのであ5ます。 

迷つた支那人が 日本と 長期掛戰を しやうとしてゐます。ロシャヤ、ィギリス、フ 




くに L な たす 

ンスなどといつた國が、その支那を助けてゐます。 

くに く 1 C 4-うす ぜん...；^. -5 が 

イギリスや、フランスは 國のな.リたち や、 國の樣子が ロ シャと全然違つてゐます。 

てさ tt -5 

むしろ、 ロシャ は イギリス や、フランスの敵であるといつた方がいいでせう。そうい 
ふ國たちが一緒になつて、支那を助けてゐます。4互に睨み合ひをしながら、支那 t 

たす 

助けてゐます。 

イギリス、フランス、ロシャと云へば、これで全世界の半分以上の力のあつまりで 

す。 

これで日本の伸びゆく力をさまたげょうとしてゐます。 

私達は本 t に心をひきしめて、どんな不自由でも、どんな苦しみでも、必ず我慢し 

けつ、しん 

てやつてのけると決心をしなければな5ません。 

チ.'ヘル河のほと力、一田舍町から起つた p 丨マは一大强敵ギリシャを破つたではあ 
セませんかりギリシャを破つて、イタリ—半島を統一する C : とが出來たのです。 


しかも、： If マはこれだけで滿足いたしません。はりきつた P — マの力は國外にま 
でほとばし i 出ないではいられなかつたのです。 

ローマは更に一段と伸びよぅとしてゐます。更に一段と發展しよぅとしてゐます。 
だが、伸びる力の前には必ず難關が横たはつてゐます。この伸びんとする口 —マの前 
に横たはつてゐた力はとても支那などとくらべものにならない程の怪物です 。 B — マ 
はこの怪物をたたきのめさなくてはな5ません。これからの知話と、現在の日本と、 
よく似てゐます。私達は神州日本國民です 。 P — マ人以上の力がある窖です。この話 

わた•した ■« をこ お6 

は私達にいろ''—-と敎えてくれるところがたくさんあると思ひます。 

では一體、伸びるマの前に山の樣にたちふさがつた怪力とはそも 一 ftr 何者でせ 
50 

それはァジャのシリャの北から起つたフエ-ーキャ人であ5ます。 

フエ-ーキャ人は商賣の上手な民族で、ギリシャ人がまだ® I にならない頃から、地中 


賦一歡に艇を野5娜して*尹獻く配*5がゃ0、そのために、行く先々に植艮地をっく 
匁ました0 

ギリシヤが獻つてからは、賊し6ボではギリシヤに|;されてきたから、次第にィタジ 
1から西の方へ勢力を伸ばしてゆきました。 

そして、その一歡 S な S 露がァフリヵのヵルタゴでぁ—した。 

ヵルタゴの BT-I は T 口 vsfc も f 、 tv 廻 ばりは鬍な 1 5S で献 め、 S にはで出 S AV 
* f の w^al が％! 0#"も 杷 のょうに1 ip たち、 そのころの 世界で 一 # , 富んだ 町であ^' ました。 

紀¥献一！^ の献5 則 W : 1 一一^にカルタゴが « K つてゐました。 それを守る瓶軍がまた世界 
紙 一の惡 S で、そのの UM の费ょうのうまぃことでは、 他にぎ郵に比べる 
ものがない程でした。 

カルタゴはかうして、船4•一^の史 Baf 勢であつたから、 『 m の女王』と云はれたもので 


Hrfil と、 slrif ^ ぁふれる■な®で、ィタ？把 S を pg した口 

なほ い t や.〇は〇て /V 

I マガ 恬 それ以上に發展していかうとすれば、どうしても v ®? i . に ffe ® $ w T して、 か 
なければなりません。 - 
海には海の女2?カルタゴがゐます。 

I マ人は陸ではギリシャを奶った i L « i ; をもってゐますが、赋の对は1です。 
カルタゴの方は海では世界一です。 

だが伸びんとする口—マはどうしてもカルタゴと gp るはあれられません。 
新しく#-つた 口— マと世界最強の海軍をもつカルタゴとが，これからなあだ 

あらそ プ 

爭ふことになうました。 

2 ポ H -I 丨戰役 

ィタジ Is を—にたとへ—、その SQ 1 I 、 三靈 Q ? きな記がぁ 


ちます" 

それをシシリ^~島と申します。 

この島の大部分はカルタゴの勢力の中に入つてゐました。 

口 —マと、カルタゴはせまいこの海峡を隔て ゞ 睨みあつてゐた譯です。 

ところが、このシシリ I 島の中のィタリ f ょリのシ-フクテと云ふ町で騷動が勃發い 
たしました。 

シラクナの人達はこの騷動を鎭めてもらひたいと C 丨マに賴んで來たのです。 
しかし、カルタゴ軍が シシリ I 島には駐屯して ゐる。 マが出兵すれば、 どぅし 
V もこのカルタゴ軍と衝突しなければならないだらぅ。カルタゴ軍と戰爭すれば、先 
づ勝つ見込みがた ゞ ない。 

相手は世界最大の海軍國であ々、國力も充實してゐる國である。 

勇猛果敢なる國民を擁する a 丨マではあつたが、流石に迷つてしまひました。役人 


三〇 


かんか 


ねん 


達は兵をだすまいとすら考へたのであリます、しかし P 丨マの國民はたとへ百年でも 



一一 

戰 

役 

地 

0 


«. ふ 


かなら 


つひ 


二百年でも必ず戰ひぬいて見せると、遂にシシリ I 
島に兵を出すことにしました。 

カルタゴは大いに憤つて、 『 f 意氣な PI マ！ y と 

た^せんせん ふ r . く 

直ちに宣戰を布吿しました。 

今ょ3約ニー七〇年程昔、西#?把元がはじまる二 

W-4 む？ I.J 

四一年も昔のことであ$ます 

そこでいよ-—これまでの歷史で"最も大きな、 


そして、最もながくつづいた U 丨マ 、カルタゴの 
戰、ボ H -1— 戰爭の火蓋が切つておとされること 
にな5ました。 

P — マの大非常時です 。 P — マは半島で m の'¥に 















ある國です。しかも e — マには海軍はあ^'ません。カルタゴの海軍は口 —マのぐる々 
をとりまく でせ ぅ。 \ 

これから?刖後百年にわたる一'大長#!?抗戰が展開されるのです。 

シシ？島に上陸した p 丨マ軍は天を衝く樣な元氣でぐん'—-と、カルタゴ軍を破 
つてゆきました。 

しかしシシリー島の西の方はカルタゴの得意とする海軍が守つてゐるために、なか 
強く、流石のローマの陸軍でも陷れることができません。 

その¥にカルタゴの1:軍はマの本國に出張つて行つて、すつか5海岸線を封鎖. 
してしまひました。 

これでは、 M 軍を持たぬ口 —マは、絕對に勝つことが出來ません。すつかり、弱つ 

じ-? ナつ 

てしまひましたが、 D 丨マ人は決して、へたばつてはしまひません。 

か？：キ i ャのに一んだ口 i は、しぃ■の II を r へて、 


三 II 


これを打ち破$ました。 

ょし！*ルタゴが强い藏軍をもつてゐるならば、こちらでも！^ g をつくつてやら 
ぅ。.し:?^1^力？ゴょ€强ぃ"1をっく|げょぅと、||震に|;|1? 
丨マ人は決心いたしました。 

1まけ < 1ぅとホ ふのが I 1. の 1; ■'です。 影 のため—^を1?されて 
も! f て^ g ■しなぃと 穿ふ露雲の||の ^ のが口| 1^ の£です。 

! r , g 、 そ Qf て f ぁっ患〇蠢を 一 ■ 

發見いたしました。 


くん**/?.ぐ^、， 

カルタゴ S 艦は、 どこの 軍 r / ょりも、•んだ、 W きいもので-す。 

口* I マではそれを手本として、たったニヶルの P 装 g 百 g 、 髮1!二十 f っ 
く^^てし S ました。蠢をはじめてつくつた I '人 v す。まつたく r くばか 
々の早業ではあ”ませんか 


そればか々ではあ々ません。{3|マは、。ーマ#<^ 1 の軍艇を*そして齡射の把於を 
考案いた しました。 

カルタゴの軍配をまねてつく々、カルタゴの爾^! と雕 じぎ*1を、 1 マで つくり あ 

み 

-げて見ても、とても*かてるものではないのです。 

船をあやつ$、船で戰爭する ことに かけては- la :* 釈^> ど こだつて、 カルタゴに ぎ 
てつこないのです。 

さて、 P — マには軍艦が できた が、"海軍が f 人もゐません。，!®ががないのです。 
軍が船に乘つたつて、 ®^がぅごきません。しかし、 間 ¥1 がぎ f .^ glJ 5 に奶紀があ 
”ません。 

そこで- I マでは-どぅしても gg が徹孕のですから、力 J ゴ M の觀ぎ 
とした S の. S 繫 i の黯を—とかゎが齡で、1の#.リとってしまふなど 
と云ふ、むづか しい！ gf は1 ません。 


乂 で s じ*? やと ほど 

船を漕ぐことすらぅまく出來なくて、ギ J >. シャ人を朦つた里ですから、 P — マには 

とくい5せん3づはうはふ ひつえう 

ローマ 特有の戰爭方法が必要に なつてくるわけです。 

^ ほば乙ら つ ぽ、しつる む じい-51尤 0 

それは船の帆柱に吊5橋を吊し、それがどの向きへも自由に廻るよぅにし、その吊 

ぽ C は乙 をほ くぎ，したむ 

り橋の端にはすばらしい大きな釘を下向けにつけたのです。 

かいじやうてき ふね であ?:ば ちか いそ つ«,し お ふ1 tf す 

海上で敵の船に出會えば、その側に近づき念いで吊リ橋を下ろして二つの般を^-ひ 

つ J : りくへい つ ば、し 

つけてしまふのです。かぅなれば、もぅしめたものです〇强い陸兵が、その吊々橋を 
渡つ て、 敵艦に斬力こむのです。 

こ -5 あん えき とき 6うこ おほふね き こ fc つぼ又ぶこ C 

弘安の役の時、蒙古の4<船に斬5込んだ、日本乾士によく似てゐるではありません 
か。 

しせふ. ざ や -5 ベ*'?〇 hf •しせんばふ せ •_ こ -5 X 〇 へ 

これから戰況が一變いたしました。そのわけはこの吊5橋戰法が成功して、弱い下 
手な箸の^|マの海軍が、非常に强いカルタゴ赋^:を苦しめたからです。 

r - ' > マ3,い/'^よ たう 含た かどを s かいぐふこよう 

コーマの新海軍はまつ最初にシシリ I 島の北の角の沖合ひで、カルタゴ海軍と衝 


突いたしました。 

カルタゴ 軍は、 何の 猿の人眞似 奴と!<進してきました。 


ふね 


かいぐふ ふね おほ つよ ふね の i . i じやぅづ てき 

ヵルクコ海軍は、その船が大きくて强く、その船の乘$廻しが上手ですから、敵の 


せんばふ 


船の横腹に衝突して勝つ戰法をと$ました0 


*1 . ^ - fc i S て含^*'? .六 

口 —マの方では、待つてゐました、とばか5、すぐに吊々橋を下ろして私艦に渡し 

か.、 つ ぽ、しわた て5ふねのぅつ はげ きこ 

架けその吊々橋を渡つて、敵の船に乘々移5、劇しく斬$込みました。 


强い口 —マの兵に斬5こまれたらたま5ません。そのま ゞ 、そつく々 P — マ乾 こ * S 

丨マは初めてや 


3-5 た て字かん あるひくだ あ名ひ te 

はれた軍艦が五十艘、その他の敵艦は、或は碎かれ、或は逃げて、 


かいせん だいこ上う9 え く ict ろ C . 

つた海戰に大勝利を得ました。〇丨マは國をぁげて喜びました。 


ねん のち だいく. C いだいかいせん 

四年の後に、第二囘の大海戰が、こんどはシシ 


た -3 みなみがはを字 ひら 

，島の南側の沖で開かれました„ 


兩軍の軍艦併せて八百艘、これまでにない 一^<激戰でした。 

カルタゴの海軍はしきりと衝突しよぅと、突進してくるのですが* 


ぐふかん 

マの箄檻は 


待ちかまへてゐて、手早く吊々橋をひっかけ、勇妒に斬々こみ、カルタゴ PA またも 
むざ'^と打ち破られ、三十餘艘は沈められ、六十餘艘は揄獲され-その做は！ I げか 
へ”、また^^ ローマの大勝利とな”ました。 

,<1ん だいく- C い せん 

かぅして一ーィ四年にわた石第一囘ポ H 二 I 戰にはカルタゴが为膨いたしました0 
海軍を持たなかった d f マが、世界最好の V ®?^1 賢カルタゴをがち®:ったのです0 
誰が考へたって、了マが勝っ：£がなぃのです。威ぅ|の配から一5ても、备の船 
から云っても武器の立派なものから S 1 つても、於して p f マは、カルタゴの船ではな 
かったのです。 

その上にカルタゴは、ながぃ間 f ; 又てきた la K だし、口 —マは製断して F - r 鉛配く、ィ 
タリ f 半島を統一するのに、强國ギリシャと戰炉つてつかれてゐました。 

飯一囘のボ.工一 一—戰•爭は一一 1--八 被も S ? ぃ 纪 にわたって、 辦ゲ てゐます。 

どぅして、口 1マは二十八年も戰をすることがポ%たのでせぅ。一^、どぅして 


口ーマがカル.タゴに勝つ事が出來たのでせぅ。 

このところは、私達がよく考へて見なくてはな$ません。 

とても かてる見込みのない戰に勝つた。勝つには勝つだけのわけがなくてはな々 

なん な 1C はゥ 

ません。そも-'—それは何でぁつたのでせぅ。何が D 丨マの方がカルタゴよ$すぐれ 
てゐたのでせぅ。 

t つた じふ せいこつ' じん い こと 

それは完く、 P 丨マ人の性質がカルタゴ人よりもすぐれてゐたと云ふ事なのです。 

じん じぶん だい せん せ A さう こと 

カルタゴ人は、自分から第一線にたつて戰爭をする事をきらつて、アフリカや、ィ 
スバニヤの土人を傭つて、兵士としてゐました。 

ところが、〇丨マ人は全國皆兵、國民全部が兵役の義務を# 8 つてゐて、しかもその 
兵士達が勇敢でぁ$、義勇奉公の念に富んでゐたのです。 

これです。給料を k つて働いてゐる兵士と御國のために命を捧げて戰ふ兵隊と、そ 
れは どぅしても 力が違ひます。 
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令と へ V し S ふれう t £ た&きふ# T .-3 

傭はれた兵士は、給料のために働くのです。給料を野れなければ、したがって\辦 
はぬといふことになります。 

I ;兵隊は祖國 H < & Q です。これが g いのです。この*!が11をもづ打ち- 
破つて進んでゆく力となるのです。 

わ to つぼん な 1 C 曲 A つよ1* H 丨 

我が日本が何故强いのかと云ふことも判”ますね、そして 日 ^ , • こそは一觀こ 

〇 つよ につ«»ふ く 1 C 

と^力ます口 —マが强かつたのは、日本のよぅな國であつたからです J 

b た*したちじ -5 だ-せん - J , 

私達が銃をとって龍一線にたっのは、-決して、 g 1 -- 対の まや、お雜の g ではあ！ 

そこく 1 C つ. afA てんっうへ- a > 3ん3 » 

せん。祖國日本 QS 、 天皇 ffi , 下のために' 一身1げてきのですね、これこそは 
日本の誇-^であ々。日本の强いわけがらであ.^ます-' そしてそれは «?# i された からと. 
か、義務だからと S 1 ふのではなくて、かぅしなければいられない、た！^、 E35 枯 Af の^ 

なが わた*したち ノ 

の流れが、私達にそぅさせないでは私かないのです。 

とにかくにも、 I 、は1った、1っ.^が一一十 fe も1ゲてぎったのです。 ㈣ 朽 


も！^ちつづけたのみではあ^'ません。時には、口 —マの艦隊が全滅に近いうき目を見 0 
たこともあります。 

纪 *?*< ぁげて齡ヴたのです。，つには勝つたが、® —マの疲れ方もずい•ふんひどか 
つた譯です。 

そこで®1* ? のんで抑新を：^'んだカルタゴはシシリ I 島を さき、 たくさんの償金をヤ 

かた&み こく -5 -5 ひと rtt , 

ることにしましたが、この仇はかならず、とつて見せる と、 國中の人が齒きし々を力 
んでゐるのですから、まだ^—- ローマ は油斷をすることが出來ません。 

これからカルタゴは百1 f もつづいて ，ロー マに寇をつづけるのです。そのうち■に力 
ルタゴには、 元ヤ の名將とうたはれるハン-ーパルが出てまい々 ました。 

さて、ローマ は、！! T 雄ハン-ーパルをむかへてこの大非常時局を如何にきりぬけて皆 
くことでせう。 

3 強敵ハンニバル 


f の かず お6 3 

物 S にも思はなかった I マに慘队したカルタゴ Ai - のち 血は S にたぎ？ こ。 

なん はぢ を V £ 

何としても、この恥を雪がなければならぬ.0プ泣き|^入{をしてはならぬと力 

じん 

人はくやしが5ました。 

この代表者が■.勇將パミルカル•パルカスです。 

ハルカス將軍は誓つて 口 f マを 打ち®* つて ^ をうた なければ ならぬと® f ひました。 
I マ S っには. M 一に I マから，受けた S を 一 を ^ I へなければ なら 
ぬ J そして-その，上に 口丨マとた ? J ふだけの y 獅を しなければ—ぬ。 

この目的を達する！ I に パルカスは、ィス パ-ー ヤ g 似を する* f に g しました。 

ィスパニヤを征伐して •そこで I マと^^ をす すめることにいた、しました。 

•ヽ \ た: r ば •り. い rf ここく3 . 

ノノ カスは大望を抱いて故國を去るにのぞみ* やうやく九齋になつたばかりの一 

*fw fc* te #^み **^-<;x.s へつ f 

子ハン'ーパルを-國神の神敗前に連れてげって、ぎい pg しながらかう 1 一口ひました。 

『ハンーーパルよ f . 


お前はまだ子供であるが、父の言葉を、よく聞きなさ(。 


IX ぢ 


〇丨マ、あの a 丨マは實に僭い國ぢヤ、祖國カルタゴに再三恥をか M した敵ぢや0 

ぅらみかへ i た V す& わす 

これに怨を返すことは瞬く隙も忘れてはな々ませんぞ』 

少年ハン-ーパルの瞳は熱し、輝々いた。 

『 sf. 

いのち 七こく ち^ぅ 

命のあるかぎ々、祖國カルタゴのために、誓つて P — マを打ちほろぼします J 

、しんでん 


そぅ言つて、神殿にむかひ 



丨—炉み ねが b れらふこ う た* 

『神よ願はくば我等父子に P 丨マを討たしめ給へ J 


(.•の 


と父と共に祈りました。 

かうして、電火將軍と云辻れたパルカスは、一 Mg 


ル 黨を引きつれて、 


ヤに渡々ました。 


nAH ど つ S 6 みづ なが 3 

それから八年程は月日が水のやぅに流れ去$ました 



四二 
炉 IX 


その間、ハミルカル、パルカスとハン-ーパルとの復讐心には少しも辨々はぁ々ませ- 
<' '^でした。 . 

父"子は兵較と淞に的と f にまみれて 、ィス パ-ーャの对1 ^ を破 mt いたしました 0 

S を齡して、？な Si も浐ました。韻を r て、？ S もぽました。 

準備が著々と進んで、今や P — マ攻撃の時の來るのを待つてゐましたが* g 於なこと」 
にパルヵスは艱 fQSJ に麗し- i しく 口-マのんで S の f な—し. 
た。 

この父の後をついでたつたのが、當時十九歳の靑年ハンニパルです。 

ハンニパルは生れつき賢く、元氣のぁる立派な若者でした。 

カルタゴの將兵達は、ハン-ーパルの溫かい1と、その賢さぅな人とな i に松をひか. 
れました。 

isr 、 ルヵルの"血をぅけ、 ■ の？に P 、 た IfI !!% 百 g の影に f 、.' £. 1 #( 


共に戰場の艱難に慣れ、一週間は眠らず食はずにゐて、しかも疲勞をしなかつたと异 

ふハンーーパルです。 • 

戰爭の方法がうまく、やリかたが機敏で、立派な大將としての資1をもつてゐまレ 
た。そこで、ヵルタゴ人は、ハン tl パルを神樣のように敬ひ、とう^-大將軍に押し. 
たてました。 

大將軍 になつ てからも、彼は兵卒と共に^<勞を共にいたしました。自分ばかり ゆつ 
くり眠る ようなことは 決してしませんでした、番兵の立番してゐる橫にごろ$と橫に 

X 

なつて、夜をすごす こと もあうました。 

こんな風でしたから、ヵルタゴの兵士達はこの大將のためならば、身も心も捧げた 
いと思ふようになりました。 

口 —マにとつて恐ろしい強敵が出現したわけであ々ます。 

あけくれ、ハンーーパルの胸を波立たしめてゐるものは、無念の淚を呑んで異國の - H 


四四 

に七した父の心であ々 、 P — マ復讐のことばか5であり-ます。 

しかも'免力はと、のひました。軍資金も十分です。ハン-ーパルの胸の血潮は燃えた 
ちました。二十年。宿望を果たす準備は出來上つた。 

私 ゞ 、紀こ®<ヵルタゴょ\今ゃ熱血の靑年ハン-ーパルが、一鞭あげれば、雪辱9が蓋 
は切つておとされるのだ。 

S〆 — マの K を睨んで，ハンニパルは獨り微笑んだ。 

，け！ D — マへ！ ハンーー パルの瞳は熱血に燃えてゐます。 

まこと、 0— マは風前の燈と云はなければな$ません。 

4_ 峻險アルブス越え 

脱趙、、ノン11パルはた起ち上った0 

5の! 5. 志だ’祖國の 仇 だ、 十 萬の軍势に命令が 下つ た。 


途中、 a 丨マの植民地を、軍門の血祭 5 にあげて、旗鼓堂々ローマ出征の進軍が開 
e された西曆紀元ニー八年前-我が孝靈天皇の七十三年である。第ーー囘ボエニー戰 
爭はかくして破裂しました。 

エブ尸河をわた々、ガリャを過ぎ、ィタリー半島を目指して、無敵ハンーーパル軍は 
勇ましく進軍いたしました。 

しかし、ィスパーーャから D I マに攻め入るにはあの有名なアルブスの嶮を越えなけ 
ればならぬ。二萬尺富士山の二倍もあらぅと云ふアルブスの峻嶮がカルタゴ十萬の 
軍勢の前に立ちふさがつてゐます。 

ょ•しつ *1 ゴ 3 すが さん 

義經のひょどり-越えどころのさはぎではありません。流石の p I マも、アルブス山 
脈には氣を許してゐます。 

がでも.十分の用意をして登るに危險な山脈です。勿論四季を通じて雪にとざされ 
てゐます。雪崩は時を定めずにやつて來ます。ハン-ーパルがアルブスの麓に著いたの 


四六 

は十月も*もぅすぎた秋の終です。^ Ire は齡4ぅィス.パ-ーヤれた、歡剛韵ちです。 

少 : £ ^ ひと たぅげ ぐんせい た -5 ち A く 

未た に 越えた人のないアルプス峠の ふもとにハン ーーパルの軍勢は到著いたしました。 

令 £ Z 5て含 

山を越えれば仇敵&丨マです。 

Ml るを 5 1 系に結んだ#紙 i の ㈣ ーン ニパルは- g の？ に 鉛 ゅる ァルブス叱 
脈を望んで高らかに叫びました。 

ris !』 

實に前古未曾有の一大壯擧です。 

二萬尺*<越ゅる高峰は、眞白な！ Ijl に St はれて、11を*?ぬき、ガに齡ゲて■百 M 5 ©* 賦 
に橫たはつてゐます。 

みち ぐん し w >« のぼ 

はてしなくつづく道を、カルタゴ軍は肅々と登つてゆきます。 

陣頭に立つハン-1パルの姿に贈せられた齡に十記の鼠ぎは齡つてゆきます0 
sKIr Fl 、 BS 齡、ひ4 pi って、繫と齡ってゅきます。 


J ご teA ャぶ. cr お & けつ*-* こふぐ x » 

鳴呼、アルブス越え！とても人® 1 業とは思はれません。決死の進軍です。 

m ; もぁ.^ません。^;勤と IF です。尉ゃ® 1 r ©° ゃぅに敏捷な野蠻 A L の對 in ■がぁります。 

Hf んこみ aiji い〇 さむ う - fe つ炉 お七 c ^、 〇 

蠻人どもは峯から大きな石をこ5がします。寒さと、飢と疲れが襲つて來ます 

漱 JfiL ' l をもって、||||をそめっ\日々 ft ; 千人の犠牲を出しながらも、ハン-ーパルの 
t 起 ftt L 脱しません。一^*は 一#'.よ々も1 i く、九*"5;目にはとぅ'''-^"頂上に達しました。 
纪よ、髮にはィタ1の取 S が一一の¥に繫と' SM されてゐるではなぃか。 

w » め ゥす でき ぜんぐん かヘリ 

夢にも忘るることの出來なかつた PI マだ。ハン-ーパルは全軍を顧みて 

•しよくん 

『諸君！ 

仇敵マは我が足下にあ々 

なん5ら すで 乙上うり*しや . 

汝等は己に勝利者な5。』 
k 士達はわつと威激の歡聲をあげました。 

賊 M 3 百樹して、. S 歡の步を lit めました。かくして十五日 目、 突如として ィタ リ ー 平 


原にカルタゴの軍勢があらはれたのだ。 


四八 


かんげ* 


感激に狂ふヵルタゴ軍が現はれたのだ。 

ぎや -5 乙や -5#) ら 

驍將ハンニパルが現はれたのだ。 

全 p f マは驚愕に色を失つた。 

た tft/u たいぐん A - 

T マからは直ちに四萬の大軍がさしむけられました。十萬のヵルタゴ^ X も to - 一* 1 -"に 
タリ— に到著したのは僅かに二萬六 千、ぞ 4 は十 Si しかなか'つたのです。 

、ノン-ーパル S を出てから三 H ** もた、なぃ¥に、この装に g はれることにな々 


ぜんぐん あつ 

ルは全軍を集めて、 


した。 

そこでハンニ 
こ J : ぐ X , 

『諸君！ 

ぅ CL ろ や £$、 か？ 

後にはアルブスの山があるのだ。前には、ボ f 河が紀 れてゐ る。 

4れ*'"1¢ t ^ - ) 

我々はどこにも行けない◦負けたら一人殘らず死なねば ならないぞ』 


ま 



と•悲壯な面持ちで述べました。 

この苦しい氣持ちは全軍に電氣のやぅに傳はりました。 

勝つょり他に生きる道がない！ 

カルタゴ軍は、まこと、命がけで戰ひました"命がけの力は知そろしい。小勢の、し 
かも疲れきつてゐる窖のカルタゴ軍は、見事に、ローマの大軍を破つてしまひました。 
この第一戰勝の後、ハンーーパルはとん <拍子にローマの軍勢と、戰つては勝ち、戰 
つては勝つて、だん---と深く攻めいぅました。 

北部ィタリ—の植民地は、ハン-ーパルの勢に知それて、皆口—マに«£いて、ハン 
-1 パルの味方となリ、ハンニパルの軍勢は次第に補充されてきました。 

めざす&丨マも次第に近く..なつて來ました。 

全軍の意氣ます^^さかん、天を衝くの慨がぁりました。 

全軍は、勇みに勇んで南へ、南へと進軍いたしました。 


五 o 

d 丨マの一大非常時です。 

f 脱ゅること一の： g し、 _ Qf I 化ハン，-，二の gr 贫に口—マのぐ SI1I 打 
t 破つて進みます。 

齡 i に II のっづく 7マの^、 SA 4 il に f ました。 

しかし艱難に耐へ忍•ふことのすぐれた11^は、歡ちに敷纪を似^て、辦^;範 
齡を黠しては^ il へと C 二を1へ r 獻に■いて—ます。 

そして 0 — マ軍も次々に^:れてい くので す。 トラシメヌス爹 啦 のた ^ の姬きは、 齡 

L して、 了 ix は SS し、 rr " ら s ¥、 i 7 icr に*ぼれる 5 1、 8 がれず、 S 起 

，しやう M ちじ 1C ほ 9 上のこ た 8 の にさ 

蔣は討死し、捕虜六千を殘し、その他の者比 チリ-^となつて.逃げ去々ました。 

シシリ島の戰■でヵルタゴの^艦鼠を孤つた〇 f マの和穿は、一 ffr どぅしたのでせ 
ぅ。ハン-ーバルには遂に口 —マも勝てなぃのでせぅか〇邮齡いても№1齡いて^1!れ 
^かへつてきます。 


そして P 丨マの町の目前にハン-ーパルは逼ま力ました。 

5 カンネ*—の戰 

ハンーーパルは、まこと、奉®戴でした。ィスパーーャとは、アルブス連*? 
でたたれ、^断カルタゴとの間は數百浬の大海原です。 

それでも、^ S 々と、途^1の^! M ? をしたがへては、自分の軍隊にしてゆくのです。 

3すが て ご ほ 2 くぐ^ 

流石の 口 — マも 手が52しかねてゐました。それでも放つては知けません。次々と軍 
M を送 5 ます。# t 後の一人になるまで戰ふと云ふのが 口 I マ 人です。 

またも八萬と云ふ大軍を組織して、ハンニパルにあたる事にな力ました。 

しかし叙.紙ハンニパルはみ味#の二： i にあまる大兵を tp かへ て、 ビクともいたしませ 
ん。 

カンネ—の野に迎えて、^ K 暴風の日を選んで決戰をいどみました。 


この ■日は、纪 風が© 3 s を Fit げ て、 r & 0^ も 殿ぃ ? ? ぁ-^ましたを对範& 
戰するには絕好の天氣です。 . 

ハンニバルは風上に陣を布いて ， D I マ}^に f めかか5ました。 

口ーマ軍は、濠々たる砂 M 1 に、撼も11げられません〇 ハン-- パルは# I * 1 の三対の g 
をもって攻めたてました^^ g に®?影を ならべ、 S に發■を sfir して、口_ 
マ軍を包圍してゆく陣形です。 

かぅして、ヵルタゴ k は！^ゃぅな、® 3 KI にかくれて、1;1を齡 ® 6 し.、 I 一な 
る一大決戰が展私しました。 

r まくる、の m ?15 ビも、1扉にもっくされぬ SS を船 
じました。戰氣部阶はタンクの r ぁばれ'" f 。 矿® I なぎ- arirrlt ょ$ 41 ゃかに|犬 
きまくる〇 

カルタゴ軍に包まれて しまつ 5丨マ於も、，懲のが1? -をになつて、ょくた%ひまし 


たが、ハン-ーパルの戰略ゃに陷つてパタ'^ と、 それは、あだか も、 草でもなぎ倒すょ 
ぅに討ちとられてゆきました0 

驚く ばか々の多数の死傷者を出して、 ローマ 軍はまたも大敗してしまひました。 
八萬餘0-大軍で戰死したものが、步兵四萬五千、騎兵二萬七千、二人の大將の中、 
一人は討死し、捕虜になつたものが一萬餘人と云ふのです。 

まつたく、壯烈を極めた激戰であ^ました。ヵンネ—の野には死骸の山が築かれま 
した。 

負け残つた口 —マ兵は、恐怖にかられ、元氣衰へ、今は P — マを見 f て、逃起しょ 

&の 

ぅとする者'§へあらはれました。 

その時敢然として、彼等の前にたちふさがつた、紅顔の美少年があ々ました。 
スキピォと云ふ十八歲の少年です。刀を拔いて大音聲 に、 
r 祖 國ロー マを見捨てる者は 誰か！ 


ローマ人の名譽を汚す者は成敗して吳れん 。 J 
と、馬上に叫びました。 

『 D 丨マ！』 

その言葉に、彼等は再び元氣をと$もどしました。 

『 D — マのために』 

勝ちほこるカルタゴ軍を望んで掌を握り.しめました。 

少年スキピオは疊々として横はる味方の■死骸を指さして、 
『見ょ！ 祖國の勇！^を、 

P — マの光榮ど、0丨マの名譽のために戰つた勇者を、 

我々は誓つて、彼等を犬死さしてはならぬ。 

1等は誓つて"¢1マの敵をほろぼさなければならぬ』 

この少年の言葉は、全軍に神の言葉のょぅにひびき渡りました。 


この肌戰のしらせは p — マの町に傳は $ ました。 

II 銳八 g 八千の 口丨マ範 こそは、ハン ーー パルをたたきのめしてくるに違ひないと、 

P 丨マ 市民は信じてゐました。 

>0 ^rrv こしや 

.P — マ市民は，カンネ—からの使者をと$まきました 
カンネ—からの使者は悲憤の聲をは D ぁげて、 

『みなさん！ 

カンネ— の^ S に、 C かは1んです』 

が威はうめいて、知どろきの^ S をぁげた。しかし口丨マの大將フアビクスは靜かに 
『エミリゥス將軍はどうした？』 

护震は f をしづ-め“ Qfw った。 

r &じし ふんせふ し々 - y 

『カルタゴ 於に姑^ 6 されて* 1は!!^<れです。鬼神のょうに奮闘したユミリゥス將 
虹は、航奶に齡をぅけて、* ,6 っこともが妒ぬ献でした。馬もたほれてしまったので 


五六 

す。 

私が、私の馬に乘 つて落ちのびてくれと、 鱗が 船してすすめたのですが、齡はがぬ 
まで 戰ふんだ と、またもゃ、 i のせ背にしがみついて；ルタ，コ51の j に髮 して ゅ 
きました。』 

S の！! I には PSI した。 

r パ IBT は？』 

こやう ぐん to づ て 4; • V . ► 

• f ハ D I 將軍は僅かの手勢を引き連れて、齡ヴいところを^?れ ました。もぅ 一繼ゃ るつ 

も4……』 

r もぅ 一戰！』 

ファビゥスは*?强く叫びました0 

『もぅ一戰？』 

乙み んたち わ 3ナ 

市民達 もそれに和して P 4, びました。 



完く e 丨 マ人は偉い國民です。 

^ .X ^ ご •-« ぶん とほ ち 

カンネ—の船がつたはると、 ml ィタリ-の九带分はもとょ-^、遠いマヶドーーャ、近 
いシシリ fm ? も、みなローマを№2れて、ハンニパルに同盟を結びました。 

ハンニパルの得意の時代です。 . 
そして齡齡が p -マの PIT ^ をかこみました。口 —マはカンネ—の私戰で若者の大部分. 
を失つてしまひました。 

そして、その上にカルタゴ軍に包圍されてしまひました。 

ふくっせい〇んふ KJ ? ?"'ろぅじん、ユ^、び；!^ \ slilcVI >、 

しかもなほ不屈の！！神を揮ひ起して、更に老人も子伊も奴隸も罪人も545 
をと.^# , る歡は Mo 1 て、 SS を裝して、ぁくまでもハンニパルと戰 y 決心をいた 
しました。 

4どろくべき„根龆さです。戤^持^;、卜|1颭、この强い。|マ人の精神の前に流 

f て 

ずのハンニパルも手をやきました。 


口 丨マ人 を全滅させざる限' ハン-ーパルは命後のぎ利を# , る歡はがないでぁら 
50 

6 口*-マ遂にカルタゴを敗る 

十八年^:、 P — マは^ 1 けた g ひをつづけて、、ノン-ーパルに^しました。 

1のの#$を51た 1 マは 、1 ^っづけました。 

• ow ) と や.* 

首都 D - マをかこんでしかもハン-一 V 二髮が■の黯を# , HI なかつた 
のです。 

その中に丨マには。スキビォと f 齡ぃ Ai 艇がみはれました。 

スキピォは先にカンネ—で肥！!の'^±1をはげ ました！^ です。 

スキピォは 口 —マの 救世主としてぁらはれました。 # 1は1布い^;をもつて、7 マ^ I 
を率ゐ：ノン-ーパルの sill ィス パニヤに_卿して11?祀いたしました0 


S の纪けっ づきで、 しかも M 都まで 鬱 されてゐる B#l に、黯'たって、敵の根據 
紀を1犬いた1スキビォ1軍£,思氣はまた、さかんなものでぁります 

スキピォは、コーー パルに k っ S として："ン'一 i の象の連絡を絕っ事に ぁ 

ると 思つたのです。 »>んう 

それは s、iiST が if _ するには、 その後」 e てをしてゐる一 ils 
あると、，^ f ひになつたのと 似て ゐ ます。 1 * 

スキピォはィスパ-ーャをうつばかリではなく、ハンユパルの同盟若に拔け目なく 
51，を魏して：；ご一.二に、15を齡らなぃょうにしてぉきました。 

ィス.、1ャの窮には、ハンーー，つノ黛ブドルパルが象を穸てゐましたが、 
あま-^ s ; s キビォに一 S 々もなく敗れてしまひました。 

この S 、 ハンニ パルは、封一いきとかふと ころまで、 きて ゐるのに、 なかく1 
マが威4こ g 赋いたします？、どうすること も吳 ないで、困っ てゐ ました。 



諸方の援軍が集つたら一皋に總攻擊してやらぅと Mt つてゐるのに、一献！!"つてきま 

せん。 磬 S ン，二 も、# は！！ I の^! ノス.ドルパルに i る 挺に S がぁ！ 

せん。 

スキピォが凱旋したぁとに、ハン-ーパルから援軍の齡船狀が妒ました。そこでハス 
ドルパルは先年の敗戰への報復と.直ちに新氧をと、のえて、^^と ィタ リ f に鉞つ _ 
て進發いたしました。 

， ,ッ あに|£ぅいそつ.&ひご 

S スドハルはィタ リ I に入”、待ち受けてゐる兄の方へ急いで使を 出しました。 
しかし、 D — マの方でも嚴重に^!戒してゐましたから-その^?ひは您+?で pf マぢ 
に捕へられ、 pf マでは、その手1でハスドルパル t の疔 く齡 を.妒 々ました。 

そこで、 I マ軍は K に# 1 备 せ、 S を®?ってがち®1ぅ： ノス ドルパルは議 
をしてしまひました。 

そんな S は S にもし知らぬ； S ンニパルは、 S 1 あのてゐを敏：んで、奮“、*1" 


の到1を待ち焦れてゐたのでした。 

口 — マ g はハスドルパルの；一^をとつて、ていねいにハンニパルの陣中に送り届けて 

やりました。 

ぉ射"が？になつて議&^5けられた？ f すがに、鬼をぁざむく猛5ンニパ 
ルも、 g はず、11 P 流し、1 K を仰ぃで、 

『ぁ ゞ 天命でぁる。 . 

わがこと も止んだ 

カルタゴの ■も ^と* 4 にさ去つた』 

と、す ゞ 匁泣いたといふこと です。 

啦 E]- 1 - まで 〇 — マを fT ^ ちな びかした棘の ょぅな 偉人も、もはや蓮命が傾きは じめたの 

です。 

一对、スキビォはィスパ-1ャから華々しく凱旋すると、次いで、カルタゴ本國に遠 



征いたしました。 

かうせい だいへう ぐんせい じやう9く 

更生のローマを代表するスキピォの軍勢は力/ V タゴに上陸すると、たちまちにし 
て、カルタゴの霸を mr ' p カルタゴに MI 4した：： As は « ンーーバ 
ルに包圍されながらも、敵の都を遠征する妒氣をもつてゐました。カルタゴ1飯をか 
こまれて大いに驚き、はる-^--と遠征してゐるハン-ーパルに救を求めなければならぬ 
程意久地がなかつたのです。急使をハン-ーパルのと ころへ 飛ばしました。 

思へば九歲の時、神に誓つて 口 *-マを赠ヤうと、，ハ义につれられて、ィスパ-ーャに齡 
ってか皇十五年、ァルブスの物蛆を越ぇて 、 n f マに 攻めい'^ I に！！^ を ■ 
まし、 p I マ じんの： SI を戴からしめた 1 E 5 ンニパ T、W ゃ X 、こ it と g って： 

I マ8 S の P 5なくなって B んでゐる1、 is 、" 4断の¥4を.： k らせて％たのであ 
々ます0 

槪の 4¥ は£なであったことであらぅ。親に?! r て、 概は S を i べて黯に 



刮きかへしました。 

さう してカルタゴの 新ん！ {ザマといふところで、スキピォと 一 1< 決戰を試みた のです 
が、 截街 の邮斷も、 贼むく歡辦には f てず。スキビォ^の ためにさん*^ に敗られて 
しまひました。 

一|^は»51^郝ローマにせまつたカルタゴも、もはや口|マを破る道はまつたくなく 
なつてしまひました。降參するょ”外あうません。 

ィスパーーャを口-マに斯き，すばらしい S 5 を縱ふ2漱をし'^は全 S きわた 
して遂に〇 I マの軍門に降々ました。 

P — マは遂に勝つたのだ。 

殿^一の！！ i ぃ！！松の^を術した、ながぃ齡しみに堪ぇ忍んで來た。 

ローマは遂に勝つたのだ。 

B — マの彰^,はどんなであつたでせう。すべての神殿は、扉をひらき、三日の間盛 



んな K の 知 f が ぁ！した。また齡る^ 'g を y ゃかして、 gfl スキピォが 口 
I マに m ? 旋 した 時 も 全市は 沸きかへつてく ¢§1 いたしました。 

ハン-ーパルは後故國カルタゴを恕はれて、觀くアジャの^！奶封に口 f マの截を ㈣ ら 

ひごふ こ 

みながら 非業の死を とげてしまひました。カルタゴも間もなく^ j びてしまひました。 

9 や5ち あ»1 • f 

pf マは-今やカルタゴの 領地を併せ、 マヶド，ーャ、ギリシャを 齡纪 し、かくて配は 
ィスハ ニャから. 東は小 ァジ ャ までの*- に 封 # な ®! ±1(14 をもっ@^ とな力ました。彭にが 
代 D 丨マは 奮闘の歴史を たたか ひ拔 きました。 

ムッソ リーー f 首相が 

『〇丨 マを思へ』 

と •國 民を鼓氣する のは、齡 して、 これから «? の g やかなガ T マを!^ の S ない 
のです。堅忍#:化 ！ it <古範の|1 ! を槪いてヂふのです。この p 丨マの1思 M s 、この！^ 
こそなにものをも、 打ちし 力ぞけて落齡ざナ加でなければなりません。 



四、 大英雄ユリゥス.ヶ ー ザル 
1投げられた骸子 

次々、と艇つて、的から二 0001 f も群！！、 I マは世界氣一の H ^ とな々 まし 
た。 

榮えた ギリシャの 文化は n — マに移5ました。四方の富は口 I マをさして流れ込み 
ました。 

じやう〇う•しやくわいひと がうさうびれい だいていたく 炉 a す -5 どれい つ炉 お6 ぞ又ぶ a が:? ii : や 

上流社會の人は豪壯美麗な大邸宅を構へ、數百の奴隸を使つて、思ふ存分な豪奢 
な生活をするようにな$ました r 

しかしそれと把に大切な建來の cf-v 魂は次第に消え、質朴剛健な風は去つ 




六六 

てしまひ、道德は腐敗して、自分の利益ばかりを考へ貪るょうになつてしまひました。 
滿つればかくるのが世の習と云ふのでせう。成功すると人間の心はゆるみ易いもの 

です。 

ユ そして、こんどは、だん-—- 
ゥと衰えてゆくのです。注意し 
スなくてはならぬ事です。 

ヶ 古代 P 丨マ 人の心を何時 ま 
ザでも忘れずに、しつか々と胸 

ル おそ 

にたたみこんでゐたら、恐ら 
く ローマは永遠に平和でぁ” 

榮えた事でせう。 

最後のカルタゴ征伐に出掛けた小スキピォ將軍(スキピォのは M ^( として « s え 








のぞ み 

さかるカルタゴを M み見て、 

ifcei 乙^ l«S 

『アツ シリャは i に t § び、ペルシャ、マヶドニャも亦滅びた。而して今やヵルタゴ 

は火中に在る。 

?-:々-齡ふに、 p 丨マの M 2 びる^!も ilk ぃで來るであらう！』 

と、嘆紀したとの事であります。 

口 I マも祝齡"がなくなると、こんどはお S ? に國內で相爭ふようにな5ました。 

H s' : りつ iH : ふ9つ 

口-マの M は"王 at が—った S ?。 &樣が t — んから、立 f 法律をっく 
'，世の f が L まるょうに x < 対*こらしたのですが、！に政治の權— 
うと 競爭するようになります。 

そのために、 釔繫る、馨&ぼすと？'た S の！ T が とってまぃりました。 

M ユリゥス•ヶ—ザルも酧かうした rr 牲に斃れてぃった人です。 

1C** だいわウ 

配網では紀繼とデふと三人をあげます。マヶドーーヤのアレクナンドル大王、フーフン 

六七 



スのナボレォン、そして口丨マのヶ I ザシです。 

1;の三蒙 vfA 9 が对 I に " r れました。 ' 

奴 ST マ|一^41です。 8 ^.としても、51"としても、これ 1 ^は_ 
にないのです。 

彼は曆法、天;<、土ぢ||5'、|5として§'じないものはなく、また|をとつて 
は立派な文章を後世に殘しました。 

对ぃ剛乾 rsl で、 S かけた? iiQrg しを1、千 s ? f で、 

誇るべき口—マ帝國の基礎をつくつたのは、實にこのヶ f ザルの系 g でぁつたのです。 

ヶ f ザルは f (夂 v 券、！ r ^ Qr ょって■されました。^ぃ齡は S ばか 
办 ' L てゐた弱々しい子供でした。 

しかし',艮べも SM 9 をつけ、 k*r をはげみ、^<己の*?(3 6 ょつて5齡のひんとな-^ま 
した。 




I 
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辦"い船から、滅脱 *■• 齡 5 あるき、十がにその天才をみがきました0 

た*. T う ふ*>をんけい 

1 ¢! は マ グド ーー ャのアルタナンドル大王を深く尊敬してゐました 

ア ％る ひ n ヶ—ザルはその®1乾を讀ん で、 威に堪へず 

レ なみだなが » 

淚を流して 

S ,; う »*■:< ん と〇 S すで 1せか' •««• ブふバ 

サ 『 t は自分の年齢の時には、旣に全世界を征服 
ド してゐたのに、^ f 自 f は何もしてゐない』 

ルなげ 

大と 、嘆きました 

w アレク ナンドル齧は-靈の M でもか S して 
ゐる As _ で、ナ•ホレォン新すらも、二十五 a , の時に、 . 

『あ ゞ 、このち つ e けな ョ — ロッ パなんかとてもつまらない 舞臺 だな—』 

と、云って、 ia アレクナンぶのょぅに、^に■に r れない S を 

六九 


七〇 

か乙 

つく^^と啷ちました0 

3い tt -5 へいじく- C ん 

ナボレ ォンは二十五省に なつても、まだ 砲兵 士官にすぎなかつたのに、アレクナン 
ドルは、その齡に 、ギリシャがどぅしても，てなかった S の船 ペルシャと 对製 を 

めちゃくちや う やぶ 

してそれを目茶苦茶に打ち破つてゐたのです。 

綴* ァレクナン ドルの II 記は SI 4 の慧 のぢ を II させるに、 WIS ! がぁ— 
す。 

アレクナンドルは、小さぃ時に、父王がたくさんの郎々を鮮順するのを^ 7 て、対齡 

炉な ラあ 

に悲しげに打ち明けたものです。 

ぼく 

『あ ゞ 僕のやることが•みんななくなつてしまふ』 

かうして悲しみました。 

二十 lg ?. でぬ の S を il " ぃで IISI に—と士の 1 ^しぃ ： まるので す。 

t たいばん くつぶく づやぷ 卜、 • » 

先づ第一番にギリシャを屈服せしめ、ベルシャを打ち破”、進んでエジブトに迄遠 



姬しました。そして近臣に、 

『エジブトの西には何があるのか？』 

と、 i ねました。近臣は、 

『好^ 3 獻だけ、どこまで作つても、燒けるよぅな砂しかあ^'ません』 

そこで、 S は、ァ？へ t かへ し、 パビロンを®めべレノシャ 1”«' 中 ?*? -ァジャ 
へ一み、 そして S を鉱 < s ult に i ってげ Hr し、， 北 K のさびしい地方を望んで、 
『あれを•える と、 何があるのだ？』 

Jjf C ， たづ 

と、部下に尋ねました 

r 齢つた齡 ± r たけ、いくらげつても®と 7 KS だけであ力ます』 

>/1 ■ド さ炉 3 L ちつぎ つ？？一せ T I 

荽は S をっ いて、 K を H にかへし、が度の榮ぇた町を次から次と攻めとり大ィ 
ンダスぎの緊に* ,6 って、これを® £ したものかどぅかと、考へぁぐんでゐました。 

纪4喊は，そん, St ん S 、 黯にますく S ざか？、 何處へ 消ぇてしまふか 





1 七 u 

^ 乙ふばい 

も^らないと、心配して、 

II もぅ、どぅしたつて行けません』 

そこで、磬は S 河を F しな f 、 

『このすばらし■い河の東には g があるのだ』 

と、苺ねました。 

『深く茂つた森だけ、■いくら行つてもそれだけでございます』 

奎はもつと、東まで攻めたかつ§ですが、これを，ぃて S なしに、1 

-- 〆 ► 少 -< だ、たい&いで 

てィンタス河を下”大海に出ました。 

『この向ふには何があるの だ？ j 
と、又大王は尋ねました。 

『人氣 のなぃ、 2 とぎけ、ぃくら fx l つても取ぃ g し.^—ません』 

と、答へました。すると^-.王は、 





『そうか、すると、益の^ au はすつ tl が^一か、 mll ®、 f 一一す 
るところは、も—くなつたのか、だが^ V て.纪れば5と小—王國.なんだらう』 

と、^ ft んだと财ふと、どつか^^つて、さめ'^と泣き即したと S 1 ふのです。 

アフリカ か らヨ I ロツパ 、 iEoi を® して、1 ® しなかつた' r レク 
ナンドル巧 王 v ^ s に？ぃものでぁったとぎてい、でせう。.しかも戰へば必 
ずぎ っ 、 t 打く とこ^ 1! の le になびく 如し、 と云ふ有樣でぁったと云ふので す。 

すごい王樣もあつたものですね。 

ヶ—ザルは’こ. の好 EE ? をが4 :: i . p ; してゐたのです。 そして、 ついに姑王と並べら. 
れて、 t : 1 ts される1 i の％®—つたのです。 . 
ケ—ザルは、ローマ. のために、 ナル■•フスを 越え、..カリヤを征伐し ました。 

ガリヤといふのは今のフランスです。 

そしてまだ、この S は；_のひ©<い KM が’たくさんゐて、 M ろし^ S の住む 
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森林が一面に あつて•高い山ゃ暗い欲が 齡 S さいでゐま した。それをすつ かり骑ら 
げて遠く ィギリスの 方まで、 ^ r へて しまひました：—マの が威は聲 -@-9して、 

やばらじ*> - 

r あ ゞ もうガジャの野蠻人が、アル ブスを越えて、口 f マを 11? つて妒ることはな 

/To 

L \ ふ へこ 

アル フス山なんか凹ませろ f 
あんな城壁なんかもう％らないの だ！』 

と喚きました、ヶ—ザルの各藏 は、飛ぶ尉を ^? す ^!の ^ I ひでした。 

その鼠：—-には、ヶ f ザルと齡じ容1がくの！ A ? がもう， 一，„ 人ゐました。 

ボンべユゥスと云ひます。•ホンべユゥスはの辦雲ヶ— ザルが、 S がょ 
くなるの*'たいへん嫉ま しく 思ひ：.- マに*於け るお * L の^^を結' ヶ，ザルを 
免職し、その率ゐてゐる軍齡を取 5上げようとしました。 

そこで：ホンべユクスはガジャにあつて 口—マの ために..袭を於て、ゐた T ザ 


ルに* £1 豕の#をもつて呼び野しました。 

それには、斯呢までに齡つて妒なければ、國賊とみなすとあ5ました。 

ヶ-ザルは.この S からの$^を ffi 9 ぃて經—した。 

ただちに、^- 1 • 户の給 齡めてぎ把な槪度で、その無街を訴へました。，. 
■の芒1”湯するヶ-ザルのために、#|って，私*捨て"戰はぅと誓ひ 

ました。 , J 
ヶ—ザルは、容の ち辦 を! f ゐて、 ィタ リ— にかへ つて 來 ました、口1マ S つく 
にしたがつて、ヶ—ザルは、 I マ6 では、 ® I にヶ—ザルの客がいじめられてゐる 
ことが^?^一ました。早く ロ ー マに 入らなければならな、 

_が'ィタ-- Qsifi ビコ^まで i んでくると， 

お？て 

淀 

T 初说を輕ゐて、ルビコンか河を越ゅるべからず0 





これに叛ける者は、 0 — マの敵な^。 

1£!なく is っべし。 I ; fH ®< 

と、 いふ徒が*、河邊にたてられてゐ玄した。ヶ—ザルに 、 y を ® r 齡 して、 ただひ一とい 
TJ 丨マに來いと云ふのです。 

言ふまでもな く、 ボンべユゥスのたくらみなのです。 

■のヶ f ザ di ひました。 S 豕&です。滅けば断¥ 鬆を黯す.^ば：ホ 

ンへユ ゥスのために知としいれられてしまふ。ルビコン河の；^'れを、ぢつとながめ 
て稀世の 英傑ヶ I ザルもしばし纪》あぐんでゐました0 
遂にヶ I ザルは^1いたしました。*>ち！^ると姑飯で、 

『骸子は投げられた5 !』 

と、 4 f んで、ラッパをふき、 ^ 1!に^紀辦对を^しました0 

づんめい けつ だ わた LP ほ〇こん 

運命け认 したのだ。ルビコン河を渡れば、謀叛人である。もはや後には ひか h ぬ、 



Z < とうぢ、し V 穸 

一か八か、あたつてくだけなければならぬ。口 —マの國賊か、口 —マの統治者か勝 
てば 官軍” 負ければ 賊軍で ある。 

ヶーザ V は、 C の蓮命に身を委ねた。 

ヶーザルの^^は111 " b よ.ぅな_ひをもつ て、 ィタ？の廣野を突進した。 

一すれば、その t ■の與ぃことは挺2のょ i のが、ヶ！ザルの1口です。 
D — マの町は忽ち湧き立ちました。 

ぅろたへ MI - r ぶ人は町にみちあふれました。 

その料に、もぅヶ—ザ swm ; は I マに 迫つて來 ました。 

ボン.へ？スも-ヶ— J の niwri には、 齡 s の is 1 ;—— せん。 

fcJTi.lc だ 

かれらは忽ち逃げ出しました 

ヶ—ザル tt - f /^® r 々と口 I マに入城いたしました。 

かくして I Q _ を 1' さ' kW 辑—ぎ M tt 1 i して、じ自 ' S 
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に手むかふ f を孤伐をさせ、的 r ?: を！ f ひて i パ-ーャに邮 P しボンぺュ ウス 
の根據地をデ滅せしめて*かへ' 禁に！§1げたボンべ ュウス をっ_して、十 U の 兄 
兵を僅五萬で打ち破$、更に逃げるボンべユウスを；家つて、 ユジブトに Af 々ました。 

H ヂ•フト王はヶ f ザルの"勢に知それて A - を^? ?: ホンべ ユウ スを觀させ まし 
た。 

ユジブトに上陸したヶ f ザルは^ QISI ボンべュクスの齡を纪せられて、齡5 4 に 

たけ *^\ » i *&A0 * 

猛々しかつた今までの意氣も消え、一度は PI マに ® s を ふるつた 、ぁ々 し* 日のボンべ 
ユウスの P 1 ひぅかべて nl もなくなっへ_の腻に gK いで、黯な S を 
もつて’厚く葬つてやり-ました。 

武骨なケ I ザルの目にも、かぅした淚ぼぁつたのです。 

2英雄の末路 


咐ギ^^、ケ|ザルの5|?&はれるところ、まことに、39.亂ふものとてあ5ませんで 
した。 

ケ—ザル、そのぎは齡時の V に、神！と言ふ意味にひびきました0 
その觀 H ヂ•フトにも郎紀がありましたが、忽ちに鎭めて、有名な女王クレオパトラ 
を^ I にっけ、 K に i んで、 Sk を^した？ァジャの•ホンッス封も、«の磬 M し 
てしまひました。 . 

アフリカに@ £ たと M 1 * ふと、もぅ小アジヤに現れてゐる。小アジヤに來たと思へば、 

JS 0 CKO おど*^ 

もぅ M 抓をしてゐる。ケ—ザルの機敏なことにはただ驚くばかりです。 

r > 、 . - 一 ts »*-*-» く せん，し t -3 •し 

.ホンツス王を^ 0 a < した時に、ヶ—ザルは、本國口 I マに戰勝を知らせました。 

——來た。見た。勝つた—— ， 

5 Q 的の®?ぎ潔なる書信としてぜ名なものです。 . 

更に P — マの內亂を鎭め、 






轉じ て、 ィス パ ニヤに 殘敵 をう ち、 

再びアフリヵに入つて、ボンべユゥス，の殘黨五萬餘を打ち§る。 

まったく-—％た。"見た。ぎった I 苑で辦4とくに1;ぃ|:を&|くってしまっ 
た0 

て含 

かうしてもうヶーザルの敵はどこにもなくなつてしまつたのです。 

そこで、始めて、ケーザルは口|マに11?威いたしました。*^^«:«5_して^«:?びまし 
た。 

.その凱旋式は實に盛大なものであつたと 1 K ふ 1 i です。 

鐵十 H と—くっづく、靈一 ft ち々ばめてかざった11處。 

$ぃ?-婼を§げ、|1|卜もって11 5 れてゐる«?十跪の11|の|。 

むすう たいき せ -5 S -- 

..無數の大旗、小旗。 

般 SIS の pis ? f ' なぎにされて、 iv ® I 黯の靈、■”孚 




知びただしい捕虜 

04? と 積んだ戰利品のいろ 

つた 

起だかつて"かくの-她く0"覺しいものはなかつたと傳へてゐます。 

つ、で.虹^± 0 I マ Ai の #^心を得るために公道に、無數の食卓をならべて市民に自 

一にせしめ。1£:賢辑？、111&、などの筇の露を錕して監をな 

ぐさめました。 

かくして、ヶ|ザルは§?影の彭ぃを15に1めました。 

丨マは P ら ss ' r 、 SQ & Ai が II 、的は^ T ザへ「人で 
その重な役を占めました。 

無飢纪|5と安つても、實^ 1 は、ヶ~~ザルと-5 1 ふ九漸王に治められる® —マ火帝 H と 
なつたよぅなものであ及ました。 

ヶ|ザルはそのガきな*?*|* < もつて、コ|マの私治の惡いとこ.ろを取力去5貧し 







ひと''すく お»ど JW くじげふ J 7 -J 

ぃ人々を救ひ、大ぃに土木蠢を起して、 T マの rrl を. l ^&' BJtJlts を！^て、 

琴 iiSJi を誔じたので-？? — マの麇％和を f み、 Mrf! ふこ 

とが出來るようにな々ました- 

ヶ，ザルは實際は王様と同じ g が*<もつてゐたのであるが、しかし齡して g L - 把では 
r 王』と申しませんでした。 

それは I ;は拍くから S 』 と史ふ^ r &ひどく S つてゐたからです。 
けれども-彼の威勢があま5齡かものですから、,瞰では、紀がしまひには赶とな 
.らうといふ野心をもつてゐると思ひ込んだも/ >" なくあ々ませんでしと。 

せいぢか に ふ かし 

カシクスといふ政治家がその一人です0他は、 どうかして*ヶ f ザルを口 f マから 
除きたいといふ、深い惽しみの#^うを^ 8 つてゐました0 

そうしてひそかに同志の人を集めて、ヶ丨ザルを齡かうといふ歡！1をめぐらしま 

ご -:、 d > .な!^ ひと*つ i 

した力思ふように仲間になる人が—”ませんでした。 



ひと/ぐ しんじう く だいじんぶつ 乙№9やうお どぅ^ 

そこで、カシウスは、人々が信用して吳れるよぅな大人物を首領に推して同志を 
集めよぅと考へたのです。 

そ ^ Asf して、 ヵシ S が 1^ のぎ r たのがブルタスとぃふ A t です。 

ブルタスは口-マでも嫩に破れた fj 豕の^1れであ i ました。粗質が剛直であ力、ま 
た正ぃ義のために屈せぬ性を持つてゐました。 

カシ ウスはその妹婿です。 

•おんじん 

それでもグ—ザルはブルタスにとつては大■恩人であつのです。ブルタスはかつてケ 
1ザルの^!齡ボンべユウスの^ヤであ々ましたが、ケーザルに救はれ、その後も常に 
ヶ—ザルに敕され、！1ぃ® T に^;き！！げられ、||ぃ M 2 を li 少てゐました。 

ブル タス も.もちろん、それを^じて、^ して、 ケ—ザルに叛く心はあ^'ませんで 
した。 

ただ、ブルタスの 黯 として、 S が游く P ぃの 8 P 妒る歡が i めて1:手で t 
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ました。 

ヵシクスから陰謀の相%ををけても、^して、それに^< はらうと g ひませんでした 

、 ねつこんと 3 JV せ4ビ -5 

がヵシクスは熱心に說き.露ひ、煽動したのです。 

『ヶー ザルは ローマの敵です。 

せ cv.d 4だ S か h う 

共ネ政治を覆して自ら 「 3 E 1 」 とならうとしてゐます。 

ごらんなさい。彼の政治のや 力 かたは « x 紙です0 

き1う. C せい » t く. C い 

r 共和制の破壊』 

『 P 丨マの賊』 

ぼんて-5、し C.V ろ〇ごい ラご 

一本調子のブル タスの 心は 次衝に動いてきました。 

『ブルタスよ！あなたはヶ f ザルから11をぅけてゐるために、 IFJ しく娜齡するこ 
とが出来ないので.すよ、 

本當の心が眠つてゐるのですよ』 . . 



•う - c く •し rr ぃ ぞく 炉ん V . 

カシクスの„誘惑はたくみであジた。.ブルタスは次第にヶ！ザルを賊であると考へるょ 

いんば -5 くは 

ぅにな々、とぅ-^-力1/ウスの陰謀に加ることに 
なセました。 

ブルタスが陰謀に加つた。この事はヶ—ザルに 
ヶとつて、もつとも不幸なことでした。 

ザ ブルタスがヶ I ザルを國賊であると云つた。か 

ル 1<» うたが ひと 

卽ぅ云つただけで、ヶ—ザルを疑つてくる人はたく 

1 C ん にん どう* -> £ 

S さんあつたのです。二十人、三十人と同志が增し 
てきます。 

深められた陰謀* • 誰も知り-ません。 

三月十五日、元老院で#^議がひらかれます。そ 
こでヶ—ザルを暗殺しょぅといふことにきま々ました。 

八五 



t 






















ただ天だけは、早くから、この^!を^"てゐたのでせぅ0 

^ち^か » » c f » 

十五日が近づくに從ケて、まづデに不.§;議な S 4 i はれ f 、1に®しぃ！ i #! t が 
起—した。ヶ f ザルも*ヶ，.ザルの數も歡ぃ辦を纪ました。し t 、 そんな g かの 
事で、天下の政治をゆるがせにすること仕^;^ 5 ません0 

ドぱ|^13'133:1ぐゎつ1‘^ちげんろ2スすこおく 0-9 つせき 

糸 元 r 四十四年 三月 十五 日元老院に少し遲れて出席をいたし まし 卜こ〇 

いん41ヴみ 6 ^ 

すると、陰謀の一味のシンパ f 、 といふ者がヶ f ザルの trr * に St んで ゅき. 

S の S を2してく?ぃ』 

ねが 

と、願ひました。 

兄と云ふのは罪を犯して、外斷に、卿されてゐ るので す0 
『それは、いけない J 
ケ—ザルは、きつぱ”と斷つた。 

『どぅしても、いけないのですか』 



r 斷じていけない』 


あひづ やぅ はいご たんげ/.ひ炉 

それが合圖の發に、ヶ—ザルの背後にキラリと、短劍が光つた 


ぶれい S の 

『 IR -* 禮者！』 


たい^せい 

大喝一聲 


その腕を埝ぢ上げた。 

剛が に パラ < と^ 味四十"餘人が短劍を 閃かして、 八方から突いてかかつた。 

^rv て〇ぴっ いぜん たんて5せ&ざ -5 W へ みが i 

ケーザルは一—本の鐡筆をもつて、以前の大敵ボンべュゥスの石像の前に身構へた„ 
a ? に^;に败ケ所の顧を受けながらも、一味を ハッタと 睨みつけて、立ち上つた。 


『何をするか！』 


たいせい こ 

大聲一呼 


『安ふな國賊』 


7 V ふ oWJ -5 て& 

f 民衆の敵』 


さつ！と突いて來たのをかはして、 


A 七 



i 4 ス八 
r 迷ふな？』 

と、その腕を はら ひのけた。滅 によろけて、ヶ，ザルには つたと滅を，會はせ たのは， 7 
ル タスであつた。 

r ブルタス、汝いか』 

悲壯な一聲であつた。 

あれ程に信じ、あれ程に親しんだブル タスで仕ないか0 
ヶ f ザルは感念^た。 

j でパッ—ほ—がら、一城の ㈣ をやめて、 その？ r よぅな M にが 
を委かせた。 

3-5 きず か-5'む %(? .U 、 

一一干 IH 創の僂— って、其の場に齓れた。五十六 g のあえなぃ 審 であ—しち 
その個にはボン。へュクスの石^,が-^やかに、^ 5 ふが吨 く 3 i fc .って ゐます。 

すべてを何もかも、すつか—てゐたよぅに、ヶ r ザルに-逐はれ、 g に£でエジ 



•マト Ai にし歡ろされたボンべユゥスの y 像が立つてゐまし.た 

ミ 欠こ/!: i とばで せ-?けつ ぞうだい' V しく *- h ,.& い 


t 、 t ほと tr で せ-?けつ ぞパ たい.* ■«' こ く ^ - -n 

ケ— ザルは その 前に黃はリ 、迸 り. 出る鮮血で、像の臺石をに染めまし/ 


『ケ— ザルが刺された』 


ひぼん 


『ヶ^ザルが殺された』 

一好！ I 齡に、^ローマ h はひつく $かへる程に驚きました。 

すはこそと ばか$口 —マの市& は、 元老院にかけつけました。 

一 g の®ヶ1、ザルは M れた。 .. 

げに、ヶ1ザルはパの i に威れ鱗き S 黎、口 —マをヂ—マに築き上げた非 S 

だいえい»>ぅ 

大英雄。», H 

マ：が親網してゐた对齡± 6 ヶーザル、往くところ勝たざるはなき大將軍ヶ I 
ザル。 .1 SC 5 すらも#^と戰きし雄將ターザル 。 

*> れ ころ じん/*づか 

しかも、彼を殺したのは U — マ人自らであつた 


八九 



あいこく こ、ろおを 

誤れる愛國の心は®-ろしい- 

i よ ゅづ&おそ 

迷へ る勇氣は恐ろしい- 


九 C 


ヶ—ザルを製して、 I マに， g © ヂぁつたと fs のでぁらぅ。 


♦ 5づ，し& ひ 乙んい -5 

ヶ f サルの葬式の日、ヶ f ザルの親友ァントニゥスは-ヶ f ザルの S 1 SI ど、ヶ— 

* ころ と3-&ナつ ck > 

サルが殺1、着てゐた-血痕 f しき 上着？ つて、 袭1 _を雳まし 


たハ 


5 JX さ •■ s - s やう 、つ 

極めて壯重な、そして 1 V 口 i をもって、ヶ丨ザルの 褽を f .. その ふ不封 
をなげいて市民に訴へました。 

『ヶ-ザルは 山な す戰利品 も、 敵から把っ た 齡卷齡 T マに g めた ではぁ.^ ませ 


1 v - J — * ^••系 S 7 「匕 w ^ -一 
んか、 t サルは1しい公の纪くのを*聞いて-馬も^から gs しました。 

わけ*し * - C -5 かんむ〇.ほ -5 て V 

私はヶ—サルに王 Qf 奉呈しょぅ.としたこと—度ぁ—した。 f して三！^そ 
れを却けられました。 




や 乙ん 

ヶ—•サルに野心があるといふのなら、どうしてこのようなことができませう。 

若し淚ある P 丨マ人ならば泣かずにをられませうか。 

この上着をごらんなさい。 

カジゥスが突いた匁の痕を。 

ブルタスが剌した m の痕を。 

ヶ—ザルは-常日頃ブルタスを愛しました。 さう して酬いられたのが この 劍で あ彡 
ました。 

大膽不敵のヶ f ザルも、ブルタスが劍をふ々かざして迫つたのを見たときは船！ i し 
たのです。 

さうしてこの上着で顏を知ほつて、あけに染んで、•ホンべユゥスの像の下に見れま 
した。』 

ヶ—ザルの遺，を指して、 




ア 


r ここをごらんなさい0 

大ヶ-ザルが陰謀の徒に刺されて g れてゐ ます。』 

それ i ら T ザルが;'かねて r とどめ J ぃた議げまし 
その中—上1にその M を lllf と r てぁ—した。 
ント-ーウスは淚にむせんで、 

『あ、今 マはヶ f ザルをぎてしまひました。 

がふたたびかかる11 i を1へるの灶：；でぁり1 


口^—マ 


五大ローマ帝國なる 


1 


オクタヴイヤヌスの制賴 


ウス、ケ f ザルは殺された C 


た 




a I マ人の手にょつて殺された。 

貧 H ^ Ai か &■ ばの扼く，截れられたヶ I ザルは、自分のもっとも信賴すべき部下に 
齡された。 • 

マの缺陷がここに存在してゐます。 

せ、. だいおんじん1/.く 

” I マ を紀酿 にした、0 I マを世界の口 — マにした"この口 I マの大恩人に報ゆるに 
二十三創の刺傷でありました。 

ヶ—ザルは以奶で「的」とは免はなかった。すべての權威を一身に集めて、事實上 
は齡 5 ES であつた。しかしヶ—ザルは「王」と云はなかつた。 

「赶」と S 1 はなかつたが、ヶ—ザルは、ガ p I マに「2-」のない事が不合理であると 
威じてゐたであらぅ。 

■だが、口 —マの " S のなぅたちが「王」を持たなかつた0 
その!理にヶ f ザルは弊れた。 




わ- -5 こと t いう かづ f :| 

王の ない sf つて•幸福で— と 思つた。そしてヨのょ— 影 f つた ヶ 
I ザルを弊してみた。果たして、幸 s ©1 であ々ぇ得たので あらぅか。 

ぃ—：.-マが、ヶ—ぎして、齡して、： rAI に着で tf かどぅかと 
S ことは、これからの P が P に M るところ- I マは一をも？ゐ 
たと云はなければならぬ。 

なか4ひと y わう t 

仲間の一人が「王」と I 。 これは. 堪えがたい g であるか も•がれない。 

と ^ I t P ■ - : I 


わた乙た}.. く 1 C ちち A : 己と 丨 

私達は國 I ちの有難い事を、そして、禁备；をしみ f 4がへさ1 
U ぁ—せんか。どこ Qi 」 史でもい、、游 V & を i ん1\爾は妒*:國< 
日本の”けだかい‘して銳い黯に^ざ褽いたし—二^ら!!^?, 

る事に幸福を烕じます。 

4る くに ぶんく3 ? 9 C 

P い H ぁった。文化のあぇた r ぁった。 WIS を# 5 った卽もぁった。 

— .1^.10^.-1ぃ：,丨1&&:^.ちらんこ*5ぽづ^とヒ 5f - 


えいこせいすゐ t , コ - Jfm〆 - プ g ., 

S 雲は世の¥せぅ。治亂容あの化の器かも；^ません。 



しかし*私氣は*もつと、深い、大切な、原因が別にある樣に感じられます。 

ひと 5、於日本だけが三千年の歴史を持ちつづけてゐるのが、それです。 
f 佐八幡は和氣淸麻呂に吿げ て， 

『我國は、® S 始つて以來、君臣の分定まれり』 

@ i が始つたのは、また、民族の始まぅです。 

11族があつて-國をつくつて、王が出來たのではあ々ません。 

ひと® ?ノ - C っくに くにつたみ はじ 

，間の一人が5.になつたの.ではあ P ません。王と國と國民と、一つのところから始 
つてゐるのです。 

1!4の縱 f が、 SQ 紐 f で t 、?. I ^ I の齡 f でぁり•ます。 

このぎは、今から決して眞似の出來ない事であります。 

はじ t -1 

しかも、すべての始ま々の時から、 

rai 街の^1.えまさんことは、天肥と共に窮 j なかるべし』 

九五 



九六 


と、 定まつてゐたのです。 

ある事は n 、 尊/ ft しめしと？たものを、 Mf はないではいられません。 
H 、 日本1あつたから，挺！^かされないで すん—一 r —。 
島國と云へば、アメリカ；^は1 ん千1 S 、 阶 の S からがられないで ゐた一靈 断 
1す“こには國家|れば；麗もゐたのです。繫メょにはィン%國くといふ 
立派な國もあつたので す。 それらが やは.^ほろびてゐます。 

i 、 氍ぎ嬰を S > kl と S った、 ii 、§ f : 支 鏨，1た 

り ランス 〕 っ1%ピンを#レたァメ . ャ、■を f し！ ャ 
若しも、普通の國でぁったら、とっくの f ! に、踅に iK される sf ぁった. II で 


す。 


島國で5 たから、それは 1ぁつ たから、—つた #1 もぁ — t 



或る專 S ： 家の4話によると、日本が、今少しく、大陸に近いか、或は遠いかによつ 

く -5 こふ Y ん y 

てたいへん空襲に便利になるそうであ$ます。 

今の位置が、一番にぎ襲困難だそうです。この扣話だけでも、島國だといふよ々は 
この 位置に尊い國が出來上つたとい ふことに 深い、使命の存在してゐる事が感じられ 
るではあ5ませんか。 

したがつて、日本は島國だからよかつたなどいふ事は、この崇高な日本の國體をけ 
がす、言葉だといはなければな々ません。 

話がたいへん横道にそれました。 

今か々に、ヶ—ザルが日本に生れたと考へてごらんなさい。 

ヶ—ザルは、どんなに幸福な事であつたことでせう。 

思へば、氣の毒なヶ I ザルではあ^'ませんか。 

偉人 グ f ザルが弊れた事は、早く云へば B — マに 首が なくなつたような ものです。 




九八 

首のない PI マ、 不幸な D— マ、また誰か首の座に坐るまでは、ごたつきます。 
口—' V の首は.からだから出たものではないのです。のつかつた首です。首の知ち 
た私地藏さんにょく首がのつかつてゐます。 

ぁとからのつかつた首は ぅまく， くつつきません〇紀鼠がぁればすぐ韵ちて しま ひ 
ます。 

知ちて-なくなつてしまへば-また1^をつくらなければな”ません〇そ仏祗齡な 
しのおかしなものがたつてゐることにな^,ます0 
ヶーザルが斃れた。 

口 —マは首なし地藏になつたのです。 

4 ち； 5 ん くび わけ 

勿論、ヶ I ザルの首を知としたブルタスもカシクスは 0 — マにゐる霞にゆきま- Hr ん。 

ォクタ.ゥィャヌスと云ふヶ—ザルの養子とァント,|ゥスのために、_がれてしまひ 

ました。 




Vi ひと V t* 

そして、 口 — マはアントニウスと、ォクタグイヤヌスと* 今一人レビ ブスと 云ふ三 
人に三分して治められることになり■ました.。 

しかし、三人が仲よく-何時迄もつづくものではあ力ません。 

第一番にレビブスがオクタゲイヤヌ 
ァ スと衝突して破れました〇 . ついでアフ 

ぢよ - C -5 す 

ゥ リカに クレオパトラ 女王と住んでゐた 
グアン トニ ウスが亡びて、天下はケ—ザ 

ス •し、 し > 

ッルの嗣子ォクタゲイヤ IX スによつて 
ス再び統一されました。 

ケ—ザルに反對してゐた P — マの人 
達は、全部ブルタスや、カシウスと共に滅びてしまひました。 

口 I f の市民も內亂にはあき'—--してゐました。そこでォクタゲイヤヌスにアウグ 

九九 








. i 〇〇 
スッス-と云ふ尊號をあたへて。事|^ぅの'^2?にいたしてしまひました0 
犯 h ? がゐたあが. SS をが S らなくて、4ぃ&でい、と T マ A ^ も?1へて妒た 
のです。 

も和になれた P - 又は戰あが Mk になったのです。祇射が齡^；なったので HE ? 齡を11 
めたのです。 

天下の富は el マに集つてくるし、戰爭もな くな つたから 、 P — マもこれ からしば 
らく 太平を、たのしむ事が出來るょぅにな^一ました。 

2 ロー マの 文化 

p 丨マは大國になつた0 

丸 PI マ^ VH < は東洋、西^ァフ タヵに I つて ゐた〇 
そして.各地の富は D 丨マに^?れこんだ0 



各地の一<化も C — マに流れこんだ。 • 

た- C . く ぶんく. C t 炉くち とうや -5 ぶんくわ せいや *5 ぶんく. C 

口 —マは丸國になつて、文化を更に各地へひろめた、東洋の文化と、西洋の文化を混 
祝させた。 

B ! マ市は文化の中心になつた。 

が；流な f 化をつくり上げた。 

嫩に P 丨 マ人は土木事業を大仕掛けにやつた。 

それは、一一十 S 紀のこ11の S 5 I を? I かせる S のものをっく^上げました。その f 
の有名なものを二三紹介して見ませぅ。 

n □ セウム 

じ..？ &A う r この い i 今やうぎ Z 0 

口 —マ人は競技を好みました。それも勇ましい競技を好みました。 

龆船の1みぁひや、乃陬とラィォンのた^^、人げ間同士の眞劍勝負とぃつた、すご 
い險負を好んでやりました。 



■決の士闊るけ於にムウセ〇コ 




2うど 

丁度、 


I 〇二 

につぽんじん こく} it くわん す I ふ 吏ろ乙 > >ぅ 

日本人が國技館の相撲を喜んで見る様に おしかけ 

けんぶつ 

て見物いたしました。 

•>1やぅぎいく|0ち じ 

競技が幾日もつづいて、たくさんの恕1が谢さ 
れてゐくのを喜ぶ a 丨マ人は尙武の氣氣もぁつた 
の I 、 i ? f !^ f -5 IS のつか S 

あら-.-- せい乙つ 

荒々しい性質 も ぁつたょぅに.思へます。 

こ 1 - A けん0ょ -5 ぶ どれい J V . 

眞劍勝負をやるのは奴隸がやるのですが、奴！！ 

げつ 1 C んずふ ttr 

といつても.決して、かはつた人間ではない 筈で 

きやづぎ C つ 

す。かぅした競技をやる ために、 貧に すばらしい 

•? や -5 ぎぢや -5 

競技場がつくられました。 


U 丨マ人が、 こんな 競技を好む よぅになつた。 

じ * f 3 炉 こくみス お6 

マ人が、もはや榮へる國民ではなくな つたように a tt れ 


じん をと C . をんで 

to 丨マ人は男でも女でも、 


それだけで、何かしら、 口 — 









ます。 

それ I1 SI する g にっくられた lsi fl がまた||ぐばか及1" 1 です。 

一 # ,, ガきいのを コロセゥムと Tk ふのですが、二代皇帝にまたがつてつくられたもの 
で、西曆八十年に出來 h *$ ました。 

、•づ i ろが t itt メ — トルたか メー トル かくかいと&は、し &■ 

四 I 造5の圓形なもので、周及が四五五米、高さが四七米もあ0ます。各階共に桂 

i こか t ちが な 炉 史んにん けんぶつにん *1 いおほ〇 

から間ど々 の仕方が違つてゐて、中には十萬人の見物人が入れる大きなものです 
ここに 鱗をしてきたぎんが、この大建築物に驚嘆して、 

コロセウムの あらんかぎ $ 

ロー マはあるべし 
コロセウムの 滅びる 時 
ロー マは減ぶべし 


elk 


而して口— Sr の滅ぶる時 


1〇三 



世界も亦滅びん 
と、ぅたひました。 

上く V * やぅ 

浴場 

じん ふ 


〇四 


T 又は風呂 S ひる？4きで. W 5 でさへぁれば、為を奶はず、どんな£ 

I ち かな〇ヒくガやうた / rc >. 

町でも必ず浴場を建てました。 

8 CO と小うめい だい±.く- n やづ て- つ 

最も有名な大浴場は-力，フヵ，フ散鼠つたもので、黯 S で、 二 千 Asg - L ? もがれ 


ると云ふのだから知 どろきます 

れいす2> *5 5 ^ fc 


S 中'には、1?の f : 呂、一 i ぃ^'、ごく|ぃ影、そして.その|に纪し^ 


まで設けられてあ々ます。 

忘こ^ L だけでもたいへん f のです が、 Ml にこれに im してつくられたものが、また 
實に立派なものでした。 

01^ ^ 0 fs, 5 i t n 



つてゐていづれも貧澤に出來てゐました。 

ことに艇は、^ぃぎせ*のょぅに出來てゐ.て細ぃ？ r 1 - が# , ^ベられ、ぃろ''''^な 

美レい模様を現してあぅました。 

せんもん 

羅 凱旋門 

”•せん4ん おほ く. C -3 てい とほ ぐ. C いこく 

M I 旋門は、多くの皇帝が、遠く外國を 
の忙ち艇つて Ml つた記11に建てられたもの 

m 

旋です。 

S らろんとほゐなか I ち 

門 B 丨マは勿論、遠い田舍町にもありま 
す。皆壯大華麗を極めてゐます。 

m ® lI © M には、 S . PS する！&の祭&まれてぁります。 
その,には1繫の盤？8觀のま、などが、??く|:き肥|れて霸な 

ものです〇 

10五 





げふざレの c 


5 


現在殘づてゐるもの®,中には、チッス； g 、 二 J ンチン®のも SS です Q 

1 i 配 

だ -5 ろ こと つく 

道路は 殊によく造られました。 

口 f マは小さい町から起つて、廣く領土を持つよぅにな々まし卜こ〇 

ひろ 9やうど S 

こ S く 領土を持てる よぅになつたのは、一 B : 黯した謠を髮に1めて、 齡 し 
て失はないよぅにしたからです。 

そのためにゃった好％な" II の一っに、 S を P に?<た數 

t? い r» くち wr-5 つ . 

征服した地方には-みな - 0 — マまでかずる跑をつく$ました。 

i ta 炉 みち • 

r 天下の道は すべて T マにつづく』と「？言1*が a , つてゐます。 

道路は主に軍用の 目的で截られました。一 褽 が ぁれば、 F に誔をが^ 
來る よぅにしてあつたのです。 

ち は -5 ぐ*^た* d 

もちろん、地方に も 軍風は ゐ大きな gg ゃ、 ■になれば、 T マ；^か 




ら大軍を速かに送らねばな 5 ません。 

そのために道路は、出來るだけ、まつすぐにして、大切な町と町とをつなぐことに 
し、そのためには、費用や勞力を惜しむことなくぐん^-造つたものです。 

一番早くできた軍用道路はアッピャ街道です。これは P 丨マの町から束南に向つて 
九十八哩餘の間まつすぐです。 

そんな長い間を直線にしたのですから、途中にいろ-—な邪魔物があ5ました。 
沼があれば、それを埋めてしまひ、山があれば、それを切々割つてゆきます。その 
道幅は九米位もあ j ますが、全部石をしきつめて舖裝されてあります。 

二千年の1 E、D — マでは人のゐない田舎道まで舖裝してあつたといふのだから、私 
どろくではあ及ませんか。 

すゐ だぅ 

水道 

水道も驚く程に發達してゐました。 





一〇八 

口 ~マの市外には、 もちろん 一11^ たくさんあ力ま 

すが、ずつか田射 Qgr,p#rsfxl¥ c 

かあ-^ます。 

tA » す 

マ人の住んでゐるところは、どんな 


およ 


凡そ、 P 丨 

へんぴ 

邊鄙 なところで も•ガジャでも、アフリカでも 

方、ならりつば すゐ？ でき 

必ず立派に水道が出來てゐ たのですから、 びつ 
力いたします0 


く 


口丨マ 市では 二千數 百年の昔に、きな 7 ic ? 齡 

I とほ や4 ，チプト 

道 y -つくつて遠い山から-水を引いてゐました。 

ば X ,とほ マ， 

一番遠ぃの ±r 六十 一 I も 11 くから ? r きました。 


たか 


高い土地のところ s < 墨貫き， ffi < い！^船には. 

IWL れふ ぐ. C つ 5 : 

石ャ 1 み上げて 橋を g き、その；^ に 7kr ろ 路を 





炉々、紀がとして、つづいてゐる光景は、實にさかんなものです。 

その外’港を築くことも進んでゐました。 

口 —マには.のことも、早くから考へられ、その出來上つたものは、口 —マ法 
8といつて、今でも大切にされてゐます。 

■、餐、 s ? fQ 蔚4れ f に黯 f のをっく L げてゐます。 

數に 、 a — マ itQS は-?の A ? の S することもぽな&に、 I んでゐまし 
た。 

六、 キリスト敎とローマ 

1 キリスト生る 

配！？で fl 2を M へるのに siisJ ? といふものを用ひます0 

1〇九 




せ 5 わ 


〇 


な 1 C 


昭和士一一年は—& です。 これは 何が もとになつて—のかといふと、 
i 卜が s れ备の四®を &T 兀 wr として？ ます。 

と、し&げふぐ. c ふ-*ふ 


キ 


ほんたづ 

本當はキリス 


の生れた年を紀元元 f したのですが、ぁとで4へて がると 四被 だ 
11 け違ってゐたことが f 乂 S な兀一?が 

キリストの生れた年ょり-も四姑航とい 
ふことになつたのです。 

西洋で、このやぅに キタストを ガ奶 
に F ふのは1の辦んど P ? リス 

@けぅこんじや 

卜敎信者だからです。 

近頃、日本にもたく さん 齡歡が ffl " 於 
■敎を信ずる者が 灰くなつてまい々ました。 

P 三が g 迄 J ャの1 



て、キジス 


けヴこん 


おほ 




卜と云ひます。 、_ , 

£の三 rl くも rilp を震に f キ i 卜が、彳マの"％ i : 時似 S ダヤ 

W の中へ 起れ ました。 -! 

ユダヤ A ! i は S から，流 mi して' S いた 黯 でしたが、 被に 惑して、 1 ,度、ョ—ロッ 
パとアジヤの«|-1^あるエレナレムを中心に國を建てました。 

ユダヤ As はエレナレムにあるエホパの wi ; 職を^^にして、かたい MfMS ばれてゐ 
ました。 

ユダヤ A ] i は^!_だけ、：パの漱12まもられてゐるのだと考へてゐました。 
しかし、ユダヤも口 —マの*？ V %に！：びてきた B#l に德されてしまつたのです。 

•) ん • f ' y - rf 上げス 〇 

け.れどもユダヤ人.の間には一つ.の豫言があ々ました— 

「y ^ Qgu って I て， その « が、 ュダ 1. を率ゐて世界中を從へてし—』 

じん 

それが、か*く信じられてゐます 




したが？、今こ—分1は T マに gMf < されてゐるが、 
ふよぅになると考へてゐ ました。 

ところが、そ gMq デとぃふ g が P れました。 

ィエスです。 

とほ 

ィエ sf はナザレとぃふところに r でゐた！ g - T < さんのョセフ、 
マタヤといひました。 

ョセフはを V な虹くエさんで， f から 1 らへ. 

て步きました。 

•5や -5 ど 


^3- - じぶんたちこた 〆 

今に！！丨マも自分達こ從 


かめ 

お母さんは 




町から町へ とわたり氣いてを®まれ 


丁度ィ」2以£1もム1の8ぃ十二当十五的でしたが、第の擊でぁ 

ところに泊めて貰つてゐ ました。 


と：: rh ' H は篇 If く、？して—したが、 II 腐る 

ところかあつて、突然 B f / 




f -) た I かび つかひ 

『私は神の使です 

わたこかみ 乙 

私は神の子です』 


と、云ひ出しました。 

じん •しつ KJJ -5 

ユダヤ人はびつく5しました。失望しました。 
『一だぃ！ 

ィエスが神の使だつ て、 馬鹿々力し い 

II'JV ^ S ぢ 2 ぃか J 

や i •し 

『いや！ あれは山師だよ』 

『 S : 通ひだ』 
rll 魔の使だ』 


そぅ云つて、 ィ H スを馬鹿にいたしました。 

ダャ AV は、 i の聲紀の ir っけて、 S の 一？から i 々、ユダャ A .^ を F ぎれ 








、 h ^ かいせいぽつ の だ 炉 も f 

V 世界征伐に乘$出すものと考へてゐたのです。 

たところが 、 i S 言ふことは、七までユダャ A ? が S てゐたこととはまつたく g 
輿のことをいつたものです。 

ィ H スは齡がに齡"へて F # f : を破 Mt しょぅとは 
キ しなかつたのです。 

5 ィエスの武器は r 愛』といふものでした。 

1はふ 5 せ〇ばふ はぅ至 

ス 戰爭といふ方法と違つて、說法といふ方 fe * で、 

卜 1|馬に| ? 、^1の$;.繼させょぅ，0したの 
です。 

*ぃだが 、 i S 議したところは、齡の5れた黯だけで t 、 S も S かに三十 
才から三十三才の三^!，だけで あ力ました。 

s ? v の r ェスが、たった三議しか "I しなかった。こ gt s に IIS 





にひろまり、ィユスはキリストとあがめられるよぅになつたのです。 

キリストと 云ふのは神の使 ひと 云ふ意味です。 

かふが み ゐだ U * じんぶつ ? — 

これ だけ考へて見てもィエスは偉大な人物であつたに違ひあ5ません。 

乙やうがい •しんやくせ V しよ けう tt -5 一 b やう** ん たい 

ィエスの一生涯のよぅすは、新約®書と いふ、 キリスト教の方で釦經文のよぅに大 

せつ 欠6つ なか 炉 

切にする書物の中にこまかに書いてあります。 

ゐじん 

口 —マのヶーザルも偉人です。 

ヶ—ザルは sfcf 力をもつて、歐洲を征服いたしました。しかし、今や、その口 f マはあ 
り■ません。 

ナザレのィ H スは三十三才といふ短い生涯で一生を終”ました。しかし、ィユスは 

4ん じん ひろ ぜんち 40うじやう ，しんじや t ふ JC ち 

全 ml ロッパ人から、廣く全地球上に、信者をもつて、今日までつ\*いてゐます。 

知もしろい、一一人の對照ではあ5ませんか。 . 



2 イ H ス 十字架にか、る 

ぜんち40づじ¢-5こんじや 

イエスは 全 地球上に信眷を もつてゐます。 

せ炉いぢぅ あふ 

イエスは世界中から仰がれてゐます。 

ぶリ欠く せいふく 

イエスは武力をもつて征服しませんでした。 

イエスは 世界の帝王と もいひませんでした。 

力乂力 たじ せか， て•わう • 

しかし考へてみれば、確かに イユス は世界の制 王とも s v へるでせぅ。 

イエスが死んで間もなく 口 —マ全體がキリスト私にな3まし、〇 

ユダャ入が考へた征服とは違ふが、やは” 0 I マを财 №1した ことにな るで -^ ぅ0 

イエスは撲つて從へたのではなく、愛して,1させたのです。 

せつけ -5 -C づ 1ん 

說敎したのも僅かに三年です。 

聞いた者は漁夫であつた々、}^ m ぅ數でした〇したが- 9' て、イユスはむづかしい ； g 



や、高尙な こと も決して云ひませんでした。 * 

しかし、 いくら 纪へて見ても、ユダャ人には物た^'なかつたのです。 

どぅしても、 神の子とは思へなかつたのです。 
r 我汝等に告げん。惡に敵する事勿れ』 

とか、 

『すべて我が11 i を，きて ff ? ふ者を、磐の上に家を建てたる賢き人にたとへん、雨降 
々、ゼ私 w v で、齡 t きて、その氣を打て ども、 倒る ゞ ことなし、すべて我が言を聞 
きて*行はざる者を砂の上に家を建てたる愚かなる人にたとへん』 

ユダャ W にはしつく5しないのです。これでは多年熱望してゐるユダャ王國が出來な 
いと思つたのです。 

f にユダャ人はィニスを、山師だ、詐欺•者だと -1 K つて僭くむょぅにな々、磔にし 
てしまふ 様に決議して、 a 丨マの 役人に許をもとめました。 



マの役人も 

ュダャ人の獨立を恢ぼ^ < る I であると斯断 


I < 


t 1エスた y I :- t るといふのは、つ！、 I - に靈して 

- ! If :レ i J d L h t 


し、 


エスを 刑に處する * , に！^^*をあたへ 


ました。 


舊じ 1てて'神の子として起れ、"世をナ*<はんと、轉した。譜ィエスも、¥」1的 
ユタャ人 Q 手にょつて、441 S : に一二士二 J の 一つた？—ます。 

—i て 、 f 影 f く 、 sf す S 


かれら(0>る 

ri 彼等を許せ、 そは 彼 j はかすべき P がら ざれば f 』 

なすところを 知 h ぬと、ィ i 辦臺ユ£は、, sf て二千 f 
J す。 ユ)ャ 人は 二千 謗； として、 t ; 為に i してゐます 。 f 
そこしふて、未だに、ユダ'んの村に耐の5?がぁらはれて、製を觀する_?.! 
だと信じてゐます。 




つね «• かい u 


けい/ 


ユダャ A ' は、世私中に散らばつてゐ て、 常"に世界統一の事を計畫してゐるのだと云 
はれてゐます。 

ュダャ W の！はぎ！^ m がぁって、デ漱を齡亂しょぅともくろんでゐるのだとぃ 
はれてゐます。 

ドィッでは、ひどく、このユダャ M を MI つて、國外にゼ 部、 ユダャ人を逐ひ出して.. 
しまひました。 • 

キリスト辦も、 ュダャ f を M ふ齡どはならずに、ュダャ人以外に擴まつてゆきまし- 


た ( 


ころ おじへ 炉れで匕 すなは•しと-たち 

スは殺されましたが、その敎は、彼の弟子、卽ち使徒達によつてだん^-と. 


廣く、擴まつてゆきました。 


3 キリスト敎ローマに入る 


二九 



け -5 つ t M 10 

キリスト敎を* 口丄に傳へたのは、使把の •ホ！でした。 
f 口は • f £, sl の i ぃ、 S のたくみな A ? でした。 

や fern tc 7^ ) 

初め、役人でしたが‘にキ i 卜； r なつたのです。 

•15 マ S 層®&して、を—した。 

! < A は、— if な霄をしてゐます。_の岣ゃ、ぎ2の錯 S と f 


た娘樂をた のしんでゐます。 

r ;? ぃ 。ふ、 っ—ぃ ff を、た<み| に 

7マ人は、ぞく-^ と . TB の#?；:},に Af つてゅきました。 

そして、 S £1 QH ホ•マの漱 を .g ずるょぅに f ました。 

>11 \ t • 、 1 - 丨 f —力 ： 办-ゲ 〇 5 J f If 


h て:世の，ベ4の f 薦く.：，1 f ところ—ばい 

の f と 口 f マ人は考へてきました0 



それ t、n 丨マ王を輕んずるよぅにすらなりました。 

これは- pf マく 配か%！ f へて一^* L -e す。したがつて代々の蛊帝は、キリス►敎 
をたいへん i ひました。キリスト敎徒を迫害いたしました。 

ネロ 義‘の： g きは、 キリスト 雰の羅 fi を F ったもの？。 

T 5 l^ 、その®:-、。—マ. TfT 1 - に'^ AA がぁって、。—マの町の九半が燒けてし まひました。 

ナ け -5 と ぜ 4 

ネ n が1制が、 D — マをきいたものはキリスト歡きであるとなし、キリスト敎徒を全 
斯捕へてしまひました。 ， 

そして'111?の#?に*!ってきた题觀 Aif の? ip 、その. rffil 船の W' 5 貪としたり、幾 
十截とぃふ44 fl 木を^に f て尬ベて、これに*リスト辦徒を釘付けにし、其の下に 
_を i み歡ねて、！§き飯すよぅなむごたらしいことをいたしました。 . 

キリストの ^:^,で、•ホ— 口と # t に% 1 紋な人に. ヘテロと いふのがあ-^ます。 

.ホ —0 も-ベテ U も、この 時に十字架で殺されてしまひました。 



ゥ 11111 

これに！！いて有名な話がぁ”ます。 

»- き ナ*? 

ベテロも、ボ f 口も、その身が危險になつてきました0 

そこでベテロは暫く、口 —マを避けて"時機を待たぅといたしました。 

ycsu ぅじぶふ史へぁ ら ？ ノ I 3 ク 

光 日 力 自分の前に現はれた と 思 ふと、そこに キリストの 务がはつき” と見えまし 
た。 

じぶんはんたい I 上 

キリストは自分と反對に、 C 2 — マの町をさして步いてゆかれます。 

•ヘテロはびつく.^いたしました。そして、：^の5 はして ダれたキリスト 
の愛に喜び、 a !!- 8 ®^ にひざまづき、 M * 1はず、 

af 

いつくにゆかれますか』 

3け 

と> 叫びました。 



すると、 キリスト はおごそかな聲で 

£へ たみみす 3 » じぶ-? ふ.£、» 

r お前が、かはいそぅなローマの民を見捨て ゞ 去つて行くから、自分が再び行くの 
だ、そして、また磔になるのだ』 

と、 聞えました。 

¢.•5くわい S ど た ひと*.と：^ 

ベテ p は、たいそぅ後悔して、すぐ P — マに、戾つて、他の人々と共に、どんな和 
そろしい迫害も恐れないで • 道いたしました。 

しかし、遂に捕へられて、十字架上に殺されてしまひました。 

.ホー p も、 同じ蓮命を逃れる ことが 出來ませんでした。 

けうと ばくがい 

キリスト敎徒の迫害はそれからもつ V きました。 

名高い、賢い皇 f でさへも、度々かれ等を迫害いたしました。 

しかしキリスト敎信者は、地下に、數百^|にわたる地下室を設けた ぅ、 秘密 o < 會 g 
をつくつた$して、信仰をつ ゞ けました。 



殊に、 


を、しへため 


エスが敎の鼠に、一身を皆^にしたと 


二四 

け -5 と 


のために喜んで死につかせたものです。 


であると SI した。に？つて把ねば 


いふ例が、キリスト紀徒をして、*紀 
敎のために死ぬことはこのムもない^ fMt な*," 


お.しへ 


. , ぐ5 ^キリストと共に i ? s に W れるの 
たと信じ—せました。こん生合でしたからどぅしても- け， 

出來ませんでした。 


▼キリスト敎をなくすこと^ 


のち 


つひ 、しんか -5 19>ス 


$1、 f 、 f f f ので、し sli 卜 f く 
敎にまでなつてしまつたのです。 


だぃ， 


L' ). 乙んか -5A から 

恐ろしいものは信仰の 力です C 


代々の皇帝が必死になつて、禁 f をした、 
てしまつたのです。 


けぅ つひ 


キリスト敎は落に D - マ QS とまでなつ 



七、ローマ帝國衰ふ 


I 口 丨 


の皇帝 


大い№-5 

英雄、 


ぅたが 


ヶ—ザルは、^!^^なるががあるのであらぅと驗はれて、殺されました。 
それは口丨マ パが、おをもとめる威齡であつたことと、祕間のひ一人に威張られる 

のが嫌であつたからです。 气 ミ— — 
しかし、 I マが' S ずの T 3になつて、口丨マが榮へて、口 —マ人は思ふ存分の 




1 i 澤が出來るようにな i ました。 

そこで、口-マじんは、たびく_のけ® vfl ふ91なくして、 f たいと 
へるように f ましたから、一に'ても V と自歉と『へるようになつた 



て • i , • < • |ノ 

のです。 かうして D 丨マ墓 ®< と—ことにな力ました。 

1し f し、鬚になつた A ? 勢も、：るだけ* T マ AV - を S しませるょうに、 T マ 
人に好かうに55かなければ f 患ん。—いふ g — ることは、 g し 
て口 i 人のた；? r い"と S ないので f もと T ' んは g ¥! して i 
しみた.^ために王樣をたてたのですからやむを#^ません . 

したがつて*これからますますを、き |のない、 «?£む、|い_ 
にしてしまひます。 

u ? sfl をしづめ、 Sri 一した13ぃひんでしたが、 f は*!のぁる、 
立派な人ばかりが出てくるといふ||けに—ません。 

のち く- C -5 てい 

後 S 帝も • ' た U ば、ァクグスッスが、たいへん g かつたから、その A ? の観をし 
たつて、その f I にしたとか、? I 孕1。を@43せしめて、#についたと 
かいふの I せんから、1 ぐと いふ©で—せんでした。 



く- C -5 ていで 3- けつきょく S くに 

p 丨マに皇帝が出來てみたが、結局うまく行かなかつたといふのも國のな5たちが 
ょくなかつたからでせう。 

このょうに口 —マの皇帝は今のョーロッパや支那の王様とは、たいへん違ひます。 
勿論、日本の天皇とは、全,違つたものです。 

支那に出來た國々も、ずいぶん厄介な、困つた國が多かつたのですが、それでも、 

t なじふ てんし b う とく た炉 ひと てん めいれい ，&4が 

支那人は、天子といつて、王になるのは、德の高い人が天の命令でなるのだと、考へ 
てゐましたから、王様が、惡い事をしないかぎ々尊敬されてゐました。 

0— マの皇帝には尊敬される理由といふものがあ力ませんでした。 

皇帝の位が、尊いものだなどと考へる者があ々ませんでした。 

誰で% • が、勝手になれる皇帝の位です。これでは決してうまくゆくものではあ力ま 
せんし、ょい皇帝ばかり出て くるとも かぎらないでせう。 

從つて、後には、皇帝を脅してやめさせ、自分が代つてなるとか、戰5を粒して、 



gr—、S を* I つてその *！ で甏 r ると s つた， 者 v 出 J い—した。 

，> ,I •.こ'> *■ T ^- ^7プ 


ぐんたい t しな 

軍隊を養 C 

t ぜんてんか みだ 


二八 


乙ぜんてんか 、だ 

さぅなれば、自然天下が亂れなければな”ません 

ぐんたい 


か/.がへ 


び隊といっても、7マの鬆は“の1ぜすから、唐 fe して#とぃふ 


考など毛頭あ5ません。 

自 ilvSI^^g^sJ^I^^Tr-^T'gprit 

いことに—つかぅ、なんと$てゐるのですから、たま—せん。 

9 L , がつて P , マの皇帝；^軍於に氣にいられるよぅにもしなければな々ません。 
氣にいらなければすぐ® L ? を艇します。 

そんな譯で、九十二十三 A 5 も囊ザかはった こと もぁ' 一 0# L * に六 v 九もぁ 
ちらこちらに皇帝が出た こと もあ 9 ます C 
昔の、1びてきた餛の pl>Af とは、.^怒#*—、かはつて.來ました ( 

/ c^r 


こんな t — では、もぅ T マも5く？くわけがあ—せん。1'びて rf 



域領の國帝馬羅の代時スツスグウア 


2 ローマの黄金時代 


口 —マの黄金時代は、なんと云つてもやは5アゥ 
•クスッス大帝時代でぁ力ました。 

大帝は、德もぁ5、實力もぁつたものですから、 
したがつて天下もょく治まぅました。 

ゲまでつ^いて來た惡い政治は改まるし、 P — マ 
の町も美しくなる、皇帝は、 

『朕は煉笼の町を大理石にした』 

と、自らも云つてゐるように、帝都を立派にいたし 
ました。 


二九 

































































辦11ゃ、辦艇がことも辦齡じたので、截齡ゃ、文人がたくさん出ましたから、この 
時槪を PI マの黄金時代と云つてゐます。 

つぎ やう*し た 丨 

アウ グスツスの次には養子のチべリウスが立ちました 

チべリク 5 ， s ^ l い A ? で、 髮 た辯をたくさんしたし、力”グー フ氣と云ふのは 
で®- に 船され、グラウヂクス 新は軍亂に擁尤 されて、 皇帝になつたもの、この 

のィ 7 ^ を渥した S です。 

ィギリス齡はその齡、ブルタニヤと 〔 K つてボ歡な&でした が、 グラウヂウス帝は、 
こ ゞ に口 —マのふ文化を傳へました。 

そのた他、ァフリヵの一辦のは牵パレノヵン f - I ぎ影ヤの■と S を獻 

げた立派な記帝でした。 , 

その^?のネ paA 矿 tt '、 キリスト 敎のところでも、一寸書いて^きましたがこの皇 

® は「 1! ん I 5 と 5 1 ' た K が S 々がぃ、 S に、 fi の S になってゐます。 




落の M の3 i 王 V 口 —マのネロは世1に 
於ける一一大暴君であります。 

t m が を 3 i 

したがつて、世の中がぅまく治るわけがあ 
馬りません。內亂が起つて、ゲ H スパシャヌス 
時が鎭定して ip ? 位しました。 

代ゲユスパシャヌス^ f ; は、義ぃのけ * 1 151 を ひ 
® ろげて、ほ4齡の 齡 巧らしく、 皇帝の 位をかた 
族めました。 

生 紀に！ |ii きました、コロセゥムを起したのも 

活 ひと D 

この人であります。 

ユダャバの喊、ユルナレムを完全に陷‘れ 
ユダャ W を現1のよぅな放浪の民になら.しめ 












二-三 

たのも、この皇帝です。 

ユダャ人は故鄕を逐はれて I これから二千年、亡國の民、放浪の民としての生活を 

つ V けるよぅになりました。 

ユダャ人を故鄕から逐つた 
のは、實際に征伐に I 打つた皇 
子のチッスです。チッスは父 
の後を繼いで卽位し 、 n P セ 
市ウムを完成させました。 

チッス帝の時の大きな出來 





4 

'こ」“ 

4J 



くわざふぼんラち 

す。この火山は一晩の中にボンべィ* 


ごと , 

事としては ィタソ^ のクエス 

く. C ざん だいはれつ 

ゲィォ火山の大破裂があ P ま 

i ち はい ，した うづ 

クラネクム の町を灰の下に埋めて しま ひま 






した。 

取鉛になつて、ボンペィの町*が掘りはじめられてゐますが、その頃の住民が逃げる 
ことも W " 來ず、苦しんだ姿のま ゞ 、化石みたいになつて*出て くると いふことです。 
似 M の越制 F & しばらく船て、ネルゲァ統のぎ帝が五代つ^きます。 

ぜんてい 

ネルゲア、トラヤヌス、ハドリヤヌス、ピウス、アウレウスで、口 —マの五善帝と 

1 k ひ、その治世八十影年間がローマ極1<時代です。 

トラヤヌス 皇帝はまた-'—領土を擴張してアラ ビヤ 方面まで征伐して、 口 —マの 
H 地 r 一 1|くし ^?。ビゥ^は.」支ぎのポにまで?|をょこし、落では8と 
呼んでゐます。これからは名君も出なくな つて、 P 丨マ .帝國が愈々％解に近づいてゆ 
きます0 

3 分裂する ローマ 

一三三 




だい ていこく 0-5*/ い きは じふ*しん ゆる く. C うて•- 6の 

大 C 丨マ帝國として、隆盛を極めた P — マも、人心が弛み、皇帝にもすぐれた者が 
出なくなつて•次第に衰へて行きます。 

かつて■詩人が、 _ 

ローマの滅びる時は 
また世界も滅びん 

ころ 乙、ろ& じん ことで啓 

と、ぅたつたのですが、その頃の心持ちを PI マ人は、もちつ\'ける事が出來なかつ 
たのです。 

紀元二〇〇年頃から、軍隊.が、わがま、にな5、51111帝の威力が一 f へてから辻、口 I 

だいて いこく 1 C ん を 3 

マの ょぅな 大帝國を、一人では治め きれなくな つてきました。 

それで紀元二八四年に、ヂォクレチヤヌスが、皇帝となると 、 P 丨マを 四つに仕切 
つて、四人で分括して治めることにしました。 

と4 い 1 J こかた あらた じ をさ 

それと共に政治の仕方もいろ-^--と改めましたから 、 P !マも一時ょく治ま P まし 



た0 

ブ 会 
けれども動航がなくなって、また^^。—マは亂 
れました。 

雜 n ン'スタンチヌス®が lal はれる と、っ 遂に口 —マの 
馬啦.をぎて ゞ ョーロッパとァジャとの氣ひ近くにぁるビ 
國ザン チウ ム に ^*"移してしまひました。 

|£じ i ち 

分 ロ ー マ、 ロ ーマの始まつたローマの町、口 — マの 
裂® ,: 把から齡えられた口 —マの町、美しい口 —マの都 
圖をぎて ゞ 、コンスタンチヌスは都を移してしまひま 
した。 

じん r - V -0 

口丨マ TlT ^ ctt " んでゐる口 - X もすつか々心がく 






















-£. へぃたぃら f :； 

ローマ市にゐる兵隊は亂暴でした。 

了マの市民は皇帝をぁ—奶まぬ。5?の舞をきかぬ■をもってゐました。 

そ5!2手を燒ぃたコンスタンチヌス新は、 口 I マ#を ■って 歡に齡^ ，ビザンチゥ 

ムに移しコンスタンチノーブルと1ム* 1 つけま 
h した。し.かし、これが口 —マをゼきく二つにが齡 

ス げ*^1*ん 

夕 させる原因になつたのです。 

乎 •し ちう、し. -0 

. 5 T 口 —マ 市を中心にした T 7 I マとコンスタンチノ 
料 I ブルを中心にした D f マ、その皆 テォドシゥス 
齡は、丨マを g に8にゎけて、^の忘に 

— J <|_<^ V ‘ ■"* 、 〇ガ C ていこ く 1 C 、し て* C . く 

配けて力らローマは東口 f マ帝國と、西 ef マ取國と分かれてしまふのです0 

だいていこく つひ --fa ほ 

火帝國 Df マも、遂に大きなからだをもてあます0#"がきたのです。それ tt 口 f マこ 
力がなくなつ•た事を示すものです。 










一一つに釔齡した、®い ー マは、ゼ I マの一妒ではあ P ますが、もう I マとは云 

え心 

へな、でせ う。 もちろん、 ィタリ I とは緣がなくなりました。 

g 口丄 だけが ィタ！ に&あ9ます。袋にな？しまつ5 —マ、これから 
小さくしてみて r たしてながくつ-' C けることができたでせうか。 

g L 化のからだをもてあました ロ ーマ、 そこにこんどは實に思ひがけない敵が? L . はれ 
ました。この i は" 4 齡に、^§1%雨のょぅに齡1の惑|きまく|した。 

4 ゲルマン民族の移動 

口 —マが^ へか、った势から、ョ-ロッ パには、たぃへんな事件が起々ました。 
パ縱.£ 0 にまたと a " られない 姑 事# 1 です。 

ョ— ロッパの穿はこの動から、震徵ってしまふのです。 

.»t じ W » は -5 ru 

C しく S 1 ふと、^^ T のョ I ロツパ は、これから始まつたと云つた方がい、かも知れ 
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ません。 


. みんぞく あたら ぶん乙 !£«• き 

そ才はケルマン民族といふ新しい分子が ョ f D ッパに入つて來た といふのです。 


ィギリスで も、 フランスでも、ドィツでも、みんなゲルマン民^<です0 

» ぜんぜんちが みんぞく 芒ふた||» .. き 

キリシャや C — マと全然違ふ民族が、ョ I 〇ツバ全體に入々こんで來まし JJO 


したがつて、ギリシャ、口 f マ!'と、ゲルマンー J ^ p - s ;? ■がの ョ f ロッパ は、 たい 
へん違つた姿になつた譯です。 

げ：^い だ VI .ぶ5 、し上こく—ぞ 

現代の大部分のョー P ッパ諸國の先祖が、>リシ ャ、 D 丨マではないのです c 

•^が1?かい tt じ i い 

違つた世界が、 ml ロッパ に始つたと云つてい ゞ でせぅ。 

。ッパを形成する民施の好故動が行 «:" れました。 . 

ころ7+ んぞく P 九..？？ く 

この頃のヶルマン民族は、たいへんに野勤な！^族でした。 

靡で、 SS で、厨を紙む1くでした。これに f て、 1マじ んは 1 かリ 

げんき みんぞく 

元氣のなくなつた民族となつてゐました。 


げんざ％ 

現在ョ 



それでも口—マが 威繫 £4 J つた i 代には、 なかくに口 

ほく«:う №5ひを 


マこ入りこむこと 


も K 來 K PK に1んでゐたのです 

►しつじ〇^クナん じん I , 


ところ1だつた口 —マ A ^* も、ぜいたくに I 、さ"にふけ！うになつ 
てからだんくと i 8が sT < f 、 ㈣ に—ことを MI ふょうに f ました。 

かうぃふ g に if ST に！は S と？ても、そ S 家—— 

大きな原因です。 

おごる^ r %は^しからず、といふ懸もあります T !» 

そこ VU 、 口-マ'3&、口-マ AV をもつて0<をきるといふことが出來なくなつて L 
まつたの？。しかたがないから、繫に把 んでゐ た、影なゲルマン 人 S つて 
劣 i にしたの？。ゲルマン 人は?!んで 、口— マの免隊; tfH し1^ 


このゲルマン A ^ のへ4齡がだん^^*?をましてくると、 M fc しろ强い民族ですからた 


し^^-こ、のさばつてくるようになりました。 
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口 —マの ft . 治に デ 涉する、街には ss vj 磬に！^ぇてしまふとぃふ g な* 5 i s でがつ 

ょぅになつたのは、前に**ぃた肥 V です。 

かぅなれば、 pf マ帝國の威信なんてものは、ま 
ゲ つたくなくなつてしまつたものといつてもい ゞ でせ 

ル 50 

ン 大ローマのぎ氣が、ゲルマンバの範齡にょつて> 

諸おにされ、繫もゲ0ムの—/1 

移るといふことになつたのですからいくら、* 1 -配つて 

動 じん . 

略みても、もはや口 —マ人は、ゲルマン c ^ 
圖… . 〆 み 

つてしまつたと見るべきでせぅ0 

この野*ァジャから、^|古滅の一槪のフン擬とぃ 

たいさ 上 う〇& 

ふのが、大擧して、ョ fD ッパに；^つて來ました0 
































こ51^れて、ョ i ッんでゐたゴ—卜 M といふのが、 1 マの國の 

IX う はい こと 〆 IO 

方に入つてくる事になりました 

これから、® SM が、# ひつ、 ii .^ はれつ、巧移 Kit することになる のです。 

口 1 マは親くなって • S に■してしまふ。，—マは、ぎ動して來た T 卜人 

に、 し ひが、し せ/ - S 0 

を§つて、祀口|マを攻めさせる。西口丨マは、東1マと戰爭をはじめて、コ|卜 
W と Sr と、 いった?: 1 に：—マが 15! 間？ 「 S めた から、 的まで T マの_ぅに 
g んでゐたゲルマンパが 一に口 —マ pft ? に、なだれをぅ？，入‘んで來てしま 
ひました。 

T 卜 g も：ヶル.マン16齡の一一です。 

1 ル A 5 して妒たゲルマン威 M は、忽ちにして。1マに攻擊してくる fg ' になつてしまひ 
ましたから、 0 — マ國办は^<騷動となつてしまひました。 
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5 


D 丨マ滅ぶ 



ロッパに入々こんで來ます。 


じふ た • 

ゲルマン人は， ローマ ー帶をふみにじつてゐます。 
そのゲルマン人を逐つて來た、アジヤ A 5 銳フン殿は、 
次銳にョ 

フ M とぃふのが、また Ilf •輪®でした。5?をァッ 
チラと S 1 - って、ァッチラ 却 の 51 は PS 、 & II 鬆 のょ 
ぅでした。 

ぐんぜい す 


この軍勢が過ぎると、すべてのものが«?||されてゐま 


した„ 


たち w 


プ 7*.s-5-5 ち -5 ぶ »?►* p 1 ?*-- V f ^ 

アッチラは、忽ちの中に中部ョ—ロッパを占領し、島 p — is を齡がへて、献口 

•せ i 

丨マに迫つてゆきました。 






じん«5 - 〇 

3丨レツパは、アジヤ人のために滅ぼされてしまひそぅにな5ました 

レ含ほひ 

知そ'5しい勢です。 

じ A 

知どろいたのは、ヨ— ロツパ人です。 


-C ナ 炉れら だいどぅだんけつ 

PI マ A .^ だ、ゲルマン人だといつてゐる if にゆきません。彼等は大同團結して、フン 


ぞく だいけつせん ^ - -〇 

族と一大決戰をすることにな P ました 


とう5く おほ ： i . メぺ‘ 

ベリ—の氣北にカタラウヌスといふ大きな原野があ i ます 


げんや 


こ、で、と sAtl パン■、が一 sf する#—にな々ました。 


だいけつせふ 


b -5 匕よくじん619>だい亡ん3-5 

黃白人種の一大戰爭です 


と-5ぐん - C -5 

東軍の王はアッチラ 

せいぐふ 乙-®-うに，し ていこく しやう 

西軍の將は西 S 丨マ帝國の將アユチゥ 


に.し 

西ゴ 


わう ^ 
.王テトドリック、アラン王 


9やづみんぞくせ^がはら炉つせん — 

M 民族の關原の合戰です 
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か I 四四 

ァッチラは f i った袭を P て、紀14と？7 J\ist んで妒 まし 
た。 

た D-V かひ ぐふ なげ 争 B . &• i 

戰は，アツ チラ 軍の投槍 によつて亂始されました0 
兩軍は、しばらく投槍戰 をやつて ゐ ましたが、アツチラは 5:下の 還を 1 ひて、ま 

れん力ふぐん-5-5あ -5 とつば て& • U 

つしぐら y 聯合軍 Q 中央を突破して、敵を二つに_ さしてしまひました。 

っ ゞ ぃて疾 ffi - 迅1 i ゅ數で右 Kt をまもる。®? T ド* X の鱗®5に gy たしました。 
会5-卜 KJr ックは 群 ■ にたち、 P 」 を紀 r てゐたが、 r 、 ，■に 
當つて积から4ち、索 o fc 1ゆに、 SVj れてしま；3ました。 

たゝかひ じつ 

この戰は實にものすごいものでした。 

たった一日でしたが、兩軍の！^1 J tfc 影と s v はれて ゐます。 

4 く雨がな“て；メ r てゐた r 川 v 聽 r : iv 込んだ r 死教の餡は、た g 
ち河をなして、流れたと傳へられて ゐます。 



その器齡 ® I もな く、 勢 S ' してゐたが、.所口 —マの紙ァエチゥスは、たとへ天佑に 
ょつてフン.族を全滅させても、 かの， 西ゴ f 卜 人が必すロ ー マに 仇をするに違ひな) 
むしろ 益の sicli ' ilf して S て、ゲルマン i ?® と繫せた S が得 S でぁるとぎへつ 
ぃたので、 SI に stlf 解ぃて■いはじめた。 

I こ* 办 じ K ん i ぐん . 

アツチラもふ 不議に1つたが、 t がかへつて佇くので、自分も一先づ軍をかへしま 


した。 


かぅして、^ esMi 4 f のは綮かれとなつてしまひました。 

しかし、配！マ命@1<は、その衝ながくつ2く事が出來ませんでした。 

配®£四七六^ゲルマンハォドヮヶルといふ^®のために滅されてしまひました。 

の戴 s は ^ SI 七五三被から、 H 口—.^ t , まで、* ,1 に千二百一一十九年の#* 

I 4 \し c ky > Kr r> 


^ tw にわたつて齡ぇたのでぁ$ましたが、船 A 5 纪 ®'< ゲルマン人の爲に遂に滅びてしま 
ひました。 

一四五 



我が雄略天皇の御代であ P ます。 

榮えに榮えた大0丨マも遂に滅びました。 

■そ水は何故でせう。 

'つま5 、 n — マ人が弱くなつて、 周々 の蠻族を1 ぎきれ なくなつたからです0 
なぜ弱くなつたのでせう。 

それは 、 P — マがあま々榮えた爲に、先祖たちの國を興した千辛!^古を結れてしま 

&く *» ふが 

.ひ，樂をすることばか$考へるようになつたからです。 

ローマはゲルマン人といふ强い野蠻人に亡ぼされました。 

しかし、若しも口 —マ人が*昔の BI マ入のように質實剛健であ々、氣國の至 Mr に 

S じんく & ゐ う やぶ 

燃えてゐたら、ゲルマン人位はわけもなく打ち歌ることが、できたにちがひあ 及ま41 
ん〇 


マ人を t :- ぼしたのは a 丨マ人自身であつたといはねばなりません。 



こ、で、 PI マの麟がが*!ますが、 PI マの歷史は私達にいろ*—--なことを敎へ 
てゐます。 

sr — マの齡ぇたことに製び、5びたことに S て、一^な#，;^4をなしと 
げる國民になれる よぅ 心掛けなければな5ません。 

八、中世のイタリー 

1 ローマ 法王 

大ロ ーマ 帝國は遂にほろびた。 

民良の爭にほろびた。 

?|入 V ノ マン■は、 tl の S を一 i してしまひました。 Si のて 1 を 一! i に1:散 
らしました。 



一四 A 

ゲルマンじ-?の151でした。 . 

しかし、彼等は强壯かした。 

かれら がぅけん&ふぅ と 

彼等は剛健の氣風に富んでゐまじた。 

彼等は信義に富み、武勇にすぐれてゐました。 

かれら&んべん どくりつ きふ V と « 

彼等は勤勉で•獨立の氣風に富んでゐました。 

これが：ヶ〇ン■の S の£です。丨“の獻ぃ?!\^ってくると、 
こにいくつかの國を建てました。 

かれら れ &•し 、しん0¢ く はじ 

彼等の歴史は侵略から始まつてゐます。 

彼等は P 丨マ人の長所を學ぶ事も忘れませんでした。 

s : s 露な P もやがて を 鏡き"上げた、ィ？ス 、フランス、ドィッ、 

く 1 C 

ランダ. P シヤなどの國となつてゆきます。 

かぅした舊に？っ ては 、， llfl した、 TT L - ns ! r . J とが ^ません。 




そ 



これから先ィタリ""半^.はながく、ゲルマン人のために幾つかの小國に分裂させら 
れた5、一ぼされたりして、立派な國が出來ませんでした。 

しかし、ゲルマン Ai は、こ古 ^- a — マ'^0<を t ' l ぼしましたが、 口| マの文化は大切に 
いたしました。 

マの対似と龄に齡えた キリスト 敎には敬服いたしました。 

そこで pf マ新®!はぱびましたが、 P ! マの^ i 4 tu と、キリスト敎だ けは、ィ タリ f 
の± 4 地と4 T に殘ぅました。 

殊に キリスト 敎の勢は益々盛んになりました。 

キリスト 私は、 n — ロッパ_にゆきわたつ て、 上は帝王から、下は百姓に至る 
までの心を支配することにな^''まし■た。 

その キリスト $の¥以 ±111" が B — マの町でした。口 — マ 敎會でした。この敎會の頭が 
n 丨マ 法王です。 

一四九 



T マ法王は-ィタリ ffe ± IJ 15 をもつて、纪ョ I ッバを s :Kr する！！の g がをず 
てゐました。帝王ょ ■ 5 も 法王の方が一そぅ古 1 い 挺 e あつて、纪ョ f p ッパを- ^ 1 -虹して 
ゐまし^。 

口丨マ帝 S 亡びてしまひましたが、 if? 丨 マは、 ft 1 ' 11 として ヂ 丨ロッ 
パの中心地であ5ました。 

いみ ご V *じ • のこ 

今口 —マに行つて見ますと、セント • T 夕-大寺と S 1 ふのが殘つてゐます。 

だいじゐふ み H : ふ b -5. せ-~ょく 

この大寺院を見ただけで、口 f マ法壬が、どんなに勢^;; をもつてゐ たか \'わか々ま 
す。**そらく世界にこれ程大きな寺院はないで せぅ。 

ぜんぶ せ ar -5 い <5 おく 公が y ^ 、ン 

全部が石造で、入々口から奥までの長さが約ーニ八米、幅は廣いところが一五以^; 
も あ $ ます。 

その ！ i ?, には齡ぃ [11!露の 歡 が1。この al 根の ■、には紀の L が^ぃ 
てゐ ます。十字架までの 11 さが一二; I で口丨マの^:から益繼がたところから 



も、この？ i い阆屋根が白く光つて眺められます。 . 

このギ齡が吳ゼるには一〇〇還ゼもか占てゐます。 

2法王の破門 

齡 0 # L の齡赶の*?ヂどんなものでぁった かといふ' 例に 一っの ずん な ^ 話をいたしませ 
50 

I マ磬の？に1歲グレゴ - I 七 S といふ A ? がぁらはれました。 

グレゴリ—七世は列國の君主の 
E に1ユつて世^ r の王となぅ、列國 
の^^直^^に代って裁判し、 
世界から戰爭をなくしてしまひた 
いと考へてゐました。 

一五一 





グ 




















五二 


ところが/その頃、ドイツヘン？四 g といふ、これも§がゐまし今 
ヘン I 四 1 .グレ f - 七 f 反一して、 證 IlIii をひらぃて、 

グレコ七世を廢 してしまひました。 


英傑 グレ•コリ f セ！ T は.：^いに ?* : て * iilsral してし まひ まし』こ。 

そして：トイッ■に f て、襲猶に1して■をつくすい,—制 

t ブこ〇 


じました 

3すが 


流石のへ ンジ f 四! r も！ f いに g つてしまひました。 

真國内に f 令がゅきI いだけ— なく竹—、髮を M してし— ぅと S る 
者も出て來たのだからた ま”ません。 

の 時代に ぁつて：^破門1 ^ ■ろしい g は—つたのです。 

セ i ^ ,c t l . 


こ 


ヘンリ f 四世も、とぅ> 


f 六 f 3 

、頭を下げなければ ならなくなりまし，->〇 

その年も暮れょぅとする私に、：3說、§|私ど義のか YA U の£を# I なつ 



ただけで、本國を出發し、遙々と ィタ リ！にむかひました。 

逆中にアル。 フス 山がぁ5ます。 

贫のア< ブス越えですから、まことに困難な旅です。 

妒る齡は響！/觀ひを i ゃ し、％ る I は" 1 をはって、 S な^ぇをぃしまし 
た。 

f 阢されたばかりの艱難辛苦です。 

やぅやくにしてィタリ|に入ぅ、グレ ゴリ— 法王のゐる カノ ツナ城に急ぎました。 
カノツナの一 Me をつた法王は、皇帝が來ても、容易に面會を許しません。 

儀(± 1 '\裝がなく、髮&*德いたとぃふことを冠すために、^1着1^ぎす 

て、、 T ^ ぎばか i とな々、 船 も 1いで、跣足と な々、 寒さに傑へながら、 f の門前に 
立つてゐました0 

なんとみじめな有様ではぁ”ませんか。 




ゃ 皇 A 

う力帝？ 

や ノ はい 

くツか 
のナう 
事 I 城$し 
で主 t て 
面ウの 1 * 、 

接！マ三 

許ずノレ夜ゃ 
さ J ダも 

^ $ふ ii fc 

ま人无つ 
しはて 
' あゐ 
また 
5 の 
にで 
氣*十 
の 〇 
泰ど 

とく 

思 t 

つ 

て 


た 


に. 

い 

ろ 


S 

四 


と 


な 

し 


ぜつだい 

絕大なものであ力ました。 


嵩 tt 1 ' 辫 gv 人り.、 r て1の. 

足下にひれ伏し、11くその№2を'^して、 
わづかに破門の# ■ が許されて、 ドィツに 
かへることが出來ました。 

3 十字軍 

^|^:5、、卜 はふゎゥせVょくじっ 

中世に於けるローマ法王の勢力は實に. 


タリ丨 id 、 ド 


、- C うてい をさ 


ィツ皇帝に治められてゐました。 こ1が、 


はふわ -5 つね、し？ 

マ法王を常に守護し 













て ゐました。 このドィッ 皇帝を神聖 〇丨マ 皇帝と云ひました。 

P 世のョー 〇ッパは、神聖口 —マ皇帝と 、 P — マ法王によつて支配されてゐました0 
ョ ー D ッパの全部はキリスト敎で支配されてゐたのです。 

學問でも、藝術でも、みな キリスト 敎のためのものでした。 

裁判もキリスト教の僧侶がやリました。 

ョー B ッバは キリスト 敎といふ色に塗られてしまひました。 

迷信は戚行する、不善は行はれ、窮 S 4 な、暗い世の中となリました。 
f の¥で、雲が 一® くて、％に 繼、 キ1卜 一を P する、§5#^が、 
尊敬され、一般庶民はみじめな階級となつてゐました。 

じだい な炉 おほ へんく . C お q 

ところが、かぅいふ時代がくづれて、ョ10ッパの中に、また^-大きな變化が起 
P ました。 

ぼち じん ため せん y やう 

それは、キリストの墓地のある、エルナレムがトルコ人の爲に占領されてしまつた 

一五五 



ので、 これをと—へした 


五六 


ことであります。 


1 



トルコ人を征伐して、 H ルナ レムを 1 R 4 りか 
へさなくてはならぬ f 


ぜん 


じん 


全ョー 〇ッパ A は十字架を かざして、起ち 

ぁが 

上ぅました。 

かび 

1 OT のために、 H ルナ レムをとり-かヽす。 
神の知ぼしめしの戰制だ、 

神は我等を まもり 給 ふ。 

ョ fp ッパ A は神の簞隊として、 トルコこ！！ 

せレ 

征を いたしました。 

それが彼等のっとめでぁぅ、漱の獻 C 齡す 

-«-& た、かひか .一ん 

ることが出來る、■この^ も 勝てる と 信じて 





ゐたのです、 

この戰を十字軍戰爭と呼んでゐます。 

ところが、この戰爭を- OQ 年もつ. ' c けましたが、 
遂に勝つ事が出來ませんでした。 

トルコ軍に神罰も^らなければ、十字軍に神か祝 
福 もぁ汐 ませんでした。 

十字軍の九では子供十字軍まで_出征したのですが 
この子供達は多く戰死し、僅かに H デブトに逃げた 
落も全部奴隸に賣られてしまひました。 

じん 炉みさ4 

かぅなると，ョー a ッパ人も神樣にこりすぎてゐ 
た事に馬鹿々々しくなつてきます。 

今まで法王を尊敬しすぎてゐたことが不思議にな 























一五八 

づてきます。 

ョ— ロッ A . の?!?巧 tv が2に?な黯が5ってきました。 

そしてなほ的までの装% , かがも、給く滅びてしまったので、把の村の#?デも裝 
變つてまいりました。 

これに 從つて、法王の «' 力といふ もの.も 4 1 まで ®, ^,齡んにならなくなぅました。 

ョ f D ツバには大きな變化がまた起力はじめました。 

4 水の都ヴ H I ース 

ィタリ f の北部にゲ： I 2 ぃふ WI がぁ！す。四对が J でかこまれた/ 1^ さな. _ 
體が町になつてゐます。 

小さな島に、多くの人が住んで、たくさんの象へが勸てられてゐますから、•卽纪11は 
ほとんど? ^ f ってしまひ、！ f 地は si 5 なく、 grl めて 一 の 一 ぃものです。 



しかし海中の島ですから、細い河が、縦横に通つてゐて、島の人は、陸の道路よ 5 
も、この 狹まい川を船で往來するのを便利としてゐます。まるで、グ H 一； スは水の中 
から生れ出たよぅな町ですから、水の都と呼ばれてゐます。 

このゲニ >1スの町は中世の頃、今から五六百年程の昔に盛んになつた町です。 
十字軍戰爭によつて、武士階級が衰えてきました。 

武士達は、戰爭のために、その財産を失ひ、いろ—の權利も町人に賣つて戰ひま 
した。負け戰を、二〇〇年もつ ゞ けたのですから、戰死者も多いし、勢力もなくなつ 
て、武士達はだん-—と亡びて行きました。 

その頃、町人達は武士が城をつくつて住んでゐるのに對して、一つの町をつく々、 
その町が一つの國のように獨立してゐました。 

町人達は、十字軍戰爭によつて、新しい東洋の世界のあることを知$ました。 
その他•いろ^-^な知識を得ました。 


!五九 




これから^ Til は、 . ip 、 M のぎ 、 gp 
働きました。 

? ースの齡^街に11^|?ぃたし-^した。 

こみん おほ T 5-5-5** ふ」 . 

H 市民は大きな地中紀を船で^!1奶にずり赋はして歉啦 

-I /\ fc Av C ? 、 
:の國々と、ョ f ロッパの'との «?!!を5 たので 

す0 

疖 

の從ってゲ：； V 町 V 对そぅも C 町"とな 

fc 5つ f£y tr^l\ iJJ : 

光”、他の立派な國々と！！！じよぅ i /% かくが あ—した。 
ゥ rl スは、金持ちの町でしたから、护 P ?? こ±纪 

ば てら ごてん 一 

r な^寺や、御殿が たくさんあ5 ます。 

::ほ f 、ナン、 マルコじ寺 i と、 、 1!は黯で す。 

-寺院は大~1ですが、黯ぃぢをした|111|^がたく1? 


?(;-{ WA =!,, ‘ ,AM _ - 

^撇靡争4 . 



めづ 


壁や柱が金色にびか'^輝いてゐるのが、珍らしく感ぜられます。 


こペうめ X い P く -5 冷ね うへ おほ-5¢どうざ -5 と-5かざ 

正面の入口の屋根の上に、大きな馬の銅像が四頭飾ってぁ々ます。 


■5¢ぐんかん ひがこ 

この馬は、ゲ H ニスの軍艦が、東ロー 


みやこ 

のきゴ 


ンス タンチノ I ブルを攻めた時、あ 


t a ん ぶふど むかし 

ちらの寺院から分捕々してきたものだといはれてゐますから、1日のゲ H ニスが、どん 

くわつど -33-5 ざ -3 

なに活動したかが、想像されます。 


/しちや X -5 かい おほひろ £ てんじやぅ だベ »ん求 丑が 

市廳の二階には大廣間がぁつて、その天井から壁に tt 一面 M が ffi かれてゐます。 


ぐ- れ40こ 袅が みな い -5 めい ぐ- f —炉 辜が 

ウヱ-ースの歴史が描かれてあるので、皆ゲ H 一ースの有名な畫象によつて描かれたも 


ふね 


のです。 

ゲェーースの川には珍らしい如が無んでゐます。 

磬な穿 S ゃ s の i — とした、⑦たる 7 JC 5 に、この/ h ? さな"4は一?んでゐます。 
船の舷が角のようにまがつてゐます。それが、木の^ 11 のように® I くうかんで、すい 
とすべつてゐます。 

一六一 



六一一 


ゴンドラと云ひます。 


ゲェ -I K の町には、コンクリ f 卜の建物 や、 自動車はみられません。 

ちうせい すがた のこ I ち 

中世の姿をそのま ゞ に殘したゆかしい町であ i ます。 


九イタリー人の活懼 


1歐洲の中心地 

九 p f マ帝國沒 f < をはイタリ ー には*! M tt な©4は^妒ませんでした。 

fac . x セ- V *ていこく く. C うてい く. C -5 てい こ—， 

神聖口 f マ帝國はドイッ皇帝がその皇帝をかねたから、口 — マの0< 各があつても 
ドイッ化した p f マであります。 

イタリーの南部の方にはシシリ I 封®<ナボ y 封斷などがありました V 、あまり 


ふ 



るひませんでした。 

しかし、歐洲の中心地と云へば.やは 5イタ リ f であ 5 ました。 

れつ乙く <5ていな炉 ，しんせい く. C うてい ぐ. C うていち -5 く. C うてい 

列國 ，の 皇帝の中でも、神聖〇丨マ皇帝は、皇帝中の皇帝といはれました。 
i 洲からは何時の時代でもイタリ—は忘れられぬ地位をしめて居5ました。 

大口 —マ帝®<が嚴然として、存在してゐた頃は、勿論、ョッパは DI マによつ 
て治められてゐたのです。 

大口 —マ帝國が沒落いたしますと、 p 丨マ敎會が宗敎の力で、全ョ — P ッパを治め 
てゐ ました。 

一度，十字軍戰乾に■失敗して、キリスト敎や、軍 A が衰えてくると、地中海の王者 
ゲ rl スが貿易上の中心を Se します。 

この樣に、イタリーは常に、何かと歐洲の中心を示してゐました。 

い文 おう，し -5 い i け-5ち*5乙又 X なか あたら でなほ 

今また歐洲は今までのキリスト敎中心の世の中から、新しく出直そぅとしてきま 




L たが その中、心もィタリーでした0 

ョ— ロッパでは、キ1卜1が1容もってから-は、すっか1,1|ゃ盔がおに 
なつてしまひました0 

十字^敬 ^ でァジャ地方に進んだ * -似をみてきて、びっ く今したのです 0 
キリスト敎國が一番すぐれた風 だと ®?つて ゐました。 

キリスト 敎國以外は野蠻な ものだと ®? つてゐました。 

ところが、野醫だと®?つてゐたトルコに免け、その, が、ョ丨 口 』 

す、 ぶんく- C ン 

進んだ文化をもつてゐたのです。 

ぅじん なん かんが 

歐汫人は何とか考へなほさなくてはならなくな々ました。 

それにつけても思ひ职されるのが、ギリシャ、 P — マの gu です0 
キジスト敎のなかった 、 P — マ斯1 f の対 似です。 

そこで。—マ時^: I に、かへらなくてはならぬと^ V てくるのはが銳です。 




キリスト敎が、入らなかつた C 丨マ時代に復活をしなければならないと考へて來 t 
す。 

そういふ考が イタリ^ —から、始まつて、全ョ-— D ッパにひろま5ました。 

これから、ョー n ッパに學問の研究が盛んになつて、遂に現代の文化を產むょうに 
.なつたのです。 

かういふ風に、イタリ—は何かと、 ml n ッバの中心にな.つてゐました0 
近頃になつて、イギリスや、フランスに、世の中の中心が移つてしまつて、イタリ 
I はあま5、振はなくなつたのです。 

これを心配して、大いに國民をはげましてゐるのが ムッソリニ-- です。 

さて、キリスト敎時代が終つて、近代文化の時代に入るとき、イタリ f からどんな 
人達がでてきたかを調べてみませう。 

この時代を文藝復把といふのです。 




5ねを H ハ八 

と骨折”をいたしました0 

S からだん { i の¥が1:’1のょぅにのび/、とし气世の时になってくるの 
てす。 

て1 finK ォ If が、セ！リスト ？ f ? 

广詩 iM つ广美しい詩をつく力ました。 

畫家の方では、歌じく、ィタリ f , :こ X 

• チミ，”力ら？エルと？ケランジェロ、チチアンな 
とといふ美し^家が出て？、.^のさ—けをいたしました。 

これ 0 tt たち I 全ョ i ッバにひろが？はなぐしい对似が^,れてくるよぅ』 


-にな 


3 地球は 廻る 


• : I 二 . an 

地球が廻る. 




なん 

何でもないことです。 

地球は西から東へ廻る！ 

こんな事は誰でも知つてゐます。誰もかぅ云つても不思議に思ふ^!はあ P ません。 
ところが昔の人はそぅ思つてゐませんでした。 

ち&う うご たいや -5 ひが こ 1C , し ittfes 

地球は動かないで、太陽が、東から西へと廻つてゐると思つてゐたのです。 

ことに、中世の人達は、聖書といふ キリスト 故の知觀ガだぎいて あることが IH ? しく 
て、 まちがひないと信じてゐましたから、決して地球が 動く！ 

などと考へませんでした。 

だが、學問がョ ー 〇 ッパの一般に ひろまつ てきて、いろ^-とガ幻のこと など 狐^? さ 
れて見ると、だん-^聖書に書いてあるのが正しくないと氣づいてきたので あ5ます，， 
地球が動く！ 

rx , ろ* な 炉 IJrx .3 きづ c > と 

人類の中で一番先きに氣附いたのが、コベル-ークスといふ人でした。 

一六九 




しかし、ぅつか i 、 そんなことを云ひ出したら、どんな事になるかわかりません0 

女に せい ょ うセ t* へん 

何しろ聖：書に噓がかいてあるといふことになるのだから、なか^^-1 f なことで 
す0 

敎會のお坊さんや、法王といつた者たちが何といつて知こるかわか々ません。 
そこでコベル-1クス ft 三十六年間も默つてゐて、死ぬるときにはじめて、.#，^;にし 
ました 0 

しかし、コべ_ル11クスは、その書を見ないで死んでしまひました。 
印刷屋ではびつく々いたしました。もしこんな.射邮が辦に妒れたら、どんなことに 
なるか知れぬと*職工さん達は*側に鐡砲を用意してゐて、仕 g をしてゐたといふこ 
とです。 

まことに、もの-—-しいことではあ及ませんか。もちろん#になつて も、 ひろくゆ 
きわた々 ませんで、 ごく秘密にされてゐまし^。 



ところが、これをひろく世の中に云ひ出した者が ィタリ ー から現はれました。 

ガレリォです。 

ガレリォはィタリ^ — のビザの人です。 • 

ビザには有名な斜塔と云つて、斜にかしいでゐる高い塔があぅます。 

この塔の中に下つてゐたランブの搖れるのを見て不思議に思ひました。 

どんなに大きく搖れても、小さく搖れても搖れる時間がどぅも同じらしいと氣づい 
たのです。 

そこで、自分のドキン <と打つてゐる脈を數へて、-フンプの動く囘數を調べて見 
ると、 同じ時間に、同じ 囘數だ け動くといふこと がは つきりいたしました。 
それからいろ-—研究して，遂に振子時計の».°を發見したのです。 

なほ、ビザの斜塔の天井から、知も”を下げて振子を研究してゐる中に、また一 
の不思議な事に氣がつきました。 


つ 



それは長い間に次第と振子の瓦邮が！ f るといふ ことです 0 

そこでガレ i は s こ子の覉 ot るのは、黑が®;!.くからと sl 、 lli!s 
體を觀沏し遂に地球が動くものであるといふことを、確めることが W ' 來ました 0' 
そこで、その事を書•に！ I ；ぃて即しましたから、たま j ません。口 —マ齡 #^© k ftl 齡 
が讀ん で、 かん/\に怒5ました。 

ガレリォを 口 f マに 呼びつ けて、 地球が® JI くものでない と 安 ふことを «? へと 安ひま 
しただが彼はやは々、 

『し t 、2 i は一る』 

く*5.うち い はふ〇う おこ かし ぽつ 

と口の中で云つたので、口—マ法王は怒つてしまひ、彼を罰してしまひまし to 
地球は廻る！ 

まちがひはあうません。 

た“ がくこや けうくわいばつ 

この正しい學者を Df マ敎會は罰してしまひました。 



ローマ銳會か人達は、ガレリォを罰してしまへば地球がうごかなくなるとでも思つ 
たのでせうか。 

たとへ、ガレリオが 死んでも、 この 正しい眞理にはかは P あ々ません。 

かう して、 イタ リ I - <は科學の方の先鞭者ともなうました。 

4 東方見聞記 

イタ？ A ^ は、％から％へと、^—ロッバ A ? に ir ぃ s を K へてゅきます。 
ダンテや、 ミケラン ゼ T 1 等は、キリスト敎の藝術以外に、もつと美しい、のび/\ 
した iflQfM の—ことを妒らせ： t -ォは、1 f て、て為郝の"不髮を S 
へました。 

こんどは、 ョー ロッパ以外に東洋といふ、たいへん立派な世界があ々、その中には 
日本と いふす ぐれた 國が あると、 知らせた マルコ、 ボといふ人が、またもや イタ 

I 七三 
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”丨のゲ H 一ースから出て來 ました。 


ヨーロツバ人はた乂 びつく$してゐるばか” でした。 
マルコ 、 f 口はベニスのパ0" V 子として劣れました0 



ち、こな tt ぅ こや-5ぽい でか 

マルコの父は支那の方まで商賣に出掛けて ゐたも 
h のですから、 いろ{と £ らしい 攀 、知もしろい 

t はな乙 こ 

^話をたくさん知つてゐました。 

永 ち、 M : な乙& 

- マルコは、父の話を聞いてゐると、だん^-こ冗 

D やラ こと お8、しろ t P » 

洋の事が面白くな$、どうしても私ち こげつて み jj 


いと思ふようにな夕ました0 

そして iJ , の時にやぅやく、 ^: V に ゅるして 纪つ て， 支那の於へ ffl " 妒 けました。 
その顆、支 f は、！ 一献 S の S を f たと fK l . Q B# e f した。 

マルコは：ベニスを1っ|っして，益アジャをと通 V K 、 たぃへんな1 S かし 





て、四年めに、元の都につきました。 

九王勿必烈は、マルコを、たいへんかはいがつて、朝廷に重く用ひました。 
それから、マルコは十七年も，元に住んでゐました。 

その間にマルコは、すつか々支那の生活になれてしま ひ、 方々の樣子も研究いたし 
ました。 

マルコは齡ヶ國の言葉に通じてゐました上に、 b 國の地理や事情も知つてゐたので 
元帝勿必烈は深くボーロを愛しました。 

元が S 本に攻めょせてきて、大敗したのもこの頃です。 

ボは、 ml ロッパと支那以ルに、 もぅ 一つ、日本といふ立派な强い國があるこ 
とを知つてびつくりいたしました。 

後に•ホー&達は二十五年振5で故鄕ゲュニスにかへりました。 

何しろ二十五年, りに 歸つたのですから、浦島太郞と同じで、故郷の樣子がすつか 



々變つてしまつてゐました c 

ながい？ K . の5してゐた g に、 雜 かた—で|つてしまひました。 


し 


--I 、 a/x . . . 7V « . - 7. 

r &^ •ぅ ひとたち r > か く . 

なみ 1：:;故鄕の人達が判つて吳れ—んでしたが、 filr ぃ5ぃためづら 
ぃ土產物をたくさん斯せて、ぃろ{と鬆し'上げて、齡めて11し i 。 

，しない ^ > rr > 


f g 

そ はら、.夢鎖ナル i こ—って f は、 禁 . p*r 

しい話をきいて私どろいてゐまし U こ。 

レノコは一たくさんなパ sf ! を f . るので、 一々 P するのもた大ぃ 
變なので東方諸國のことを一册の#'^'に#^き J :^ げました。 

『東方見聞記』 がそれです。 

f5 ふ r V-K 

この本には印度、 マ rfs '、 の乾などが、 t しろく、1らしくぎいて t 
ます。 

1 C つぼん U と^ • 

日本の事も書いてあ5ます。 



日本の事をヂパングと云ふ名で書いてあ 5 ます。 

日本といふのを、なまつてヂパングと云つたものです、 

西洋人が、日本の事を知つたはじめです。今でも、西洋人は日本の奉をヂャパンな 
ど ゞ いふのは、ヂパングと云ふのが更になまつたものです。 

とぅばぅけふぶん&につゼん いみ か 

東方見聞記には日本のことを、こんな意味に書いてあ々ます。 

『 r 私は、. 一 4£,1から S ? 対へ一五8 Mvi れた^^一 Mi です。 

國民は色白く、禮儀作法の正しい立派な人達です。 

神をあつく信じ、天皇陛下が治めてゐます。 

此の國は黃金が、實に扣びたしく産出いたします。 

どの位まだ埋つてゐるか見當もつかぬ程です。 

天皇陛下は輸出することを嚴禁してゐますから、貿易はあま旺盛ではありません。 
宫殿は、屋根でも•天井でも、すべて純金でもつてつくられてゐます。 

一七七 . 



I 七八 

かく、しつ わうごんせい きぶつ 

各室には、黃金製の テ f ブルや、器物がおかれて ぁ々ます。 

じゐん i ど とこ&ん 

寺院の激.や床も金でつくられてゐます。 

此-の國はまた多ぐの*-珠を即します。その松は^?&£く、その贼が 11 1 るく好きくて# 
い眞珠ょ々も美事です。 

この國は完全な獨立國です。 

元の勿必烈が、勿艦隊をもつて，征服せんとしたが^4野しました。 

實に日本は、美しい寶の H < です』 

4 まで、 I ロッパ 铤に褽 f ぃと® f って ゐた、藍 AI は、この JSKI 記を 
んで、どんなに知どろいた事でせぅ。 

たれ ど 1C つ lar ん い かし'- 

そして誰でも、一度は日本に行つてみたいと考》ないものは ぁ々ませんでした。 

し S ?、 これから* どし くと酎楚が囊へとやつてくる s に f 

d ひ たい〇 くはつけん だい t ナふ 

遂にアメリカ大陸發見といふ^;事！；となるのです。 




5 コロンブスのアメリカ發見 


じふ と -5 はうけふぶん& 上 

ョ ー D ッパ人は、マルコ、•ホ ー p の「東方見聞記」を讀んでからは、しき 5 と- 

4*に つぼ.<,あこが 

那や日本に憧れました。 

たれ 、しな 1 C つぼん い み お6 

誰でもが、支那や、日本に行つて見たいと思ふよぅにな々ました。 


さかひ 


ル rl といふ强い國が出来て 


ところがョ^ — ロッハとアジャの境に、オスマン* 

まつたので、ョッバ人は東洋の方へ行けなくなつてしまひました。 

これで一番困つたのが、 ィタ リ—の貿易商人です。 

今までインドから、いろ-^ と 珍らしい ものを 輸入して、商賣をしてゐた ものが- 
急に トルコの 爲に途 が中斷されて しまつたのですから、 もう 商賣が出來 なくなつて. 
まひました。 

そこで、 どうしても， 新ら しくインドに行く 途を 開かなくてはな^,ませ，.^。 


一七九 
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その途の一っとして、アフリカをぐる.^ と 廻はって、ィンドに 13く 歡をぞ っけよぅと 
するものがあうました。 

これはたいへんな苦勞した揚你 に、 ボルトガル25 の#?けによ々ゲアスココダ、ガ 
マといふ人によつて成功いたしました。 

ところが、この i 、 また f レい*4って^-を||:ろかしたがィタ？にぼてき 
ました。 

てん6んが くこや 

天文學者のトスカネリです。 


トス カ？ は、 地球が圓い？！ から、ィンドに、 r —、 ア？ SMS つて吵 
くょ—- _に％の2极ぃた贺が P とぃ ふので す。 

•:vtt5 [4> 


東方のィンドに fif 1 ' くのに、 g の K へ ts た II いとずふのだから11|す 
この說惠じて•■に5てみたい4 T へ.たのが、 これ， 41 じ 
ブスです。 


イタリ丨 A コロン 




n ロンブスは幼い頃から、船乘り.になつた勇敢な性質の持ち封でした。 

どうかして、西の方からインドに出たいと考へたコロンブスはボルトガルが M ? vsf : に 
熱心でぁつたので、ボルト.ヵル王に、 

rp わ A し >-«: う- で お& で ち炉みちはつけん 

『私は西の方/ らイン ドに出たい と 思ひます。そして、 インドに 出る近路を發見レ 

おる えふじよ 

たいと思ひますか、 b 、 知援助をしていた\'きたうございます』 

と、願ひ出ました。 

一體*そんなことが、できるのかできないのか、夢のょうな氣ですから、55も齡し. 
かねて、家來 i に相談いたしました。 、 
ボルトガル人は、コロンブスの話を聞いて知どろきました。 

そして、新しいインド航路をイタリ—人によつて、發見されるといふことを、羡凉 

お =* なん Jaa 

しく思ひ、何とかして、そのてがらをうばつてやらうと思ひました。 

そこで王に、 







一八二 

『コロンブスから委しく說私をきかなければ於 is するか、どうかと、いふ歡齡がつ 
きません』 

へふたふ i を あ 

と’返答を申し上げたのです。 

コロンブス^鑑.し—ぃて、_ iv ,、 一一な VI て寧て-^^^^ 
說明いたしました。 

ひけふ じ t 

ところが卑怯にも，ボルトガル人はこれをと々あげてしまつて、 しかも、 ひそか 

けいく#>くちづ 上 たらナんた* ど 

にこの 計畫と地圖に依つ て、 探檢隊 1を出してみたのです。 

もとょう-こんな卑怯未練の人亂にょつて棺 f れたことですから、とても配坂する 
答があ—せん、悉"とく失っ ® f に^ I つてかへつてきました0 

そこで、 家來達は くやしがつて-一? f に•コロンブスの1ぃ gtt < でたらめで、とても. 

せいこ -5 でき 交を- 

成功なんか出來 そうもあ5ませんと•申し上げてしまつたのです。 

コロンブスはこの勢を知つて、1沿の^ r くに gf って*斷にかへつてし S ました。 




本國にかへ つて、 本國政府に願つてみたのですけれども、やはう ffll ひて吳れません 
でした0 

しかたなく，ゲ H 一ー スに行き-計畫しましたが、また失敗いたしました0 

しかし、コ P ンブスの志はそんな事位でくぢける ような 弱いものでは あ々 ません 
でした。かならず、やつてみせるといふ心はます^^--强く、こんどは イス パ11ヤに行 
つて、 王に歎願いたしました。 

コ〇ンブスの立派な計畫と、强い意志は•遂に、皇后イナべラによつてみとめられ 
ました。 

イナべラぎ后は、コロンブスを助けて、新航路を發見させようと、決 51 いたしまし 
た0 

コ ロンブスの多年の宿望が達せられたのです。姐は 天に も上る が 紀がして、 舶實 g 
端を整へ、勇みに勇んで， イス パ ニヤの パロス港を31 m 3 いたしました。 






ペンフスの乘ったナンタ、マリャ齡を先駆に三！ J、Mg 百二十紀 A 5 でした。 

寢ても忘 t れぬ、ジパング、數驾に伊けるのだ！：ンブスの W はょろ C 
びにあふれてゐました。 

み ： P た小かいこぎだ 

未知の大海に? »■ 出したのです。 

は 

果たして-ィンドにゆけるか、 H 5^ に阶るかわか々ません。 

地球は圓くなくて、% の 於ては1 っ1 f — つて ゐるのかも 好れませし。 

4ん力 み ほど tt づナん 

考へて見れば、これ程の！ f 險 がまたとあ{ませぅか。 

船は本國を鼠ざかつて ゆきます。 

次第に^<地から離れて ゆきます。 

の^'く A ゐん こ、ろぼヒ 

乘組員は、だん^-心細くなつてきました0 
S 一隻の ggm は、ゎざと I を r てしまって、 S から W き紀さぅとしました- 






しかし、 nD ンブスは許しません。 

アフリカの ずつ と 端に ある 島に寄航して、舵を修繕し、ふた ゞ ぴ、航海をつ ゞ けまし 
た。 

これからは、いょ<未知の世界です。 

アフリカとも わかれてしまひます。 

アフリカと わかれて、三0* 瓣と いふものは、全く海に® S がなく、船は油を流したょぅ 
な海面を、偸快に進んでゆきました。 ' 

白い RIT も飛んでゐます。 - 
九 H # E 3 a の%！;け齡から奴しく風が1 ； いてきたものですから、 十分に 帆を張つて、 西 
へ西へと船を走らせました。 

いまはもぅすつかり陸地の影も見えません。 
r 渡すかぎり靑海原です。 

一八五 




そ 


こ乘？ 


ん 

組ミ 帆 13 


で 

員文に 

< 

ゐ 

の 

一 

ら 

る 

中支 

5 ぱ 

行 v 

者 J に 

い 

ク 

% 

は 

風? 

て 

あ 


:.% 

も 

!) 

ま 

し 

< 

は 

ら 

水 $ 
ば 

し 

な 

ん 

か 

すこ 

つ 

で 

b 

〇 

て 

ま 

で 


> 

つ 

す 


泣* 

し 

〇 


t 

ぐ 



だ 

b 



す 

に 



も 




の 

一 



も 

體？ 



出 T 

ど 



て 

こ 



來* 

に 



ま 

向笫 



し 

つ 



た 

て 



〇 

進 t 



元! t ん 



氣 & 

で 




ゐ 

口 


な 

る 



< 

の 



な 

で 



つ 

せ 



てう 
默？ 0 
'〇 


ひとた -n 


コロンブスは、そういふ人達をなぐさめるのにどんなにか# i ! を把力ました0 
かぅして鐵日か siv んでゐる¥に、 ri ± fK に Ar って、 gIIri さが？き 
ました0 

おじけついてゐた乘 組員療 だからたま5ません。 

『ぁ、、 4 1 に 熱 に！； くに^ f ひな ぃ』 
r 地獄の1だ！』 

ういつてゐたときに、どうでせう。風もないのに、すさまじい與が々 がして き t 〆 





それとともに忽然と怒濤がわき起々ました。 

船は顚覆しそうです。 . 
『いょ-'^地獄だ！』 

『矿神の怒り-だ！』 

船11ちは齡くなって、ふる2^々ました。 

これは对1^の獻於に粒った|辦の餘如をうけたものです が、 かって、かうした事 
に出會つたことのない船員は、すつか{おじけてしまひました。 

『陸なんか見えヤしないぢやないか！』 

『地趴紀だょ j 

そして-ひそノ\と相談して 、 n u ンブスを海に投げいれ、船を引き歸さうとしま 
した。 

その時一人が、 




一八/ 1 


『陸地だ！ 

齡 1 f 

館地が見えた！』 

と、叫びました。 

船員一一!!は驚いて、海の彼方を見渡しました。 

見える！地平線に陸地の影が見える。 

彼等の喜び方はたいへんなものでした。 

だが、明る朝になつて■見ると、その陸地辻影も形もなくなつてゐました。 

恐らくは暮方の雲であつたのでせう。 

かうして、月日は流れて十月七日になつた。ニケ月間は水ばかリ見てゐたのである。 


もぅ、かへるのもたいへんな距離になつてしまひました。 
二.〇〇〇浬以上も航行して來てゐるのであ々ます。 




ゴロン ブスが、ジパングを S 5 趣 ffl- 妒 ると■旬した® ]*' はとつ-くにすぎてしまひま 


A ■くてい 


した。一剛はた211を' K にまかせて航行しはじめました。 
と、 T 2 度この日*それは何日振り.であつたらぅ。 

『尉だ！』 

と、誰か ゞ 云ひました。 

『尉だ！』 

皆集つて來ました。 

『^ i んでゆく方向を調べよ』 

=»ロンブスは云ひました。 

せいなん 

『西南！』 

羅針盤係が云ひました。 

『船を西南へ ！ j 




せんちゃ V めいれい 

船長の命令だ。 

——陸がある—— . 

皆の胸の中にそぅ響いた。 

;<が-』 

水面を眺めてゐた一人が云ひました。 

船上は急に，街き—--として來ました。 

船は西南に舵をとつて、翌朝まで進みました。 

上 くて -5 ごぜ乂 e?J ろ 

翌朝午前二時頃 

先頭の船から一發の號砲がなリました。 

ふと、見ると*彼方に火がちら-^-と見えるではないか0 
『ヂパング！』 
nD ンブス辻叫んだ。 






『デパング！』 

乘組員は狂せんばか々に喜んだ。 

やがて陸影が現はれた。 

船は夜更け頃、海岸についた。 

11地に安着したのだ。 

S ンブスは大地にひれ伏し、感極つて泣きつ ゞ 天に感謝いたしました。 

新大跑が發見された瞬間です。ァメリヵ大 i が世界に發見された齡離 f す。 

しかし、コ p ンブスは、あくまでも東洋だと、思つてゐました。日本の近くか、印度 
の近くだと思つてゐました。 

三二三〇浬、六十九日間の苦鬪だつた。これから、コロンブスは四 MA % 1 きたのであ 
つたが、遂に死ぬまで、東洋だと思つてゐたのであります。 

後に*これもィタリ— Ai のァメリゴ、ゲユスブッヂが極めて-齡邮に、研^!して、 

i 九一 




亡 メカ-^*^ く t i ‘ it , 

新 大陸であることをハツ キリ させた爲に，この人の公をとつて アメリカとがづけら l 
たのであ5ます。 

そふ ふ.& 

このようにアメリカは、イタリ f に緣の深いものです。だが、 このアメリカも- 

はつてん てんち でき 

イタジー の發展する天地になることが出來ませんでした。 

とにかく、世界に■一つの新大陸が加はつたのです。 これから、ョ— ロツパ A ? ふは ます 

が-<6-< けふ& う かぐいわいはつてん 

學問を研究し、蔽外に發展 するようになつたのです。 

S よぅに、イタ1 Ai は黯のもとを# mr - に^!して fr l つたのでぁ.^ます。 

た ゞ 、イタ？本國が立つ派な1立つをしてゐなかつたばかがに、かぅした" P 、 ぜ象 

たこく . 

他國にとられてしまはなければなり-ませんでした。 

知しいことです。 

® 'つ { tx , c .* s ^ 9 «> 

そこで、イタリ f は立派な建國をしなければならぬと考*へてくるのも齡燃でせう。 
こ-に■イタ？の！ゲて％ます。 





しかしすでに 他の諸"國に 1れ て、 ii くす るのですから、 i 断と gp るには、ずい 
•ふんと困難があるといふことも、またやむを淨ないことでせぅ。 

3ぅしてィタジーはおくればせながら建國運動を起してゆきます。 

I 〇、ィタリーの統 I 

1 建國の志士ガヴー ル 

大口丨マが亡びてからも*ィタ？は、，! K かと、 mlp ツバの的5をなしてゐまし 
た0 

7マ磬±41! の *!で、ヂ1ッパを.^してゐました、 

ゲ：ニス、フロレンス：セノァなどは •聽 S から.纪ョ—ロツバの2になつて 
ゐました。 





その他.學問でも、氮術でも. イタ* SI は、ョ|ロッパの|^,を1|*してゐました0 
しかし、國內は幾つかに分裂してゐて、あまひませんでした。 

いくら、新航路を發見しても、，£大齡を r つけて 
力も、ぅまい汁をすふのは、全部、他國であ P ました。 
グ 國內が統一されてゐないからです。 

_ あのせまい、イタリ f の中には、幾つも小さな國が 
あ々、法王領があつて，また知互が相爭グてゐまし 
た。 

フランスのナボレオンが盛んであつた頃は、ナボレオンに®!してゐました。 

ナボレオンは イタ リー王とも云つてゐたのです っ 

後に才 f ストリヤが盛んにな ると 北の地方は才—ストリヤ領になつて ゐました。 

,ぐ▲あ、ひ 3かふ はず 

こんな工合ですから.イタリ|が盛んになれる害があ々ませ^。 








どうしても-イタ？ —が全部統一されなくては、今に、他民族の爲に、亡ぼされて 
しまふかも知れません。 

すでに、イギリス、フランス、ドイッ、ロシャなどは、立派な國を建國して、私大 
にな$つ ゞ あ5ます、 

とう くにぢ-5ぐ. C ん 

イタリーも 統一' しなくて はなリませ ん C 國中 がう つて一丸となつてゆかなくてはな 
うません。 

これはイタリ—人民の* 全部の 願になつて 來 ました。 

この時に現はれたのが、英傑ガゲ—ルです。ガゲ—ルは、幼い齡から、頭がょくて 
十八才で、士官學校を卒業してゐます。 - 

ガゲ—ルは、どうしても’ 全 イタリ—が統一されねばならぬといふ考を、熱烈に持 
つてゐましたから、一たん、軍人をやめて、列國の間を廻つて 步 きつ ゞ 妒識を ひろめ 
てきました。 





そこで、カゲ—ルは、 イタ リ—が齡一されるには、 どうしても、 紀断の*?^11 f な 

/, かんが 

けれはならぬと、考へました。 

♦ ぐ うち く 1 C う5 

カゥ—ルは，イタリーの中にいくつかの國がぁ A ましたが、その中のナル デニ ャの 

こくみん 

國民でぁつたのです。 

したがって、ガゲ—ルは、ナルヂーーャの*5で、截ィタ vf を齡一し ょぅと 纪"へたの 
です。 

たれ み炉た く たこく と -5 rAfl 

それには誰か味方をして吳れなくては、他國を統一する ことが 出來ない わけ e す。 
丁度、その頃、クリミャ戰爭が起つてゐました。 

せふさヴ h J 

クリミャ戰爭といふのは、 d シャ.と、トル n 、 イギリス、フランスの ㈣ 纪 g ： との齡 
¥です。 . 

/9 む炉乙 な2 )* b る 

口、>ャとイキリスフランスとは昔から仲が惡かつたのです。 

しかし、このは衝髮が壽に、製をいたしました。 




これを見たガゲールは、 
『よし！ 今だ！』 

た #) が 

と’起ち上$ました。 

彼はナルヂニャ王、エマ 

『王樣！今です、 


こんげん 

ルに進言いた しました。 


力く k ちか 

我國が、 ィギリス、フランスに 奶づ くのにたいへんい、0#|です、 


r : えいふつ たす 

兵を出して、英佛を助け ませう J 


つひ 


そして‘遂にナルヂニヤは一 k 五千の岛をクタ、、、ヤに吧して、勒船を辦ひました0 
かぅして、クタ、、、ャ pvB 5! の麄 Lf ました。 

英佛はナルヂーー ヤから恩を受けた P , です。これで晃佛はナルヂ -I ヤに献して-^ 
時か恩返しを しなければならなくな々ました。 

このよぅな様子につけこんで、.カゲ f ルはフ，フンス g ナボレオン三 g にィタ？-? 




9 つうんとう 3-5 だん 

立運動の相談をもちかけたのです。 


九 /I 


フランスは强敵才-ストリャを、知さえる g にも-それが觀であると5、ガゲ 
-ルに二十 isr を W して 5< ®l il を f けょぅと 1 i! をし、ィギ i も f : r ょって 

じゅつべい ¢4 く く 

は出兵してもい ゞ と約束して吳れたのですから、ガゲ f ルの # iW は、たいしたもの e 
す。 


tt ふた*3とづ どくりつで& 

ィタリ—半葛を統一して、獨立出來る！ 

. ち わ 

カグ—ルの血は湧きたちました。 

ナルヂニャ人の意氣も盛んです。 


けつこ かくご 


ニエル王は遺書をした、めて、^死の*1皆で一滅にた立つ*^にな”まし』〕0 

くわラ犬し どく 〇つ 

光榮のィタリ f が獨立するのだ！ 


乙 w» くて / So 

かくして宿敬オー 


せふ —- ふこく 

.リャに、宣戰布吿 をいたしました。 

1 3 ぐぷ ？ 上ぅ1つひ せんたんひ& 

一八五九年四月三十日雨軍は遂に戰端を 開きました0 




五15一十的に譲が戬されて、てノヂ-ーャね|!ぜは1齡に3ひ^ました。 

b > 1 つく 3 3 すが 3 V ことで^ k » 

免國の銳火に、流石ォ—ストリャも支へる事が出來ません 

みるく 黯して、六15一十四^:のソ-フニリノの齡 S では、九 i 贼の議に二 S 
の对傑を W K して、ォーストリャ軍は退亂いたしました。 

ォーストリャ 軍は國境に退いて、堅固な要塞に 
たてこも5ました。 

ちゃぅきか-5せん 

長期抗戰です！ 

ォ 2るに、獻||がナボレォン三世は、この長期戰 
- V 1 を齡つて、齡て手にォ—ストリ Y 軍と和議を結ん 
世でしまひました。 

かくして‘獨立運動は半にして、ナボレォン 
M 一世の變、じによ5、ナルヂ-ーャ王の心をくぢいてしまひました。 






1100 

收まらぬのは憂國の志士♦ヵゲ-ルの*心中です。 2 b の船齡^ , irri ,^fll i ) s 、 ナボレォン三 
世の變心を罵々、遂に¢5を捨て、、齡麟にかへつてしまひました。 

折角の獨立戰爭も中途で折れました。 

じん こ V ろを3 

ナルヂ-ーヤ人の心も收々ませんで した。 • 
一旦は和議を結んだナルヂ-ーヤ でしたが、 ゥッ/^として、 ^ しめぬ0^を^ t つてゐ 
ました。この 風雲に乗じて現 はれた のが、 命 §ガルパルデ—です。 

2 奇傑ガルバルヂー 

けつ ょ ひと 

ィタリ—の三傑と呼ばれる人にガゲ—ルとマッチ-1と、ガルバル ヂーがあ々ます。 
マッチ-1も早くから、ィタ リ f 獨立の事を努》てゐ ましたが、 ナル デニヤが、ォ— 

• C ぎ むす 乙つい こ&や -3 

ストタヤと和議を結び、ガゲ—ルが失意のあま^,、故鄕にかへつてしまつたとい ふこ 
とをス f スにゐて聞きましたから、急いで® 9 @!いたしました0 




イタリーの人達は、皆ナボレオン三世の變心を憤つてゐます。.そしてだん- と 
.『我々は、我々で獨立を立派にしょぅ』 

ナルヂ -1 ャ以外のイタリ I 諸國もだん^^**と 
『我々は、ナルヂニャに合併しょぅ J 
と、考へて來ました。 

其處にマッチ-一がかへつてきたのです。 

マッチニは、それ等の諸國の間にあつて、 たく 
みにと々なし、遂にナル ヂーーャと 中部 イタリ—の 
大合同の下準備がをつく A 上げました。 

その¥ には® I 百?いて 1 た！^ gr 4 す。 

マッチ ーーは、 この 下準備を、提へ て、ナルヂ- - ャ 25 ユマニユルに、 齡划 して、 齡 ぼ 

二 0 f 


かんが 

と、考へるようにな$ました。 



だいがふどぅ、したじゅんび 




二〇二 . 

しよぅとしました0 

王は、再びガゲ f ルを任用して、マッチ—.の計畫を相 M しました。 

ガゲー ルは 喜びました、大賛成いたしました 〇 英雄二人はこ、に手を握々あつて、 

け X . C . く ち^ 

ィタリ—建國を誓ひました。 

ころなんぶ 5けつ 

この頃、南部ィタジ—にも奇傑ガルパルヂ f があ々ました。 

ふた y はる て 

二人は、遙かにガルパルヂ f に手をさしのべました。 

こ ゞ に名トリオ、イタダ f 建國の三英雄がしつかと、手を握々合ふことができたの 


です。 


ガルパルヂ— は、 ィタリ I のカブレラ島に生れました。 

少年時代には、舟乘りが好きで、常に大海に乘り出して遊んでゐました。 

かれ からだ せい乙ふ かいじや -5 e いくわつ てつ たふ.£?ん 

彼の身體も精神も、 この 海上生活で、鐵 のょぅに、かたく、 鍛錬され ました「 

うへ かれ -531» e #>いこく•しん 9 V 

その J - に彼は生れつき、燃えるょぅな、愛國心を持つてゐました。 





大きくなつて、しば-^ィタ統一の爲に力をつくし、幾度生命を失はぅとした 
ことがあるかしれない程です。 

しかも、志4 1 飜しませんでした。 

ガルパルヂ f はガゲ f ルの獨立運動のしらせをぅけて、血を躍らせた。 

更にシシリ—島に もィタリー 統一の蓮動が起 5 かけました。 

ガルパルヂーは、カブレラ島の義勇兵千九百をひきつれて、.シシ島に渡5.-±し 
た0 

シシリ I 島の人民は歡呼して、彼を迎えました。あらそつて、彼のと C ろに集つて 
きました。忽ちにして，シシリ I 島は.カルパルヂ—のために、征服されてしまひまし 
た。 

•カルパルヂ—の齡は， ■ fgg を i てゐたために、卸ともと 
も云はれてゐました。 

二〇三 




U 0 四 

S ?1 I " QK は、1?纪ィす|に| 2 4した。ぎは娜1で、黯でぁ 

りました。 

シシリ I 島を Ml 一した赤色軍№1軍は、突如ょ南^-タリ—にゼ齡一たしました〇 
人民辻喜び勇んで、彼の部-^になります。 

誰一人として、ガルパルヂ I と戰ふ力はあ.々ませんでした。 • 

南 ィタ リ—シシリ f 王國の都ナ •ホリ—は難なく- ■ガルパル ヂ f に 占 ®:されて しま ひ 
ました0 

一ヵゲ-ル、 J チ-1はナルヂ - ーャ S を一じて、#一に51下して％て、 F 1 I , を 
S め口-マがに"入5、こ、に劫祀と、1料影11が|1?魄彭％いたしました。 

.力へ二 T は i んで、 y r 品 に s > i-f tl 土は、 ¥々 tIIi 

一され、エマニエル王は ィタリ f 王冠を 戴き、フ D レンスに都して、ィタリ— 建國の 

大業が完成されました。 




見會のとーヂルバルガと王ャニヂルサ 


イタリーは遂に獨立した。 

く a だい ぅ ^ 

光輝ぁる大 p 丨マを 生んだイ タリ— は遂に r 
3 y 4 した。 

どく 9つ じ 

ガルパルヂ—はイクリ—が獨立すれば、もぅ自 

rgrl っ—5 1 -て、1"擧も*1位 
も^-"て ゞ .11;^と&|^カブレラ島の我が家にかへ 
9、1#12として絕かな一1^終ったと云ふこ 
とです。 

が ■ガルパルデ—、 その美し い、尊い 一生は 
纪イタジ に神の* nx き尊敬をはらはせてゐま 
す。 

その後、 イタ リ—はブロシヤ 、才 1ストヲヤ 

二〇五 






11 〇六 

戰爭に、.フロシャに味方をし、 V タリ f から才 f ストリャを逐ふことに成功し、ブロ 
シャ、フランス戰爭の時に、 P 丨マを守つてゐたフ-フンス兵を敗つて 、 P — マを占領 
し、 ィタ リ—は光輝ある B — マに都をして、全島を統一することに、成功いたしまし 
た。 

この後、ィタリ I は 3 IP ッバ强國の一たる^,とな^'一、トルコとの戰爭に勝つて 
北 アフリカに 領地をひろめました。 

世界大戰には聯合軍に加はり、ォーストリャを擊つて、また此の方に領地を]! IDi へま 
した。 

今はムッソリー; I といふ大政治家に率ゐられて、ます-^隆盛を加えてゐます。 
夾にムッソ リニーの お話をいたしませぅ。 



、驍雄ムッソリニー 


鍛冶屋の子べ二 


卜 


だ•ふう 5X. じ おう乙 -5 X う , -*) I 

一似の風雲兒ムッソリーー—、今歐洲はムッソリニ I に依つて動いてゐると云つてい 

\- 〇 

IV 

ギョロッとした兄 — SS むムッソ - T の i は雲#?:の越を K れ—てゐます 
i 露の^ iV 一 1 iliAI に封しまれてゐるのも航ムッソリニ—で—ます。 

•5 ち Hr-5 

このムッソリーー—を生んだのは、ィタリ—の IJ マニヤ地方にある、ドゲィアといふ 
脱 さな 村でした 0 

1八八三^ヒぢ一十九¥11^で云へば、明治十六年、ぅららかな日曜日、村の 

一一〇七 




鎭守 祭の日に生れました。 

ムッソリニーは日曜つ子です0 

む炉こ にちえ -5 Z か -5 う又 

昔から日曜つ子は幸運にめぐまれてゐるといはれてゐます0 
ムッソリニ—はこの日曜つ子、幸運兒として'^れました。 

ムッソリ-丁の名前を、ベ-1卜と S 1 ってゐます。ベニトはぎ富の f して起まれ 
ました。 

けんく. C かぢ い らふ ff -5 ち、おや こ う£ 

『喧嘩鍛冶』 と 云はれる亂暴な父親の子として 生まれました。 

このお父さんは > 子供に f ^ して M に®!：^*<な A ? でした。 

おほ とほ て ^ 十 

へ 一ートも大きくなる と、知 父さんの 手聊 けをしなければな$ませんでした 0 
ベニトのやる仕事は鍛冶場で、^を阶くことです。 

あ， つづち 炉ぢぽ とほ じ よ、し 19> 

暑.>中などに鍛冶場で.^父さんの助手をやるといふ事は、たいへんな i 新です。 

ねつてつ ほと If •し で お, V ひ ff な 一 

熱鐡から迸ぅ出る恐ろしい火也。 




子供のベ！ートが鍛冶場で、火花が飛んで きたときに、 Ms でもそむけた 艇^ j でもし 

たいへ A 

よぅものなら 大變です。 • 

3«*> 

『馬鹿 f 

そんな事で一人前になれるかッ』 

知父さんの大きなげんこつが、ぱんと、頰に飛んで來ます。 

セづねん くち IJ / C な/>だ.& 夕 W - S * 

しかし、少年べ-ートは、口答へ一つしません。じ—つと淚を噛みしめて、我慢して 
ゐました。 

知父さんは云つてゐました。 

『 i 取が、世剛に m " て、 A ? に二っ fl 9 たれるょ' M の^'に幻の和で一っ g ? おい 
た方が、親のなさけだ』と。 

ベニトは、少年時代から、4拳で鍛へ.11*げられました。 

それが、何物を も 恐れぬ、一代の英雄 ムッソ リーー.-をつく5あげたのです。 

二◦九 



一二 0 

r 人ち；は嶮しいもの だ、 

十分にきたへなけれ d ; とても、人並みに生きてゆけない。』 

釭父さんは、また、そういつてゐます。 

2 不敵な少年 

鍛が,の#として和れ、ぎのょうに威酎な幻齡に齡てられたベ-ートは、がけぬ M 3 の 
一徹な少年となうました。 

七つの時の話です。 - 
との村に、新しい、珍らしい機械がきました。 

V 勢ょく**ヵラ-'—と廻つて、小麥を粉にしてゆく機械を、子«?等も、わい 

ナんぶつ 

ひながら見物してゐました。 

勿論 ムッソ リー ー— も見物に來てゐます。 



は早々くから、一 fl 見ょぃ S を S いて、ぃ.# 4 になってゐました。 

贈をぶらくさせながら、42の Tfe の S きぃ pf かして 一■群 f ゐま 

す。 

『ぉぃ！ベーート、 

一方で、戰ごつ こだ！ 行かないか？』 

11、街 ri がしました。 f と、 S の s び義です。 

『戰ごつ こ？』 

ベ ーー トは、ひらりと.自ゲの場所を飛び下5ました。すると 

i 、 ば、し上 なまい3- 

『知前なんか、こんない ゞ 場所でみてゐるなんて、生意氣だ！』 

撒®2を齡りつけておいて、いぅ*^^と*その子 A は、場 m ' を占領してしまつたのです。 

だ£ 

まんまと欺された 
毆られたのも口惜しい。 



しかし、 欺まされたのはもつと口惜しい。その子供は、强そぅな腕を組んで、口笛 
を吹いてゐる。 

ベ ーー トは口惜しくたまらぬ。僭ら しくて たまらぬ。泣きながら•家へかへつて作き 
ました0 

七つのベ-ートでぁる。 

家にゐるのが頑固な鍛冶屋の親爺、 

r . BI if r - 

喧嘩して泣いてかへる奴がぁるか！』 

幼いベニトを奴鳴 j つけました。 

すると、ベニトはぴた々と泣くのを止めた， C 大きな眼で知父さんの M をぢつと I めて 
ゐた が、 やにはに家を飛び，しました。 

元の場所にやつてきたのです。 




手にしつかと石塊を撞つてゐる。 

『私い！ 下々てこい』 

『何だい！欺すんだろ』 

にや'^笑ひながら、その子供は下りそきた。 

『欺すのはお前ぢやないか、 

ひけふ6の 

卑怯者！』 

ベーートは年上の子供に組ついた。 

て v ' oc .}/' あ卜て 、ナス Mr 

そして手にもつてゐた石塊で、相手の眉間をつづけざまに、打つた0 
赤い血が、 タラ-^ と、子供の_の上を流れた。 

年上の子供は、痛さに f 慢が出來なくて、泣き出した。 

それを見ると、 ベーート は、安心した ょぅに、 悠然と立ち去つ た。 
『我々は弱い者苛めを許して知いてはならぬ！』 



大ムッソリ t 一！は今でもそう云つてゐます。 

かうしたムッソ リニ！ は少し大きくなる ともう 锇鬼大將になりました。 

五つや六つ年上でも、ベニトの一擊にかなふ者はなくなつてしまひました。 

この少年 ムッソ リーー—黨は、ある 日、 一本の林檎の木を發見い たしました。 

3ぃ！ 

あれをとつて こい！』 

『よしきた』 

ベニトの命令に、部下の一少年がする-^- と 木に I 々はじめました。 

と3- だいかつ せい 

そ-の時大喝一聲、 

3- か f .』 

持ち主だ、林檎泥棒に癎痛を起してゐた、辦ち封は、.いきなう齡断を纪ち， して、 
ひをつけた。 


狙? 



『あぶない！. 

みつかつた ぞ！』 

その聲と一緒に•亂暴な男もあつたもので、 

ガーンと一發！ 

『あっ！』 

と、 S 1 ふ間に、木の上から子供が落ちてきた。 

脚をやられたのだ。 

下に待つてゐた子供達は、 i 蛛の子を散らす ょぅに、 逃げ去つた。 
ただ一人、少年ムッソリニ--は逃げなかつた。 

『どぅした？ 

えい！足か』 • 

ムッソリニ.- は、素早く.；；ンヶチをさいて、繃帶をしてやつた。 

-1 1五 





『どうだい！まだ痛いかい、 

泣くな？知前は勇士だ！』 

少年 ムッソリ 11 は、 齡碰をもつ て、 まだ瓣つてゐる対 A tt の Bn を燃 ^ ( と、 その£を 
背負つて、家にかへ，つて1打つた。 

rs !』 

それを、彼は極端に嫌つた。 

T/tJ'fc-- 6 の ^ み is がうたん おと ， M あぜ々 

何者を も 怖れず、身を もつて 友を まもる f あま 5 の豪膽なょうすに* 大人は 啞然 
として 見送つ てゐました。 

ムッソリニ f は、いたづら者であ々ました。いたるところで、 gg をいたしました0 

、 せい^-—だう-' -5-- 

しかし、あくまでも、正々堂々とやる.といふのが、ムッソリーー—の、や5かたでし 
た。 

ひけふ 

卑怯！ 



と、云ふ事は•命を捨てても、やらぬといふのが槪のや A かたでした。 

3 故鄕を出づ 

E 鬆で、篇*1の、$!ノッソど下は£の嫩はれ教でした。 

対 A 4 - はみんな、歡の??した。 

でも、彼仕、平氣 であ ばれ まはつてゐました。 

たつた 一人、 ムッソ ジニ f のお^:さんだけ吐が！^ ら 、術を射して ゐました 
知母さんを 口— ザといひました。 

優 さしい、 物 しづかな、お 1 さんでした 0 

ムッソリニーに勉强を敎えたのもお版さんでした。 

e けん A 0& 8の 

世間の嫌はれ者になつてゐた ムッソリーー—を、 

『この子は、變つてゐる、 

一二七 





一二八 

今にえらくなる』 

お*® かあ 

そぅ思つたのも扣母さんでした。 

あばれまはる、ムッソリニーの心の中をよ—く知つてゐたのも私母さんでした。 

ムッソリニ— は本當に惡い子供ではないのです。ただ、身體中にみちてゐる元氣と、 
誰よりも偉らくな 5たいと 云 ふ 功名心とが-ムッソリニ f を亂 暴にしてゐたのです。 

知母さんはそれをよ—く知つてゐま1>た。だから、亂暴な ムッソリニ— も、優しい 
知母さんの前では、靜かにしてゐました。 

彼は自叙傳の中に、 

『僕が勇氣を示すごとに、僕の身體には、生傷が殘"つた。僕は、その皆を、お母 さ 
んに見せまいとして骨を折つた。 

晚のごはんのとき、肱にぅけた傷が、見えやしないかと、パンをとるために、手を 
のばすにも、 ヒャ した J 





と、書いてゐます。 

かぅ した ムッソリニー も、だん-—1<ほきくなつてくると、せまい村がいやになつて 
きました〇 

55の锇鬼大將ぢやつまらなくなつてきました。 

啦か、もつと、 ^ f きな世界が ある！ そんな氣がしてな5ませんでした。 

その齡から、破は K になって、 iil を記み,ました。 

氣献は、漱に、いろ'—-な珍らしい事を敎ぇて吳れました。 

コルシカ 齡に 5 i れた 、一®の% ーナ •ホ レォン、 •ホ ナ パルト、 #*#?: の^ i . と云つ た、 ァ 
レクナンドル 好 赶、 I .マの 苑齡 ヶ-ザル、どれも、これも、 少年 ムッソリ - T の 血 
を湧かしました。 

餓鬼大將では駄目だ！ 

かんが 

そぅ 考へてきたのです。 





知母さんの p f ザは、 このムッソリニ f のが^, よく 加つてゐ ました 0 

z t かたゐな炉 

この子をこんな片田舎に^いてはいけない^- - 

そぅ思ひました。 

r ベ-ートは、ただの子供ではあ上ません。 

だから、中 if 校に A 1 れて T ; さい J 
と、知母さんは、知父さんに親みました。 

3«f ? *. 

あんなところは人間の屑のゆくところだ j 
頑固な鍛冶屋さんは、紀1いつけました。 

優 さしぃ* 赋 さんは、 溢の齡 にと、 SII も • 磬ぐ、 |11^して ® g 

3すが とほ f 

流石の知父さんも、たぅ^^把を折つて、 
r 仕ががなぃ、 







やつてやらう J 
と*承知をしてくれました。 

町へ 行く！ 

ち -5 がくかう t 9> 

中學校へ 行く！ 

ムッソ リニ—の心は躍つた。 

1 ^* ぞ^-. 

何かしら出來る。大きい仕事が出來る！そんな氣持ちがして、 ムッソリニ—は祀 ^1 
かけまはつて喜びました。 

そして-もうこの村とも別れねばならぬと思 ふと、寂しく もな 5ました。 
なつかしい故郷の 山野。 

一緒に、いたづらをして步いた対|^、 

ぉ r ん、 

11111 






一ーニ II 

戈と -5 と V -6-5 .M 

弟や妹、 

とほ 

知父さん， 

みんなと別れねばならぬ。 

ベ-ートニッソリ T は村中をかけまは- CN ました。 ^ i 々0 J * H ^ 邮齡 i ; 其ふ H 1 " には、針齡 
と喧嘩して，なぐ5とばした、積 j で、柱を、げんこつで*?&一 ぱいぶつつけました。 

&んば'--^乙を S な M : 己ら i < h ん e つ 

亂暴の仕納めと殿ぐ々つけたのが柱だからたまうません。指の關節をいた めてしま 



知父さんは、自分で、馬車々の支度をしました。奶數«1に幻がぎつて、 ムッソタ-一— 
がその側に乗りました。 

炉 tt とぐちた みおく 

知母さんは戶口に立つて見送{ました。 

溢れる紀を、ヂッとこらへて、趙|1|,*さんは苟ざめた瓣で?てゐました。 
お母さんは一滴も淚を出しません。 






一言も言葉を發しません。 

ただ默つたまま門口に立つてゐました。 

J しかった知 -si さん。把の料で 一£なっかしい知 - ee : さん。# lsr の.い知 •©* さん 0 
今日かぎ5知別れしてしまふのだ。 

かめ Hr ぅみ 

ムッソリニ— は 「ちら！」と ^母さんの方を見ました 
知%さんは、かすかに微笑みました。 . 

S なムッソ i— も、 Mf はず.. I い SISS から配いてきました。 

馬車は走5出しました。 

知母さんは何時までもたつてゐました。 

なみだ 

ムッソリー ー—はとめどもな く、淚があふれてきました 
後をかへて、小さくなつた^母さんの影に、 

『知母さん、 

ニニ三 






へ-ートは きつと偉くな5ますよ J 
と、 叫びました。 

4 中學 校を放校 

ムッソリニの入った S は、キリスト g の ifct tf のゃって ゐる 、霧 S でぁ—し 
た。その頃は、この近所にそれ^^の卸 S 1 はなかった•のです。 

亂&ののムッソ リ ニ f の Af つた ^ r 姑が、 "5 辑 g ®? です。 

『學校は牢屋 だ！』 

げん& 

はちき-^そうな元氣をもてあまして、ムッソリー If はそうつぶやきまし」〇 

を®* はい とら > 

濫に入った虎のょぅに、のしっ{と^§を|\4きました。 

そして、一は、 Sri ? のけにして- P ゃ■の@に W 1 みふけ—した。 
古代 P 丨マの歴史を貪々讀みました。 





『あ ytf . 光榮ある 古代〇丨 マの歷史 よ！』 

彼は絕叫いたしました。 

『チべル河の畔 5、 七つの丘に始つ て、 遂に、當時の世界を支配した祖先の赫々た 
る功業は今何處にあるか』 

ムッソリニーは古代 sf マの昔を思ひ出しては現在のィタリ—の姿が物足^>なく考へ 
られて來ました。 

『大ローマ時代の光榮にかへれ、 

大口—マは世界を征服してゐたではないか』 

少年 ムッソリニ— は胸の血を湧かしながら、 

『よし！ 

俺がやる！ 

俺は古代ローマと新 ィタリ—を 結びつける鋼 鐡の 鎖になつて やらぅ』 

ニニ五 





1111六 

け?し X . 

ムッソリニ—はそう決、いしました0 

D . —マ U »—ブ 
かれ けうく . C •しよ 

彼は敎科書に も、ノート にも一ぱいかきつけた。 Df マ、 D! マ。 

ナィフで机にも、椅子にも刻みつけた。 

V んきやう こやうナつこふ 

勉強はそつちのけにしてゐたが、ムッソリニ f の一生の決心はこ ゞ でしつか力ときめ 
られました。 

そして、大 n 丨マ 帝國の基を開いたヶ—ザルを尊敬して、 

『ヶーザルの如く國を起して、ヶ—ザルの如く刺されて死なぅ』 

と、心に誓つた0 

かうしたムッソリ - II でぁるから、他の坊主くさい生徒と、 うまくゆく！^ がない。 
或る日、遂に喧嘩をしてしまつた。 

喧嘩をすれば昔の亂暴者でぁる。 




『何を！』 

と、云つた時は相手は血を流してたほれてゐた。 

彼は直ぐ校長の前に呼びつけられた。 

『神の名にょつて放校を命じます』 

『謹んで、お受けいたします』 

%*は、いぅ—と校長室を出て行つた。 

彼は、晴れ-^-とした心になつた。 

『村の方がいいや』 

そぅつ•ふやいた時、彼は突然足をとめた。 

『アッ！ お母さん』 

f を思ひ，した時に、知母さんのまぼろしが浮んだ。 

齡赋を出る時に、門口にションボリと立つてゐた知母さんを思ひ出した。 

ニニ七 






ニニ八 


r ベ 


■はきつと摩くな5ますょ j 


ちか ことば お& だ 

と、誓つた言葉を思ひ出した。 

かれ ほ、 な- U だなが 

彼の頰には淚が流れてゐた。 


をれ 


『俺はかへらんぞ！ 

えら*5ち 

偉くならん中はかへらんぞ！ J 


かれ 


ひ 1^ち Ice ® つ 


つぎ S*** で 


彼は、その日の中に荷物をまとめると、こんどは次の町に出かけて、赞くる日は、 
ぅ師範學校の生徒になつてゐた。 

實にアツと云ふ間の出來事です。 

•5ち 

ムッソリーー丨のやりかたの中にはぐず-^^したことがあ^ません。 

物事の機敏なことは電光石火の M くでした。 


5 ムッソリニー 先生 


% 



師範离：-校に入つて三年間、ムッソリーー—には腹がたつても、面白くなくても、がま 
んしようと 決心いたしました。 

『私母さんにすまない』 

お*® なん 6 

そう思ふと、何でも、がまんできると思つたのです。 

『一日でも早く、知母さんを安心させなくてはならん』 

そして彼は， . 

『よ— し、俺は人が三年で卒業す るところを 二年でヤつて見せるぞ』 

漱心をすると、 ムッソリ ーー—は全く別人のようになる。 

誰とも話をしない-遊ばない、ただ默バとして、猛烈な勉強をつづけて、彼辻見事 
に一一年で•師範學校を卒業いたしました。 

卒業證書を握ると、ムッソリニーは飛ぶように、故鄕へかへつてゆきました。 
なつかしの故鄕へ！ 



二三 0 

ムッソリーーー は卒業ふ^:近の時、ょく扣母さんの夢を見ました。 

學 t を卒業した。 

せうがくかづけうゐん 

小學校敎員になつた。 

十八才のムッソリー J I は胸を躍らせて故鄕へかへつた。 

P きに S へたのは、 " SViV ぃ F でぁつた。なつかしい知 - es さんは"優さしいぎ 
S で、 

『&.'ベ-ート』 

54* お i な力 L 

嬉しそうに、^^きくなつた ムッソ リニ—をしげ'—-と眺めながら、そう云つただけで 
した。 

それだけで、 ムッソ リニ f は十分でした。 

亂暴なくせにお人好しの私父さんは躍り上つてょろこびました。 

かう してムッソ リニ— は月給二十 IWI の小舉妒の先生になりました。 




, >,•* ふ だ 在ん げつ含ふと X .3 

S の 義贤ッ ソ ->一|も*默 一步の踏み出しは一一千圓の— で1 た 


71 v ヌ ー ノ s - - r ^ • ’ . / -- 

その一一千 M の私から七 wS は5代になつてしまつたのです 

知でこの分きい、@"威のギョロッとした先生は、しかし、子供達に一麥なつかしま 

れた先生でした。 - i i 
ムツソリー T 磬は、和 ■ちと 一 £* に、 かけつこを した々、 相撲をとつたり知話 

の B#l は苑きな ^ i で口 —マの 論を よくして 吳れ ました"* 

デ齡齡は‘みんな*ムッソリー丁先屯-が好きになりました Q 

Tlil この齡、この一に、 イタ？ 8_の？ガルパレノヂの fl あがたつことになりま 


した U 


&んが -5 きんざい おほ3•は • 3 

近郷近在の大騷ぎです こた f ん—』 ，フ 
£ しろ、イタリ- の ように 慕はれてゐるガルパルヂ將軍の銅像が建つといふの 

ですから、たいへんなものです。 


二三一 






二三 11 

ところがいよ-^-その日になつて、一つのこまつたことが m 7 妒ました0 
それは、この日にガルパルデの^記をしてく.^る gg ■になつてゐた A ? が說に こられ 
なくなつてしまつたからです。 

『こまつたな—』 

『どうしよう？』 

と、村人達は ffil 談しました。 

『これは町長さんにやつてもらふんだね j 
『町長？ 

あんな靴屋の知ひぼれなんかに何がで出 g 來る もの か』 

『うん、い ゞ ことがあるぞ J 
『い ゞ こと ？ j 
『そうだ！ 





學校のムッソリニ—先生に賴まう、あの人はガルパルヂ崇拜家、 きつとうまく 話 
すぞ』 

r それは、うまいところへ氣附いた』 

と、十 A 才の ムッソリー ー— 先生に白羽の矢が たちました。 

ムッソリー - 1は演說がたいへんうまいのです〇生れつきの網!!!^です。 

胸にひ.びくような力强い言葉で、熱心に話してゆくのですから、，いてゐる和に！! 
でも夢中になつてしまふ。 

そして、ガルパルデが、 ィタ VI 靑年に叫びかけたように、愛國の至誠に燃えて1_ 
る ムッソリニ— の演說 は、聞く 人の心に砲彈の樣にぶつかつて ゆきます。 

『ガルパルヂの再來！ 

ばんざい 

萬歳！ 

A ツソリニ •一 f *』 

一一三三. 





拍手と喝采の嵐です。 

演說は大成功でした。 

ムッソリニ— の人氣は素張らしいものです。 

♦0 ^ ^/\ くつゃ おやぢ にが き 

ところが、町長の靴 M - の親爺さんは苦々切つてゐます。 

髮の繫 f も S かされたょぅに' IT へてゐます。 

こ J - - 5う-'--- なに せんせい 

この事があつてから、町長さん、何かと、ムッソリーーー先生にあたり' - fe らします。 

せん41い ijt まく •し ^うはぎ ぬ はなし なにごと 

『先生ともあらぅものが除幕式に上着を拔いで話をするとは何事だ！』 

と、啥つてかかリます。 

じや i せんせいめんだ -3 

あま^^いろ''—^と、邪魔をするので、ムッソリニー先生面倒くさくなつて、ボンと 
辭數をた ゞ きつけると*さつさと先生をやめてしまひました。 

そして敎室に行つ て、 

『磬85|ですが、磬はゲ"闩齡5、この¥8を纪|ければな|せ&』 





齡ぢ— っと、 磬〇 1 '?すゐます。その！^に its かすすふ|はじ S した 
『最後に！』 . 

先生も淚ぐみました。 

『一言だけ！』 

そぅ デ って、 鬆 に 「 sl r si 」 とぎき ました。 

『これをおぼへてゐて、*4派な國民になつてゐて吳れ』 

は、 賊於 にと^'すがつて 抓れを ' It * 5 しみました。徵紀ぃてゐました。 


こつげふ 

失業したムッソリーー 


6 賢母ローザ 

-は姆£へ Ms へれません。%歡しましたと M ?: れば、また知母さん 
に^ 齡をかける に， 定まつてゐる。 

『そうだ！ 

11三五 
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働かぅ 

それにはスィスがい ゞ 』 

だが、 ムッソリニ— には旅費がありません。 

彼は知父さんに旅費を送つて吳れるよぅにと、電報をぅちました。 

その頃■家はどぅであつたのでせぅ。 

ムッソ リニ I の知父さんは、頑固な人であると共に、政治狂であ5ました。 . 

選擧など始まると、仕事を放つて知いて、演說をして步きます。 

ムッソリーーーの手1 紙のつく、前の日、知父さんは反孰黨の選擧に防割をあたへたと 
いふので警察に連れて行かれてしまひました。 

後に殘つた病身の知母さんは、全く途あにくれてしまひました。 

をつとろうごく 

夫は牢獄、 

幼ない子供は二人もある。 






しかも、自分は病身者、 

『ベ-ート、お前がゐてくれたらね f 』 

と、悲しみに暮れてゐました。 

『いつそ、全部でベーートのところへ行かぅかしら』 

知母さんは、その晚まんじ々ともしないで考へてゐました。 

ちゃ*=5なん 

その長男 ムッソリー ー^ ~ から、 

f スキスー！ユク、リヨヒスグオクレ』 

と、電報が來たのです。 

自1達だつて、くらしが出來なくなつてゐるではないか、それだのに 
しかし-お母さんは、 

『出世前の大切なからだ』 

と、自仿の身のまはり品を賣5のはらつて、二十圓默つて送力ました。 

二三七 
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- の W 15 る齡な齡しい一一十圓だつたノ 

ぬとも a ? i & も齡むムッソ リニ—が鼠く、スキスに作ってしまふ。 
g 犯をやめて、スヰスに行くからには、何か事件があつたに違ひない。 
しかし、 ベ-ートは v 、 f ず1 1 を切り開いて立派に成功するに違ひない。 
ヂ慨の獻には、どんな2しい斬でも忍ぶのが、親としての務だ。 

藏バしいお母さんの心の中には、尊い力があ々ました。 

家の歡は峨にも知らせないで、知母さんは二十圓の金を送つたのです。 
そして， 

『神氣 f •どぅぞ 

たす くだ 

ベニトを扣助け下さいまし ！ J 
と、神に祈つてゐました。 

勿論ムッソリーー—はそんな事を知る答がありません。 





们んの srM & と S をすると、 & l s s られて？ SI の tf 乘っ 
てしまひました。 . 

『田舍ぢや駄目 だ！ 

1い天地が俺を待つてゐる』 

•iis ムッソ i I は、^'か^ i L r^l: 」 を II じ"^がら、汽 i に乘 4 した。 
『知母さん！ 

ベニ トはきつと偉くな々ます』 

と、 n 4 の戲で私く- S 1 ひました。 

断議 t の iv fQ ィタ？ SW を r ました。 

スキス t 打きのル車々に乘りかへるために T 1 車したからです。 
k った新附を何心なく開いて、 

「ぁ！』 

一一三九 
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ムッソリー ー—は思はず、聲を出しました。 

知父さん捕紙の記事が出てゐたのです。 

『私父さんが牢獄に！』 

はじめて、家の事情を知つたのです。 . 

いまごろは、幼い妹や弟は、病にやつれた知母さんの膝にもたれて、自分の齡 

#> ん if 

を考へてゐるのではなからうか。 

お母さんは途方にくれてゐるのではなからうか、 

もう、景氣のいいお父さんの鐵植の音も聞こえまい。 

淋しいだらうな、今晚あた5は . 

何を考へてゐるだらうか、 

せめて、俺でもゐてやれば、 

あ ゞ 、そうだ、 






歸らぅ！ 

かへ 

饀らぅ！ 

时 g の®? P 、 を I つて*ムッソリーー—は、考：へ込んでゐまし 


かんがこ 


しかし. 


1:紀をさんは、^って¥墓？ くれた©でぁらう。 
さうだ！ 

松虹せずに、齡いぃ蓮命を拓け、 

そう、 M に滅じてゐられるのだ、 

.すまない！ 

この知^さんの こ 4 ろを i 一にしては . かへ5たい„ 

かへつて、知力母さんをなぐさめたい。 

しかし、それは，本営に親孝行になるだらうか？ 


かね ? 


すこ 







いや！違ふ 

俺は偉ら くなら なければならぬ。 

.ムッソリ-1—の心が、いろ-^と亂れてゐる時に、スヰス行きの列車が入つて來た。 
發車のべルがなつた。 

『行かぅ！ J 

彼は、スヰス行きの汽車に飛びこみました。 

『 l s さん 
すみません 

ベーートは、今に、きつと、偉らくなクてかへ$ます』 

、 7 どん底生活 

1につながれたお% さん！ 





i ない 一 r 人 QSI かえ & ん。— が 6 れ f —5 ソ , !t T は 
こ ^ f つて作つたが、果たして、 スヰスにムッソリーー—の幸 si 力 


&境を越えて•スキス 
寺つてゐたでせぅか、 


f f ず © rr に、たつた r 人 f こんで、どぅ—といふのでぁらぅた 


5ちんやど ぢ八 

木賃宿に陣どつて ■ 


ムッソリニ— は、職を探がさなくてはならぬ" 


はたら 


働かなければ食へぬ。 

舍はなければ、何も出來ぬ。 


，しよくげふさが #) る 


還のガム ッソ i— と デはれる破 も、 スキスに Alf. って、シヨボくと職業を探し步 
いたことも あつたのです。 

探しぁてた仕¥1、 ゃ 
て手術 fl に fs ffl て、 の二 i に罕ふとぃ ふ、 fllt に f ました。 

大 S を抱ぃて、 . 

二四三 
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^ *»• &うど-5、-》^ 

.の W - るよぅな* >■»? さんの金を旅費で、スヰスに來.たムッソリーートは一介の勞働者 
になり. さがつてしまひました。 ， 

SPQ 十八！！ QSS ? で—。 S なぃ Mfr で、ょた'^と、 ssii な蓮搬を 
百二十一被齡した！!には- f ^ s ? がなくなつてしまつたよぅに疲れてしまひました。 
その一は、 r た V ■を一 it にして、 i の KS . Z に f ました。 

截輒 になつて f ると，5"4んが^?れきつてしまつて、 起き - H ? れられない程でした。 
それでも仕事に出かけなければな^'ません。 

響爲のムッソリニ|も、この齡しぃ§!4には一，觀でまぃってしまひました。 

氣い足を曳つて、親方の前に立ち、 

『 I 方、もぅ止めます、 . 

賃銀を計算して下さい j 
『何•だ、もぅ止める？ 





どぅして止すんだ』 . 

からだ 

『身體がつづきません』 

『身體がつづかない？ 

一 Ik ! だから、苦しいぞと云つたぢやないか』 

は M - つて、その顔を見上げ'^ゐます。 
『峨*1って、た，の|ほばっか5、_みっけてゐるんだ』 
『■を M して T 4 さぃ』 

ちん？一*^ 

『賃銀？ 

この 泥棒奴！』 


ムツソリニ 
なに だま 


g 试 はいき f 、 ？ ット から、一齡リの船 «s をつかみ阶 すと、 机の上に抛りつけた 
ムッソリニ— は、あま5 の 口惜しみに、ムラ’ 

あ配と«"勞でたほれそぅである。 


ほを 


き きのふ た 

として來たが、昨日から食べない 
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着物も、靴もぼろ^^である' 

€は一つて“された5 W を，あつめて‘て—ました。 

それからロザンヌの*£にゅ行きましたが、こ ゞ でも、彼は幸福になれませんでした。 
Ml はそれから、*?々に自^と同じょぅなィタリ—人がごろ''''^してゐるのをみつけ 
ました。 

ムッソリニーも 無一文の放浪者になつてしまひました。 

あ-- £ こ -5 及ん こ*し^み ® 'つば ¢-5す ■ 

朝から！：にもたベてゐません。必園のベンチに腰掛けて、 見て ゐると、 立派な樣子 
をして步くのは大抵 ィタリ I - <ではありません。 

V つ れふち ぅ 

別の連中は、 

『錢を下さい』 

と、すぐ寄つて行くのであるが、 

ムッソリニ— は^して乞食をしなかつた。 






■黯 S に i たり、^ i ? l で & を r し f 、 I の下"に r とった— 

ともありました。 にか、 

しかし、ムッソリー 丁は、このどん1_21もで、8を威じふを考へてゐたこと 

であらう。 

『どうして、イタリ—んは、：!：國人に馬鹿にされるのだらう』 

と*云ふことと、 

イタリ— 人は金にきたない。 

イタリー 人は怠け者だ。 

イタリ—人は勇氣がない』 

と、いふ、 イタリ— 人の缺點を知力ました。 • 
『そうだ！ 

碱はこのイタリ—を‘%底から救はねばならぬ』 

二四七 







二四八 

と、 決心したのです。 

むか•し 9つぱ く K 1 あ かんが 

昔の P 丨マのよぅに立派な國をつくり.上げなければならぬと考へたのです。 

えらい人は、どんな境遇にあつても、普通の人とは違つた考をもつてゐます。 

む 8ふ tt . し 、した n すく じぶん 

無一文になつて、橋の下に寢てゐたムッソリニ—は. c 丨マを救ふものは自分であ 

かんが 

ると考へてゐたのです。 

しかし、 これからもま だ^-彼の苦しい生活はつづきます。 

てん4さ たいめい くだ •し A . 乙ん くる 

天將に大命を下さんとするや、その身心を苦しめる 
と、昔から云つてゐます。 

どんな乞食よりも、どんな貧乏よ々も、もつと苦しい生活をやつてきたのが、ムッソ 
リニ ー です。 

現在のムッソリニーに、何者をも恐れぬ力と何者をも*- , ち k く强い力のあるのは、 
かぅした どん底生活時代に鍛えられた力です。 


これからもいろ， 


さく- c んや たろひろ あひ rr 

左官屋さんになつた5、_拾ひをしてゐる間に、だん- 


らうど -5 うち 3 く. C んや 

.な势働をいたしました。その中でも、ムッソリー II は左官屋の 

うで* へ ic 又 生へ 

腕前は一人前になリました。 

ふ：5 たて6の こごと 3かや たろひろ 

冬になつて、建物の仕事がなくなると、酒屋の樽拾ひにもなるのです。 

せいくわつ &く よる 

.と、生活も樂にな5、夜 

は大學の夜學に通つて勉强してゐました。 

うち な 5 へ わ 炉 せいねん あひだひやうぽん 

その中にムッソリーーーの名前は、若い靑年の間に評判になつてきました。 

その頃から、また^^昔の亂暴と、負けじ魂が f をもたげて、こんどは皆喊对齡で 
はなく、靑年達の間の一方の大將とな々、喧嘩はする、演說はやる、紀^ S 齡乾の辦 

4い いぐあひ ろ -5 こく こくぐわいつゐはづ はう 

間入3はすると云つた工合で、牢獄にはぶ - fe こまれる、國外に追放され るといふ、：^ 

&づせいくわつ 

浪生活がつづけられます。 

お ' 

スキスを追はれて、 ドィツへ、ドィッからフランス、才—ス トリャ 、と、どこの！ 

コく •う くに お 

獄 にも 打ちこまれ、どこの國か らも追はれつづきで あ5 ました。 


二四九 






二五〇 

そうした中にも、ムツソリ-1^ —の名は、擴つてゆきました。 

，い部51だ！ゲに何かするに違ひない！そう云つて、靑年達から尊敬されてゐ 

ました。 

嫩斷から纪放されて、®?:がィタリ—に歸つて來た時には、多くの靑年達が、彼を停 

匕4■ぢや -5 むか 

革場に迎えてゐました。 

8 母の死 
偉い人にな々ます。 

そう史つて、齡 i を出たムッソリニ— は、 どん底生^ s と、 牢獄生活の旅をつづけてゐ 
ます。 

その齡に丈夫'な！ Ti と、强い心を養つて、歸つて來ましたが、相變らずの無一文で 
した。 


< &.V かめ 4* te むく へいえ&ぎむ は 

苦勞しつづけの私母さんに、何一つ報ゆることなく、こんどは兵役の義務を果たす 
爲に狙擊兵第十一聯隊に入營ぃたしました。 . 

>ぢぽ せぅがくか - 5け -5 ゐふ 

锻冶場から小學校敎員へ 
敎員から流浪へ 

ろらう ぐんたいせいく. C つ 

流浪から軍隊生活へ。 

蓮命の神様は、次々にムッソリーー—を曳きづり廻はします。 

その間やさしいお母さんは、病身のから.だで、ぢつと、子供の成功を待つてゐまし 


た U 


ぜいく. C つおちい かめ こん 

たとへ、どんな生活に陷つても*知母さんは ムッソ リー II を信じてゐました。 


ムツソ 


C . V ろざこおほ 

ニ ーの 志は大きかつたのです。 


おほ こ > ろざ，し 

大きな志はなか， 


たつ 


- 達しられるものではあ$ません。 


r ムッソリーー丨二等兵！ 





こ五二 


ちょつと 

r ハッ j 

ちうたいちゃうきんちや -5 かほ 

中隊長の緊張した顔でした 

中隊 K が一枚の電報を渡しました。 

ムッソリニーの 顔色は土の ょうに 蒼白となつた。 

r ハハキトク』 

配は!^ を^!ぅて、锐數聪 ''へ かけつけた〕とるものもとり ぁへ ず、貧にかけつけた” 

かめ 

『知 母さん！ 

お母さん！ 

ベニトです』 

ii に A 11 るヤ、いなや、母の手を提つて叫んだ。 

だが、母は答へませんでした。 


微かにぅなづいたょぅであつたが、一言も言はないで、息をひきとつてしまひまし 
た 。ムッソリニー は聲をあげて泣きました。 

橋の下で寢てゐたときも、 

牢獄にゐたときも、 

一日も忘れたことのなかつた 
お母さん！. 

その知母さんが死んでしまつたのだ、 

この 世でたつた一人の味方であつたお母さん、 

思へば氣の毒な知母さんでした。 

ムッソリニ I の 出世は信じてはゐたが、 

*<• &たいこや -5 • 

饿鬼大將 

ふ & づ 1C ん 

浮浪人 

II 五三 
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ふ9やう^い#1ふ 

不良靑年 

K 1 ふ-' , く，しや 

入 S . 

と、游がデ齡だけしか知ないで、死んで行つた扣母さん！ 

ィタ リ1の好!！.抓！^なつたがたを 一 s w 斯たらどんなに喜んだであらうに、 
さんはそれまで^ lif を保つことが出來ませんでした。 

ムッソリニーはどんなに1^しく、残念であつた事でせう。 

それからの-ムッソリニ—は人間が變つたようでした。 

射の¥は!!:, I s んを喊け、街は齡かに sl ^ してゐました。 

M * Jtr 対^:が化も、^;物時^ I も轉れてしまったよぅに、讀書を靜かに、 

た a 

この献1 i ムッソリ.一ーーの¢1?へは鮮まつて行つたのです。 

11を S く i でも.二 ftp 船のよぅに？を«^んでゐました。 


つ 


病: 


深い谷川の 上にくると •本を とぢて、ぢ f つと 考 へこんでゐました。 
ネの間に 中與一 T 校敎 員の 免許狀 P と5ました。 

9 ムツソリニータンク 


浮浪生活にょつて、ムッソリニ I は、あらゆる苦難に打ち勝つ、身 - t > i を鍛嫩いたし 
ました。 

列國を流浪して、彼はイタリ—人が、外斷んに、どんなにか、斯,にされてゐるか 
.を見ました。 

じん な£ご、ろ U 

イタリ—人の、怠け心、だらしなさ、をも知$ました。 

しかし、 イタ リ—はかつての歐洲の支配者であつたではないか。 

かっての、イタリ—人は、勇猛果敢、勤勉九がの、人助であったではないか。 
このままでは、 イタ リ—は先祖に申し譯ない。 

II 五五 




二五六 

このままでは、 ィタ リ—は滅びるより別に仕方がない。 

無一文の ムッソリニーの 心には、烈々たる、愛®!心が湧いて來ました。 

じん乙、ろ 

ィタリ—人の心をたたきなほさなくてはならぬ！ 

ィタリ—國を大口 —マ帝國の昔にかへさなくてはならぬ！ 

『そうだ！ 

俺はヶ ー ザルの ように 戰つて、 ヶー ザルの ように 刺されて死のう！』 

かくすればかくなるものと知5ながら 
やむにやまれぬ大和魂 

日本の志士吉田松陰は、かう詠つてゐます。一生を國家に捧げた吉田松陰は、遂に幕 
t のために小塚原で、首を斬られました。 

おやお*® こ-*ろ おやご、ろ 

親思ふ心にまさる親心 

けふ なん 

今日の^とづれ何ときくらん 


と 


ムッソリ？のが、的劳にょく奶てゐます。#|黯齡、？51生 1 <$で"恐：らく 

ッソリニーは-やさし知母さん口 _ザを街ひ阶して、 

親思ふ心にまさる igs ゃ； 

今日のおとづれ何ときくらん 
云ふ氣 持ちになつてゐたでせう。 


しかし、 


ク 


こ一-の中に流れてゐる、 SQ 血 iQ? には、 

ゃむに Jssg ひ 

に、 ちから 

に似た、力がふくまれてゐたのです0 
なつかしいお母さん 
不幸な知母さん 

何一つ樂しませる *, なく、把なしてしまつた、知 ^ さんの * S を ®?つて、！^ ムッソ 

こゝろくら 

Iの心は暗くな5ました0 

二五七 
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毎日*知母さんの知墓に來ては、ながいこと、淚を i してゐたムッソ リニ— の姿を 
村人達はよく見かけました。 

しかし、知墓に詣るたびにムッソリニ—は 
r へ-ート！ 

勇氣を釦出し 

お前は必ず偉らくなるんだよ』 

と、お母さん^ • 云つてゐ るよう に思へました。 

『そうだ！ 

女なら、なげき、かなしんでゐるのもよからう。 

だが！男は勇氣を出して世の中のために闘はなければならぬ。 

ffiu 會のために働き*わが家、わが國の名をあげんために、なげき、かなしんでゐ 

てはならぬ』 


ムツ ソリー 1 f は奮ひたちました。 

これから、ムッソリーー—は、タンクの如くに勇敢に、はげしく、活動を開始いたし 
ます。 

第一、 ィタリ— 人の心を根本から、たたきなほさなくてはならぬ。 

彼はどんな人の集々の中にでも、どし-^出掛けて行つた。そして火の出るよぅな 
熱辯をふるつて•彼等の心をふるひたたせました。 

彼は あらゆる 雜誌、新聞に書きたてた。しまひには自分で新聞を出して、猛烈に書 
きたてました。 

その新聞は、弱々、かなしんでゐる者に元氣をあたへるよぅに書き、惡い政治が行 
はれれば、遠慮會釋なくビジ-—--とやつつけました。 

愛國の至誠が迸るところ、聞く者をして、感激せしめずには知かない。 

役人達は彼を邪魔者扱ひにした。 

二五九 






して ムッソリニーの 下宿にやつてきました。 

扉を開いて友人達は、®?はず、 

『配ッ』 

と、云ひました。 

もう、ムツソジーー I を捕縛するために臀官が來てゐるではないか。 

腑齡 タンク、ムッソ リー ーー は、 その 紙で您 々と、 新聞を讀んでゐます0 

-3 A 

『君！ 

く？ 

ムッソリニ—君！』 

対齡は思はず叫びました。 、 

『ぁ ゞ 一寸待って吳れ給へ 
この記事を讀んでしまふから』 


f 浴ちつきはらって、新1を讀んでしまふと、友達と、氣輕な調子で話をすまし、瞥官 
の方をむいて、 

『知待ちどぅさま』 

と、兩手をさしのべました。 

齡断に!：けば、屯 i で、法廷 H 1 出れば法廷で、彼は熱辯をふるひました。 

皆、愛するィタリ|人だ。 

みんなの心を，たたき直さなければならぬ。これが、 ムッソリ -1— の考でした。 
彼は法廷で!•びました。 

『紀齡の記街は、%輩にとって喜であるが、有罪の宣告は、.我輩の名譽である。 
それによつて我輩は、始めて、 pf 人にあらず して、 理想の•主張者であ良心を 
もてる者であ々、正しきことのために鬪ふ勇士であることが、いよ-—はつき 夕 
するからである』 




一一六一一 

10世界大戰 

一把の震ニッソリ_一|がぼ起に¥んでも、ゅるみきったゼイタリ1人の心を、 
た ゞ き直すのは容易な事でありませんでした。 

そこにぬびこんで紀たのが^^ 主敦で す。ます''''^■イタジー は’目茶苦茶になつて 
ゆきます。 

イタリー の紀把には、齡く 5< 承の新を.3齡するょぅなが M tt な A ? は一人もゐません。 
そぅした I に、 iSIs ; 韜が S ! した。ィタ？ A >: は"瓣ひがと飛 & に ?1きまし 
た。 

一断の ドイツ、ォ—ストリ ヤが戰爭をはじめたのです。 

イギリス、フランス 等が相手です。 

そぅした齡^(-は、あらかじめ齡齡0*齡ることを心ぱして、充分に準備をしておき京 


ため 


x< 


した。 

ィタ リ—の ® cr s 豕には、齡く iH :*^ の^.を#^*へるょぅな il がなかつた^' に、 M 4 にも ffli 
意がしてあ5ません。 


どぅ：？い むす くに 

しかも、ィタリ— は、 ドィツ や" ォーストリヤと 同盟を結んである國です。 

口ん t く どう6 .-こく せん3う はじ ち^•うど t な y くわ-1:卜 は iltrs ) 

その隣國の同乳國が貌务を始めたのですから、丁度隣から火事が於つたようなもの 


です。 


じゅんび 


紀つ て扣 く pr にはゆきませんが、戰爭をしたくも準備があ5ません。 

■がぼ—んから S するょ1に S はないのです。 

SI ルしたが断獻^>^1辦があるのですから、％時、侵入されるかわか-^ません。 

しんぶん はつ炉づ ぐんぴ ととの こと •し1¢ちやう 

そこでムッソ リーー—は新聞を發行して、軍備を整へる事を主張しました 

その W に Si は、 震 i に i ?、 rf: 1 ■に f ました。 


だ*‘せ又3う せかい やうず ぺ A 

この大戰爭は世界の樣子を一變させようとしてゐます 


二六三 







U 六四 

戰爭に勝つた者が、次の世界に强 k と 

い&ほ.6 

なれる勢にな9ました。 

戰はなければ、列國から蹴落されてし 


まふ^ 


w > うかん 


11づ 


イタリー人は勇敢であつた筈である。 
イタ y — 人は世界を支虹した勇纪な民族 


首 

相 であつた。 




か わた 


ゲルマン民族は、ラィン河を渡って、 

みんぞく ぶんめい 

-フテン民族の文明をふみにじつてゐるの 


ではないか。 


ぜん 


じん 


起て！ 全イタリ—人 


ため 


»*? ぞく tto 

國家の名譽の爲に、ィタリ f 民族の發 


展のために 

ぜん じん 

全ィタリー人ょ。 

銃をとつて起ち上れ。 

と、 M んだのが、 1 siAV 、 •タヌ ンチォと、ムツソリー T であつた。 

ムツソリーー—は^ィタリ—にむかつて叫んだ。 

•しょくん 

『諸君！ 

拭紀しなければならないのだ。 

辦かなければならないのだ。 

戰1一なければならないのだ。 

そして、被® I とあれば死ななければならないのだ。 
^ょ‘益を奶ってゝかって爲の磬滅を齡ったものはなかったのだ 
P はが sf ぎた。 

二六五 




二六六 


しょくふ 

諸君！ 

れ含- • 


しゃ S 3 .ん ぅご 


歴史の車輪を動かすものは、血でぁる！』 

S ナ か/*.な y -» と 逆ん じん あいこく*しん ひ ff い 

この叫びは.雷の如く*全ィタ'.1人の愛國心に響いて行った。 

ムツソリーー|は齡 0?-自^の新^ィタリ|國民新聞に、熱烈な戰爭論を書きっけ 
た。一 K 、 SI 心を i めて ■ ファッショとギっけた。この 1? 志1 11 1に"散って、鰣 
國戰爭を訴へた。 

ぐん 4 f tt .£た 

『ドィツ 軍はすでに-フィン河を渡つた。 

I ' i の， t 明は再び、この北方蠻族の爲に脅かされつつある。 

あ V -C れらちちづかいみんぞく 

鳴呼！我等地中海民族よ！ 

彩ぁリ、だ雅なる民族の手本たる、我等伊太軋人よ！ . 

偉大なる文化と事業を產み出したィタリーの同胞よ！ 

尉後の戰にむかって足を投ぜよ』 


cx/\rA 

『諸君！ 

,I じふ つれ"''~^■や乙. <. お-5 

やがて船射が^:つて、 フランス や、ベルギ—人が、我々がカイゼルの野心ょり歐 
i を树ひ吧し、ドイッ、才！ スト リヤの t 齡と*必死に戰つてゐたとき、イタリ. 

は峨をしてゐたんだと S ' ねられた5¢!に、何と答へるつもりなのか、 

その B #4* sti 敢は* イタリ— At たる奉 i を砂ぢるであらぅ。だかその時は手遲れだ』 
ッソリニー は.し獅，子奮迅の勢であつた。 

『的0^、齡^は魁歡の竹でつくられてゐる。ガをつく|*は、イタリ|全土を動か. 
し f た』 

イタリ|の歡齡献骑のかは$|きたつた。かくして、イタリ|は、遂にドイッ、ォ！ 
トリヤに對して宣戰を布告いたしました。 

イタ リ—は ムッソリニー の^にょつて動きはじめたのです。 

亡ん «• ん せ X .?ふ 

戰線へ！戰線へ！ 

二六七 





ぐん ->»> つぢふ 

イタ ソ—軍は、堂々 と 出陣してゆきます 


二六八 


ムツソ 
せん， 


11陸軍々曹べニト•ムッソリニ 


い含 つひぜん うご 

の意氣は遂に全イタリ—を動かした 


宣戰は布吿された。 

«£は直ちに阈民にむかつて叫んだ。 


^ i / L 


『今日、武器を執れの命令が、國民に響き渡つた。 

もはや、繁 iil 一！ r 緲斷ィタ！の一に¥ばぃ、のだ。 


歡 W の g ょ街5肋づる11!一の叫<びはただ伊太利萬歲！これあるのみ„ 

ぼこく 

あ、！ 母國イタリ— よ。 


V 丨ぽんざい 


は、知それなく、くひなく、， 我等の. 生と 死を、御 •#' に捧げる』 


おみみ 


かぅして、ィタリー滅^ H に愛國の歌は響きわた々、祖國の旗は、ひらめきわた々 


ま 


於がムッソ i — も、 齡十一 SIM の备 *r として S 化が T ました。 

.タリ 1起ゼを EJ ®< の ^^ U わきたたせた辦 ifiL ? の 志士、 ィタ リ f 國民新聞社長ムツ 
ソリ - i — も一.私拭として戰陣に出かけました。 

> k あ vc *£ 乙 w » つぺい 

肥 g ィタ？ の!！に5をとつて£一脑をしみ^-と味ひながら、戰線に出兵いた 
しました。 




锨の?:も黯する、ユ-ゥス、ヶ-ザル—萬の將として*遠征をしたのですが、 

St P おと いき*® だい«-んた 

ムッソリニー は 一'^卒として、しかもヶ—ザルに劣らぬ意氣を持つて第一線に起ちま 


袅んせい 


した。 . 

_して、 k もなく、1 ® si 1^ぶ部か.ばれました。 

ムッソリ T 一 S は、凝をつて' 齡を節に、に矿つて纪ると、_ 
ザ佐が親しそぅに手をさしのべて、 

二六九 
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『ゲふ日は紀制ではない。ィタリ13 i ゃどしてのムッソリニ—氏に相談する 
のです。 

あなた せいめい た S けん 1S つた LI .*3 at „3. oc 、 

貴下の生命を、絕えざる危險にさらし知くのはあまりに勿體ないと思ふ就い 
ては齡 K 勤務にかへつて、我が聯隊史の編纂に從事して T 4 さらんか』 

すると、 ムッソリーーー は、起立のま ゞ .禀 として 答へました。 

『私は戰ふ爲に來たのです。私は書かんがために来たのではありません』 

かうして彼は*第一線の慙壕に歸つて行きました。 

戰場の樣子を、 ムッソ リニーの塹壕日誌にょう、うかがつて見ませう。 

『十時、 i 散彈が頭 Ht に唸った。 

五 f 後•第二の榴散彈が、物凄い音をたて ゞ 、我等の前方三米、中隊長から一 
米のところで、破裂した。 

私は立つてゐた。 


4 


さつと Mi がたつて、つづいて陈かれた，石の風が，來た。 

た ざ又が V だ た 

私は塹壕を出た 、 S 
「擔架！擔架 ！ J 
1が Tf 人、戀の？ 

大きい岩が文字通力、.血■にちぬられてゐる』 


くだ 


い己 あ&、し& 


b たく*しざんがVだ たれ. vif-5 な X こ幺 

私は塹壕を出た、誰か側で唸つてゐるけた ゞ ましく呼ぶ聲 


へい ふた p r んがう な炉 ぢぅ，しよ -9 お 

兵が二人、慙壕の中で重傷を負つてゐるらしい 


おほ 


ちこほ 


ムッソリニ—は爵か、£なる黯に€|加して、篇か繼して、«5が齡ると、 

だい せん た かんじゃ -5 

第一線に立つた、その烕狀に、 


ユウ牛 


チンチヤタ 


ダイタン 


4 < >> n- 5 1v> ノノ r'TS 2 こ ->r -r: ぅ -T- i \*;• . - ? J ctwlm 

ソノ 儀褒 タルべキ活動、ソノ果敢ナル勇氣卜沈着如何ナル 激務-ー モ堪へ 大膽 


サイ 


シテ、ソノ任務 ヲ行フーー 際シテハ、不快ナルヲ厭ハズ、熱心，勤勉ナリ」 

ぺ t. ヒつ .しだい •し J: うきふ ぐん 3-5 丨 

かぅ して、一兵卒だつた ムッソリー ー—は、次第に昇級して軍曹とな$ました 


ぶたい 


S う炉ん 


ムッソリーー—の部隊は、最も勇敢でした 
11前二十ニメ r の對陣をーケ月もつづけました。 


一一七一 


又 




二七一一 

そして、ヵルソ のた知黯が F はれた 1、ムッソリ Tkitv 全 1! に四十ニヶ船の对 
重傷を負つて、後方に送られました。 . 

しかし、 あくまでの 勝氣な ムッソ リ - I — は、 その 大重傷に も、 不思議に生命を と P 
とめる のでぁ$ました。 


12銃後ゆらぐ 

ムッソ リニ—にょつて點火された全 ィタリ— は、愛國の至 ft ? に燃え上が々ました。 
擧 Hf 一致！生活物資は次第に一^足し、パンも砂糖も、十分に得られなくな5まし 
たが、 ィタリー 人はょく忍びました。 

.戰乾は第一線に戰ふ軍隊と、銃後の國く民が一つにならなければ、決して勝つもので 
はあ$ません。 

全 ィタ リーの 指導者 ムッソリー If も第一線で戰つてゐます。 



だが—— 

ムッソリニーを ^一線に送つて、戰がながびいて來た時、恐しいことには、 イタ 
リ—銃後の守々が、だん^-とゆるんできたのです。 

戰爭に勝つて、イタリ I が、平和會議の時に、フランスやイギリスに見くびられて 
何等得る事がなく、戰ひ損をしたと云ふのは、銃後がゆるんでゐたからです。 

古代 D 丨マ人は-如何なる長期戰にも、如何なる -«-< 古難にも、よ •< 忍んで、最後の勝 
利を占めたのですが、護國の神樣 、ムッソリニ— が戰地に行つてしまふと、次第に イ 
タリ-- 人の心がゆるんでまい々ました。 

それは■社#主義者ヤ、共紀主義者が、入ぅこんで、銃後を亂したのです。 

私達は、これからのイタリ|の話をきくと共に、十分に私達の銃後の心を緊めてか 
からなければならぬと思ひます。 

その頃、 D シャ の共產主義者は革命ゝを起して、戰爭をやめました。 

二七三 
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ニャの5!||雲は，そ°,^!で、1;ぃを#|9してしまぅと、ゲ1!に_^を 
伸ばしました。 

イタリ—にも ぞく^-赤化の手が伸びてきました。 

ノ とま せんさ〇ち *5 じ こく A 又 へい . C 

『イタリーもロシヤの云ふ®' • り-にやれば、戰爭を中止して、しかも、國民は平和に 
なれる。 • 
はたつた 一 B ^ に一^^:働いただけでいくらでも贅澤が出来るぞ』 

姑起? Hiltr イタリ—人のがをだらけさせ、 イタ リー人から•愛 Ht の心を奪つ てし まう 
，としき うと、活躍をはじめました。 , 

あぶないことです。 

ムッソリー ー— は負傷して、野戰病院に人事不省に陷つてゐます。 

イタ人は次第に、共產主義にかぶれて戰爭を嫌ふょうになリました。 

戰爭に反對するょうにな々ました。 


銃後のゆるみは、直ちに戰線にもひびきます。銃後の人達は注意すべきです。どんな 
.ぅまいことを云つて來ても、どんな誘惑がきても負けてはならないのです。心を許し 
てはならないのです。 • 

イタリ I 國民はそれを忘れました。 

イタリーの銃後は亂れて來ました。 

それがどんな恐ろしい結果を生んだ事でせぅ。武勇にきこえたイタリ f 軍が、ゆる 
んできたことは、ドイツ側にも直ちに判明いたしました。 

一九一七年十月二十三日、ドイツ、ォーストリヤ軍はイタリ—軍のゐるカボレツト 
に向つて猛烈なる總攻擊を開始いたしました。 

イタリ—軍は，無殘にも總崩れにく崩れました。 

イタリー軍のゆるんでゐた結果です。 

捕虜になつたものが三十萬もゐたのです。大砲が二萬五千も捕獲されてしまひまし 

一一七五 







二七六 

た。その他.ぶんどられたものは救へきれない程です。 

ドイッ軍はどつと北イタ？に攻め込んで来ました。 

イタリ—の都市と工場と農地は、悉く敵軍に蹂躏されてしまひました。 
恐るべき事は、國民のゆるみです。 

13ムッソリニー獅子吼 

私# 1 の齡鉛^一して病配^街はつてゐるムッソリーー—は#第に成 mi レてがました。 
囘復したムッソリニーの耳にきこえて來たことは一體何であつたでせう。 

イタ =s — 軍は勇敢である。 

イタリ f 國民は愛國の_至誠に燃えてゐる。 

そう信じてゐた、ムッソリニーのところへどんな報吿がもたらされたことでせう。 
銃後はゆるんだ。 



共産主義が入りこんだ。 

ぐん たいはい 

そして、 カボレツトで、イタリ— 軍は大敗した。 

ふんげ S 



なん 

も 何になる か！ 


ムッソリーー— は憤激した。 

憤激のあまり-、七日七夜は一睡もしな 
かつた。友達は憤死しやしないかと、心 
配してモルヒネ注射をした程であつた。 

«1谢 P 何だ、祖國があぶない。寢てゐ 
る譯にはゆかぬ。 

病ぅ床からムッソ ジー ー f は再び、 全ィ 
タリ—に 向つて獅子吼いたしました。 

『製 i 一致が撕れたら、幾千萬の大砲 

二七七 





二七 A 

獻百萬の勇士が祖£のために尊い血を流してゐるのだ。 

この犧牲を空無にしてはならない。 

得手、勝手な理屈は反逆である』 

乙んあい こくみん、しよく又 

『親愛なる國民諸君！ 

希槊に燃えよ！ 

石炭は十分か.パンはなくなり.ヤしないか、薪はどうか！ 

昨日までは、そんな小うるさい問題にか ゞ 々あつてゐた。 

今日、國民の問ふところはかうだ。 

鐵は、彈氟は、銃劍は十分にあるか！ 

我等は、寒氣も、飢えも堪へることが出來る。そんな事は問題ではない！ 
侵略は、寒氣や .、飢 よ5も、遙かに惡い事だ！ 

それは恥である！ 




我等は勝たねばならぬ！ 

そして，我等はきつと勝つんだ ！ j 
r ゲ日は一大決心¢9-秋.でぁる！ 

共產主義や、社會主義を蹴とばせ f 
自由と か、わが ま、 とかを、葬つてし まへ！ 

われ等の行く道は二つしかないのだ。 

明日の勝利をぅるために、一致團結するか？ 

或は、勝手な熱をふいて、滅亡するか ！ j 

於だ、%快せぬ、ムッソリニ—は、一^<國民運動の中に飛込んだ。矢繼早に大會を開 
いて國民を鼓舞した。 

『ィタリ • ~~國民ょ f • 

一致團結せょ！ 

二七九 




二八 a 

今ぞ戰ふべき秋である。 

抵抗し、攻擊し、そして捷つべき秋である ！ j 

ぜんど ふた ゞ あたら げん &#>3 

イタリ—全土に、再び新しい元氣が湧いて.來ました。 

國民は再びふるひたちました。 

くる せいく. C つをこ けん珍ん 3 

苦しい生活の底から、ぞく <と獻金されて來ました。 

こ、ろ ゐ t * んぶくろ せん-'^- 力く lolcoC .、 炉んげ9 

心をこめた慰問袋が戰線に送られて、勇十：の心を感激させました。 

ぐんぴと、の C & こく . C ぅ ちょくご くだ 

軍備も整ひました。士氣さかん。 イタリー國 王から、あ々がたい勅語が下りました0 
かくて、ヵボレット敗戰の日ょ々一年目、一九一八年十月二十四0*纪ゲ擊私が、イ 

ぜんぐん くだ 

タリー 全軍に下 5ました。 

•5ぐ〇ん ちからつ1 

打つて、一丸になつ •* 力.は强い。 

こくみん ぇい-*.ん - C す がた ひ つひ S 

あ ゞ ！イタ リー國民の永遠に忘れ難き日は遂に來た。 

ゲイトリリォ、ゲエネトの 大捷！ 




ぐん ぐんだん ぜ又めつ 

ォース トリャ軍七十三軍團を全滅せしめた。 


J 



H 儀 

::公 




.^A.1-. .>'.- 、 ■::' 

orv 'p 

: 



る ( 


遂にオーストリャは白旗を 


掲げて、降伏したハ 
イタ 


づじやぅ 3んぜ4 

'丨の頭上には燦然. 

乙よ -5 り えいくわ -5 か vr や 

として、勝利の榮光が輝い 


たのである。 

强いのは團結の力である 

き上こく ち ち^& けん 1 C ふ. 

擧國一致の力である。堅忍 

ぢき -5 きょこく ち ちからな ( C もの 

持久、擧國一致の力は何物 

せいこう ちから 

をも、成功せしむる力であ. 


乍ゃづ今炉ぅせん炉 われ^- ふか C . V ろ 

長期抗戰下の我々が、深く心をとめなければならぬことであ々ます。 


二八 I 










二八二 

1ゲは大敗したイタリ—も*遂に擧 i 一致の力で大勝利を得たのです。 

ムッソ リーー—は感激に堪えず*して、 

『，大なる，はつひに來た。 

この M なるよろこびの瞬剛に於いて、交々至^萬烕は心臓の鼓動を止め、肺臟は 
咽喉まで飛上るのを覺へる。 

槪 i のがかぅし受瓣の 日は、つひに 勝利の榮冠 をいただいた。 悲淚 につかれたる 
，には喜びの淚がルる。 

アルブス山よ5シシリ I 島に至るまで、街よ々街に、大なる叫びを響かさん Q 
イタ リ—萬歲！』 

14イタ リーの 苦杯 

f Ifssli は職试國艦の. S 和で銳を奶じました。 




ぐわん•さや -5 て5ぐん さいご げき 

頑强な敵軍に最後の一擊をあたへたのは、 イタリー でした。 

そして、イタ？は六十 g の®?ぃ ㈣ 4をぎ I にし、百 g の g 震ど、二十一勤のふ不 
具者を出しました。 

たうとぎせい たい な fctf く 

この糞い犠牲に對して、 イタ リ—にいつたい何が酬ひ られ たので せぅ か。 

へい . C くわいぎ お な 1 C え 

ハリ—の平和會議に於いて、イタ リ—は 何を得たのでせぅ。 

ドイツ植民地の大部分は、好むがま ゞ に 、イギリス 、フーフ ンス が、 傲^ i してし まつ 
た。 

じんす 

イタリ— 人の住む フユ f メもイタリ—のものにならな かつた0 
增殖 f る國民のためにと土 ir を射めてゐたイタリ—は、ぃ一っボのゼ紀も觀へられなかっ. 
た。 、 

『噫！イタ リーは 何のために戰つたのか、何のために、寒さをしのぎ 、 ml をしの 
んで四年も戰つたのか j 

二八三 




二八四 

齒をくひしばつて憤りました。 

一配^把ィタ，|はかぅした^|0"をがなければならなかったのでせぅ。 

粼断一紀！ ィ11 は齡 X を t ! 家いたしました。この虻い*?>がパ-—の平和會_ 
までにつづけられてゐればよかつたのです。 

ところが、^^和#^齡で、いよ，く® li ? ちの奶贼をやる頃は、ィタリ—の國れには再び • 

おこ i くわい，し»>ぎ きょ2ん、し；§>ゴ * ， 、じ5〇 rv 、 c b •ニフ 

ごた<が起 A 、 社會主義や、共産主義がはびこ々人民の、心はくらつ、てゐたの- 
です。 

そこで、ィ Y リスや、フランスなどに、 

だめ 

『もぅ、 ィタ リ—は駄目だ、 

意久地のない國になつてしまつた。 

航 S ' など、 TT もやらなくたつて、 A ? のが W ゆるんでゐるのだから、知こること. 
も出來やしない。』 • 



と、馬鹿にされてしまつたのです。 

領地の分配も一つの戰爭です。 

弱ければ，領地は一寸だつてとれません。戰爭の中だけ•强ぃのでは不十分です。 
戰爭が終つて、平和になつた時、更に一層强くなければなりません。 

かつて、日淸戰爭の.、日本は！ i 東半.を支那から譲ぅぅけました。 ところが 戰爭 
で日本が弱つ たと見るや* 忽ち、 ドイッやフランスや T 1 シャが やつて來て、無理矢理 
に、遼東半島を、 と々 かへして*しまつた事があ々ます。 

したがつて*戰爭中は勿論強くなければな及ませんが、戰後は更に強くなければな 
力ません。 

イタリ—が平和會議で、ひどい目にあつたのも、イタリ—人の心がゆるんだからで 
す。 

戰爭が終つて、ほつ！とした時、その時から人間の心がゆるんできます。 

二八五 



11八六 

JI になまけ心が湧きます。赘澤がしたくな P ます。 

だが>四的も^1¥してゐたぁ後ですから1、品物が十分にぁ5ません。品物が十分でぁり 
ませんから、 S 1 S * が11いのです。貧銀は上5ません。人民は不滿と不平をもっょぅに 
な々 ました。 

そこへ、* I 產主義の r シャ から、 

* u 、 u * tc.、>c せ&く -C 

『今 だ！ 人の心がゆるんだのにつけこんで ィタ リ—を赤化させょ 
ィタリ' ~をかきみだせ。』 

と\指於が%たのです。ィタリ ー のは、その和にのって、® , =國を 崩壊し 
しまぅと、 1ろしい國賊的く活動をはじめたのです0 

、しょくん 

『諸君！ 

新 ® i がロシャの一於ふ通5になれば、 地上に 天國をつくることが 出來 るのだ。 

P シャは1日二時間しか働かなくて、しかも，幸福に暮してゐるのだ。』 


て 



『イタ リ—を 赤化す るために、國內を亂さなくてはならぬ。 

乙くない みだ はこ 

國內を亂すために、ストーフイキを哲らせよ 。 J 
そこで、 共產がイタリにプひました0 

、しよくふ 

『諸君！ 

諸君の賃銀は安すぎる。 

ち/ w ar .<» あ く •しごと a す 

賃銀を上げて吳れ なければ、 仕事を んでストライキを取せ0 J 
一度 ゅるんできた*イタリ fAjr は2一つ5<豕のためを ?^ へることが製なくなつてゐ 
ました。 

こくちう おこ 

イタリ f 國中にストライキが起々ました0 

亡づ^やう こづぢやヴみな&うげふ 

工場といふ工場は皆休業です。 

で/, L や じど -5 こや うご • 

電車も、自動車も動きません。 

二八七 
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そして、 tl 髮は?|んで B をうたって—す。 

ただでさへ、招しぃ、ィタ-|です。かうして、笤 5?が裝を奶んでゐるのですが 

ら、いよ-—困つてきます。 

『ィタリ—に內亂が起る。』 

そういふ S に、^ T 國では見てゐました。 

かうした I にパ-—で益 S が哪かれてゐたのです。 
sffLi の f てゐるィタリ—にぎ地をやる必要はない。』 

と、 Tk ふ！！になつたのです。 

£むべきは共產主義です。 

イタリ—が ひどい 0" にあつたのは、共產主義のためです。 


SI に赤化の指令です。 

『ィタリ I の軍隊をたたきこは せ！』 


ぎぇざる黯の El ^ を® I し、 漱 する 1:0< のために、 f き 1 I JS <^^< S 2 を 
K ん で、^ の 笱をたて、 1? "して纪ると： 

t な*©の ふじい -5 ぐんたい t 、 か卜 

『我々が、こんなに品物の不自由してゐるのは、軍隊が戰をした からだ！ 


ぐんじん われ -*< 

軍人は我々の敵だ f 

&ょぅさ又、し叻ぎ、しや 

共産主義者はかぅいって 


1 C く ，•- 

僭むべき敵だ ！J 


じん/*.ん 

ィタリ^ — 人民をそそのかすの' t : す。 

凱旋祝ひどころではぁ力ませんストラィキをゃってゐる龄船に|;くと、腑赋私1齡 
だたきになつてしまふ有樣です。 

恐るべく、僭くむべきものは、共產主®義脊ではぁ及ませんか、 

ドィツが戰爭に敗けたのも、1 fsilii 鉍がを%したからだと ik はれてゐます。 

き , ^ r -5.3 ふ乙ゆぎ*しや か く 1 Ci くにい こく £, み？ 

共產主義者は、勝つた國にも、負けた國にも入々こんで、國れを亂してゆく、まる 
で、傳染病のょぅに、僧くむべきものです。 

尅、ムッソど T が、髮と & IIKS んで、 Si 霧を一網からなくしたぃと 

二八九 




II 九〇 

一^々をしてゐるのは、かつて、イタリ—が共產主義のためにひどい 目にあつて ょ 
くその Mi ことが辨ってゐる爲です、 

この齡のイタリーはぎて ゞ 私いたら、どぅなるか譯々ません。 

鱗齡か、 SS を M った*^ムッソリーー—が、ぃょ^^偉大な決心をも？徹底的 
こ イタリ I をた ゞ きなほし、イタ y I を救ふために Ar たぬ答がありません 
ムッソリー11以ルにイタリ—を救ふ者はありません。 

15ローマ進擊 

イタリ— に4ろしい嵐が吹いてゐます。 

謹義 iV ィタ-—を f いてしまぅとしてゐます。 

»*< -53ん*し(0>ぎ乙 や へい^_ 

共產主義者は平氣で 

f 敕 W の fr 断はイタリ—ではなくて、ロシヤである。 



我々の都は 131マでなくて、モスコ 
-である』 

と、云つてゐます。 

共產主義の魔術にか ゞ つた イタリー M 
は、自分が イタ リ—人であるのか、 ロシ 

じん 

ャ人であるのかわからなくなつ てしまひ 
ました。 

あ、、歐洲大戰に大勝利"をしたイタジ 
—はまさに滅びよぅとしてゐます。 
町には ストライキが 起つ てゐ ます。 
村には百姓一揆が起つてゐます。 

やくば L ちゃ V やく 1 C ん な炉 きようさん0§ぎ、しや 

役場や市廳の役人の中にも共齑主義者 
二九一 



一一九二 


が入5こんでゐます。 

こくない M くき あか- lt*/£v 

國內には イタ リ—の國旗がなくなつて、いたるところに赤い旗がたちまし 
「ィタ-—鬣」と&った！！に？ SS に齡されてしまった A ? もゐます。 

だい こく/ r い やうす ざん «. ふ ijs 

大ムッソ リニ—はこの國內の樣子をどんなに殘念に思つたことでせう4 . 

3 じん 

『覺めよ、イタリー人！ 

祖國を賣らうとする、惡人にならうとするのか。 

5みたち く. C うえい じん • „ 、 q 

君達は光榮ある、イタリー人であるといふことを忘れたの/』 

： I は愛國心を呼びさました。 


t » た 


至るところに現はれて、 ムッソ a 
『 IW 1 I 志ょ來れ！ 

しつかと，配を阻んで.祖國ィタリ—を守る勇士は來れ』 


きた 


ムッソ 

ぜんこ 


» t S ナ し ぶん C 

一一—は、， 今や叫び、敎えるだけでは十分でないことを知々ました 


つの 


きゥ乙く«>-5•し 


全國にむかつて、纪國の志士を募々ました。救國の勇士を求めました。 


た 


じん . ut \ l ぶ せ& く to ぜんぶ ひとたち 

イタ リ—人全部が赤化してゐるのではあ5ません。 イタ リ—全撕の人落がくさつ て 
しまつたのではあ5ません。 

イタリ I 人の中にはまだ、正しい心の殘つた t があ力ます。 

イタリ—人の中にはまだ、愛國心が殘つてゐます。 


えいゆう 

そした英雄はぞく. 


、と、ムツソジーー* —のところに集つてきますハ 


ぜんこく こぶで9 - t 

全國に支部が出來ます。そのあつま 9 を、ファッショと s v ひました。ファッショは 
黑いシヤッを着てゐましたから、黑シヤッ黨 とも 安ひました。 

ムッソリニ— の爲に生命を捧げて 働いてもいいと 云 ふ同志ですから、 g もしいもの 
です。 - 
その中にだん<と、#11;15||?^は|55©|をぉ起こしました。 

劇場を爆破する、№2のない V 5 を* K する。 

ムッソリ, 一—はこの時遂に 


一一九三 


i 

r 惡の1がに對しては善の武力を！』 

と、全國の同志に武装を命じました。 

かくして、||?§ファシスト辦はぜ全國に三十數萬となったのです。 

これを f 、 S 義、■は S てました。_の$?きし8が一妒に一紀して、和 
S を！！こし、ファシスト齡を一"破しなければならぬと祕密指令を發し.て、突如總罷業 
を也し、暴動を亂始しました。 

ムッソ i 1 はた t に M @< の St 志に一って、 IKI 4 J'n しました。 { 

獻齡なるファ I ' y スト、一|シャッの一既は、魔法の如く、ィタリーの町々村々に一齊 
に現はれました。 

1思ギ艇のない^"把は、ただ、ぅろ'^*してゐるだけです。何をすることも出來ませ 
ん〇 

ムッソリーー—は政府にむかつて、 


r 我々は政府に四十八時間の猶豫をあたへる、その間に政府が、暴動を鎭めること 

でき じいぅ かづどぅ 

が出來ないのなら、ファシストは自由なる行動をとるものである』 

四十八時間たつて、政府は何もすることが、出來なかつた。もはや捨てて知くわけに 
はゆかぬ。ファシストは政府にかはつて、國家を顚覆せんとする、騷動を愼めなけれ 
ばならぬ。 

『きつと征伐して見せるぞ、 

いや木葉微塵にしてしまふのだ。 

あの惡獸共を、一思で！』 

ムッソ リニ' —の 命令が下5ました。 

た た 

『起て！ 起て！ファシストょ！ 

起つてィタリ—の國家と、市民を救へ』 

ファシスト黨は活動を開始いたしました。 

二九五 


か -5 つう a くわん たう&ふ て う ご 

休んで ゐた 交通機關はファ シト黨員の 手で 動きはじめました。 

こバげ？ たうて .しごと 

全國の工場 もフアシスト 黨の手に よつ て、仕事を はじめました0 


二九六 


役所にたってゐた赤旗は下ろされて、イタリ|斷,がひ爾'つてゐます0 

& よう 3 ん、し «) ぎ、しや やく、 しよ お 

共產主義者は役所から逐ひはらはれてしまひました。 

イタ？人は S て、そこに、 S なファシストのす％をぞ齡 S に 1 ぎまし 

す C <っょ X 

イタ リ f を救ふものは フアシストで あると强く齋じました0 

40叻づせいこ；§ 

『救世主？ムッソリニ ff .』 

全國民は一齊に叫びました。 

「タリ f 私府の中にも共産主義者が 居りました0 
〇丨マ市には共產主義者の本部も あ々ました。 

フアシストは、これを征伐しなければ，ぬ。 

あたら か vr ナ*?せつ 

そして、新しい-輝やかしい イクリ f を趑設 しなければ ならぬ 0 


た 


救世主ムッソリーー—は、。丨マ入^'を斷行することになリました。 

七萬の健兒を率ひて，蒼々'^,ムッソリーー—は C — マに進擊を開始いたしました。 
政府部內に巢嗆ふ共產主義者は卑怯にも、このファシストを軍隊の力で、壤滅せし 
めよぅとしました。 

時の首相ファクタを、そ ゞ のかして、戒厳令を布かせよぅとしました。 

戒嚴令が布かれ ゞ ば 、フ ァシスト隊と、國王陛卞の軍隊と、衝突しなければならな 

/To 

IV 

ィタ リ—人同士で血を流さなければならない。 ファシ ストは賊軍になつて しま ふの 
だ。 

ムッソリーーーの一大危機である。 

齡の!5献は己に辭表を提 W してありましたが、裁下が未だになかつたのである。 
そこでファクタ 首相は V a 丨マ 全市に戒嚴令1を布いて、 ファシスト 隊を擊滅せんも 


二九八 


あは»ぅち -5 さんだい 

のをと、そ ゞ のかされるま ゞ に，慌て ゞ 官中に參內いたしました。 


『陛下、ムッソリーー—が叛亂を起しました〇戒嚴令を布かねばなりません〇御裁 

t を ko 

を申し上げます』 

乙炉 いぐ. c い 

然るに意外 

『朕は、戒嚴令に反對ぢ，や J 
r しかし陛下！ 

きふ 


事態は急でございます。一刻も猶豫が出來ません』 
明にわたらせ給ふ國王陛下はムッソリニ 
『ならぬ！』 


匁ぅせい すで 炉ん 

の誠忠を已に感じられてゐた。 


だんこ お»»る くだ 

斷乎！御許しが下されなかつた。 

-C.W* •しやぅ たい 乙んげ 3-3 た V*- かいげん-^% こ 

だが！ 首相は， ファシスト 隊、0 丨マ進擊と聞くや*直ちに戒嚴令を布いてし 


つたのであ5ます。 


ま 


かれ t 

彼は恐る. 


、御前に進んで、三たび奏請いたしました。 


3-んきふ 


『幽で！ファシスト咏は、もはや D !マに進麟してゐます。實は先刻、緊急の處 
置として、戒嚴令は、すでに發令が終つたのであります』 

陛下の顔色はナッと變られました。 

な 1C 

r 何！ 

炉いげんれい .«» いれい 

戒嚴令を命令した？ 

祇の槪贼をもって、齡がその命令を發したのか？ 

Jfirli 对をボずるの齡は、ィタリ|即3£5の!に屬することは、知らぬ答はあるま 
ぃ。 pis の靈を rf ょぅとぃふのか！』 

ファクタは S ? はず®?を伏せて、答ふる言葉がなかつた。 

『それに齡がすでに、® L 拓を齡てゐる。すでにが閣 M ' s 5 丸臣を辭したものは敗 
齡於を奏請する權限すらないのだ！』 

二九九 




三00 

ファク—は1!#して擊をデ、6ちに漱繫の肥り|しを、?^に繼しまし 
た。 

つづぃて、 ii +' lQ ムッソ！ T に mllf をもつて、 1 峨の黯が齡 r ました。 
かくして、 ¥ irK 子が、ィタ？&<雜^製を|ぶべきひ日が、つひに％ 
たのだ。 

いや、新 イタリ I の夜明けだ。 

ムッソリーー—は九萬の黑シャッ隊の先頭に立つて、 口 —マの ^ に A 1 りました。 

見ょ f •彼等の顔は、汗にまみれ、ほこ々に染みてゐる。しかし脱の^:に^ 6 ゆる も 
のはただ一意專心國を憶ふ、愛國の至^である。われらの*?. P もつて、 イタリーを 

すく ナつ J 

救はんとの決意である。 

，しふ ち 

かくして、新 イタリーは 明けて ゆく 0 

えい»>-3て4>-5せい 

英雄ムッソリーー丨の手にょつて、イタリ—は遮生してゆくのであ9ます。 


16 新 イタリーの 偉力 


滅亡の淵を逍つてゐたイタリーは、遂に英傑ムッソ？ 
なり， ました。 


す< 


I に依つて、救はれる事に 


ムッソリニ f は共産主義者や、社會主義者を擊滅いたしました。 

じ乂 そろこ / <, |:1: :んて a なほ 

だらけきつた、 イタ？ 人の心を根本的にた ゞ き直しました。 
イタリ— は、まさに、世界の イタリ— になるの だ！ 

イタリ— は、まさに、世界の指導者になるの だ！ 

廢$の,1:の^の髮もって、¥ィタリ|が1 ぃした。 
この放ぐ 

この力でイタリ—は、世界を甦生せしむるてとが出來るのだ。 
人口の多いのと、領地の廣いのが强いのではない。 
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三〇二 

どんな ことでも、 必ずやつての けようと いふ强い心が一番强いの だ。 
.タリ— 人は、心から目覺めた。 

めざ 


目覺めたときから、 イタ リ I はみ 



つてしまつた。 

戈かい » 

世界は眼をみはつて^どろきました。 


空 

を 

と 

ぷ 


る^^-强くなつていつた。 

產業は發達した。 

軍備はととのつた。 

文化は進んだ。 

ムッソ リニーが政權を握つて、僅 
かに二年の後には、もぅ歐洲では 
おしも^されも - a : ぬ一大强國とな 



せかいたいせん 3-5 と&ぼ.& 

世界大戰爭の時、イタジ f を馬鹿にしてゐたイギリスや、フランスは、ひそかにイタ 
リーを，おそれてきました 0 

その頃、世界大戰にょって慘既したドイッにもヒットラ—と S 1 ふ1先網が雜はれ て、 
めき-^-と國力をあげて行つた。 

おづ、しづ •ば 

かぅなると歐洲はイギグスや、フランスだけが意張つてゐるわけにはゆきません。 
.ドイッい；^ •? に 棚 S なしには 1! 齡の S が、 i にも なぃ裙 I って、被 1 g 
伊の四ケ國協定が出來上 りました。 

これょ$ももっと-世界がびっく {した妒は、イタ リ f のユ チォビ ヤ齡故の# , -'船で 

す。 

i 髮 II ぅの1!"、イタリ—は is 地 V 5! も^—。 

しかるに、 イタ y — は年々五十萬の 人口が 增¢0* して ゆく。 

そのイタ？人は、イタ f の爵で：るものだけでは、ることがぼ1な 
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/to 

IV 

どぅしても、イタリーは 植民地がなければ自滅して 
しまふ運命にある。 

アフリカの黑人帝國 H チォピヤは、イタリ—の三倍 
の， II ちと！&の產物があるのに對して人口は僅かに一 
千萬人しかない。 

無限の富である。 

S がある、石炭がある、金がある、白金がある、石 

%は|麵、 il ?" を馨すれば?1ッパの® 

く&ゐめんくわ で 

位、棉花も出る。 

しかも^ T 百年前、 H チォビャは、イタリ I 軍をアド 
ヮで、齡起せしめた宿怨の國である。 


このエチオビヤは歐洲列國並にイタリーを馬#にしてゐる。 

イタリーは、エチオビヤから骨無しだといつて馬鹿にされてゐる。 

どぅして、ニチオビャ黑人帝國 が、 白人の侵略を逃れてゐたのかと S 1 ふとその一つ 
は、 H チオビヤがまは々に天然の要塞を持つてゐるからである。 

H チオビャに入るには、灼熱の沙漠を通るか、千'§の'^ « f をょぢのぼつてゆかなく 
てはな i ません。 

いま一つは、 H チオビヤの周圍には、フランス、イタリ—、イギジスの g がと々 
かこんでゐて、誰もが手を出せない^!す子にあつたのです。 

したがつて、イタリ I がエチオビヤに手をつけることは、イ^ r リス、フランスと開 
戰する決心がなければ出來ません。 

'/• > [*& へ •い へい あらそひ ia こ 

4ぅした時に H チオピヤ兵とイタリー兵が爭を起しました。 

ヮルヮル事件と云ひます。 
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三〇六 

この 時 ムッソリー ー—の 決心が つきました。 

『ゲだ！』 

ムッソ リーー I が决心すれば、必ずなしとげます。 

忽ちに大軍がァフリカに送られました。 

プランスは、その頃、ドイッが强大になつて來ましたから、イタ--3; f と爭ふことが出 
%ません。フランスは、廣大なナハラ領域と、ソマリランドを、イタリ I にあたへて 
しき”と、イタリ—の機 M 1 をとつてゐます。 

イギリスは、しかし、これを默つて見てゐる譯にゆきません。 

イギリスは世^平钳の指ぎ者だと云つて、威張つてゐたのです から、 それだけで も 
イタ リ ー の戰爭をやめさせなければ、列國から信用を失つてしまひます。 

上上 -5 う乙な が i ん で & き へ , -5 パ , ± く、 

信私を失ふだけなら、まだ我慢も出來ませぅが、もしも•ニチォビやに强力なイ 
タリ— みたいなファショの國が出來てしまふと一大事です。 


JCF'pt かくち お 〇よぐみんち 

埃及があぶなくなる〇アフジカ各地に於ける、イギリスの植岛地があ•ふなくなる9 

インド &けん かく 9や -5 ち みな 

印度だつて危險である。イギリスの各領地が皆あぶなくなつてしまふのである。 
イギリスの一大問題である。 

なん *しんぐん-^-5*し けんリ 

イギリスは何とかして、イタリーの進軍を中止させようとして、いろ-'—の權利を 
わけるからと云つたのであつたが 、ムッソリニ— は强硬に ffil 絕いたしました。 

せかい き令うこく 、しや -5 めん、し J : うとつ 

イタリーは世界の强國、イギリスと正面衝突をいたしました。 

«*> ! .• 

世界は、どうなることかと、はら-—しました。 

ィギょは％く、"地|?11に邮製#?しました。 

か U -5 く -5 fr かん せんか又と -5 4 .- & たづ-あ> だじ命つどう 

航空母艦、戰艦等一一十雙、堂々と イタ リーと H チォビヤの間に出動いたしました。 
これに對して、 イタジ I は、ただちに、七十雙の^"^^を壯しました。 

エチォビヤと イタリ— が開戰すると見るや、 イギリスは 更に二十雙を增■いたし ま 
した0 , 
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三◦八 

そして、國際聯盟は、兩國一一對して、戰爭停止を要求いたしました。 

い龙3ら で含 

『今更そんなこ J : が出來るものか J 

げふ 6と 

ムッソ リー1 .f は一言の下にはねつけました。 

更に國際聯51は五十ニヶ國の名をもつて、 

，しんりやくこく 

『イタリーは 侵略國 なり J 
と、定め、進んで、 

『イタリーに對して、經濟封鎖をす J 
と、宣言しました。勿論、イギリスが中心になつて定めました。 

しかし、ムッソリニ f は少しも知どろきません。イギリス艦隊の上に、その世界に 
誇る、優秀：^製隊を資ばせて、ぎしも、經濟封鎖をすれば、たちどころに、地中海艦 
隊を擊沈せしめてしまぅょぅな氣勢を示しました。 

つち ぐん こ0リやく 

その中に、どん^-イタリ—軍は H チォビャを攻略してゐます。 



こく 3 いれん1/)い 2_*^&丈- W * て 

イギリスも、國際聯盟も、あまりの、イタリ—の f 兀氣一杯に知それをなして、手が 
出せませんでした。 

せ 力』 こく こく 3 いれんめい 炉もた w»i tt 

世界五十二國からなる國際聯盟と、イギリス艦隊を、阳ふに廻して、イタリ f 仕、 

すこ^そ っ6 へぃがふ 

少しも恐る ゞ ところなく遂にエチオビヤを併合してしまひました。 

イギリスも、 S 11 I 影 も、そ S 配して黯 i 3 ぼをすると か、 黯を； g へると、沿 
聲で叫んでばか^一ゐて、何をする e : とも出來ません でした。 

堂々たる態度で、ムッソリ1||は^5||國を尻0"に、エチォビャを阶纪してしまひま 
した。 

ケや、イタ リ f は世界 I の最 I 强 a ? o < 中に數 へられる よぅにな P ました。 

せ かぃ 

ムッソ y 二— も 世界の ムッソリニ—にな5ました。 

イタ リ f は完全に救は れました。 

ムッ y リニ— は進んで*世界中を、 今よ $ も、もつ と、 正しい ^? 1 ®{ な ものにしよぅと 
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考へて來ました0 . 

それには、人類の敵である、共産主義を撲滅しなければな$ません。 

同じく、世 m を正しく、立派なものに導くことを大使命としてゐる我が日本と、ィ 

ぐ h んば-5 ち 

タリ ーの 願望とが一致しています。 

1 C つぼん と6 せかい あか 

イタリ—は日本と共に世界を明る 
防共協定の締結がこれです。 

日伊協定は、世界のもつとも、,聖にして、强い結びつきです。この力は世界を着ん 
と正しいものに改造して ゆく のです。 


正し ものにしようと 手を伸してきました。 


支那事變もその ぁら はれの一つです。 

友邦 ィタ I は、日本の！<しい、正しいこの大事業を心から、援けてゐて吳れます。 

b た、しど6 いづはう はんえい い© 

私共も友邦ィタリーの繁榮を祈らぅではぁ$ませんか。 




二 一、 歷史は敎へる 

b た•しど# い I す -5 ねん れ&•し , 

私達は、今、敗千申にわたる、ィタリ f の歷.45を知る歡が ffl " 妒ました。 

じつ へ*'?,、 to と 6^'* f た 

それは、實に、いろ-^-と發化に富んだ物 M ; {でした0 

大& 文い№-5はなし 

偉い英雄の話 もたくさんあ$ました。 

たいへんに盛な時代のィタリ—もあぅました。 

げん &おとろ じ>*い 3 ,3* . 

あま々元氣のない衰えた時代もあり.ました。*, 3 !^には、ィタリ f を^ T ふ对 ムッソ 
- 一 f の話があ夕ました。 

そぅした話は、本#?に、私}^9:が、 e ふるひたたせます。 

X . 2 

カルタコを破る T 3 丨マ、 

ハンーーバルの猛軍を擊滅する C 丨マ。 





三 一 II 

五十ニケ斷の聯盟* i の反對を押し切つて、エチォビヤを攻略したィタリ I 。 
si 、 かぅした F から、一配 S を興ぶことが^3%るでせぅか。 

ヤ I ! f -. s ! l 澈 Q PIS とぃ ふ、！ T ぃ；にむかって、 S してゐ ます。 

ぐ- c ふらい、しや•づ f いけん r ; たふ く. c んせい 

これは、頑基な恭政權を打倒するといふだけでは、完成するものではありません 


この#?い使制をするには、丁度、 0 — マが、ヵルタゴを破つたよぅに、擧國一 

ち ナん 1C んぢ3-ぅ く rr じんちぅはぅこく い たいせつ 

史、堅忍持久に加へて*盡忠報國と云ふことが、どんなに大切なことかよ—く知^ 


れ at 


5にな.つたと思ひます。 

，つた ィタ リ—が世 Ifr 对戰の結果、何等、報を得られなかつた歴史は、和の時に 
15、いても*斷截の心が緊張してゐることの、どんなにか大切であるかといふことを、 
纪達に敎へてゐます。 

ィタ リ ーのユ チォビャ 攻„略に既して、流石の英國ですら、手が出せなかつたといふ 

*5 た乙たち t く 5よく じ -51: つ じつ ゐだい^炉& 

ことは、私達に、國力が充實してゐるといふことが、實に偉大な力であるといふこと 



を敎へて吳れました。 

從齡 が 於 奶な卽 41を^?卿させるために、 が e しめてかからなければなりません。 

MI に 、 S が、 ぃま、 イタ？ の齡記み 松 って、一 S 5 S 2 く Mi じたことは、 日本 
の國體の尊嚴さであ^'ます。 

イタリ—は 世^ r でも、すぐれた立派な國です。その イタリ f と比らベてみて、更に 
一®5尊ぃ断體である日本です。 

をんずん こく t • ic つヂふ た くに え たふと•しめい 

尊嚴な國 III をもつ、日本には、また、他のどこの國でもなし得ない、尊い使命があ 

た -5 ぜん こと 

ると いふ こと も、當然な事であうます。 

歡達ぱ、&嚴な&體に起れた幸 Mt に感謝すると、共に、この尊厳な使命を達成すベ 
き、光榮の義務あることを心から-決心しなければな々ません。 


タリー物語〔終〕 
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效赫支那 の地理物語 1150_ 

今度の事變でどこを占領した VJ 云つても、をの塌所を知らなくては、御話をき 
いても面白くない。この本は先生と生徒 W •か、支那の各地を飛行機に乘つた-- 
揚子江を /!!• で上つた bF つたりして、各地見學した物語である。小學四五年生 
でも歎々とょめる面白い支那の地理書として、家庭的にだれが讀んでもため(: 
なる書物である。課外讀本としておす、めする C 

渡—邊 哲 夫著 _ 

奴魅支那童話讀本一4_ 

支那の童話を平易 r - I 書いたものである。典の內容は课の王様•蛸の恩返し•路 
蛇••四つの願ひごと•命の木外十八種。類書少なき支那 _ m 話をして®.味深き讀物 


















